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［前回までのあらすじ］







　ＭＭＯＲＰＧ【ゼクスヴェルトオンライン】をプレイしていた鷺さぎ宮みや慧けい太たこと【リエル】は、ヴァーチャル世界の平和を揺ゆるがす大事件に巻き込まれた。

　元ゼクス開発者の一人だという、比ひ婆ば誠せい一いちがゲーム内に隠かくしたとされるフィードバックプログラム。そいつを無む理り矢や理りに発動させられ、ゼクスにアクセスしていたプレイヤーがヴァーチャルを現実リアルだと思い込む事態が発生。

　だがそれも、アイドルプレイヤー【メルルーナ】とギルドメンバー達たちの協力もあって、その隠しプログラムを使い、ゼクスを私利私欲を満たす為ためだけの世界に改変しようとしていた黒幕、【ノイエヴェルト】を打うち倒たおす事ができた。

　それでゼクスは元通りになるかと思われたが、フィードバックプログラム停止と共にプログラム内に仕し掛かけられていたトラップが発動、ゼクスの崩壊フオーマツトが始まってしまった。

　皆みな、安全にログアウトしてゆく中、リエルの身代わりとなって核コアに閉じ込められていた【雫しずく】だけがログアウトできないでいた。

　そんな雫を助けようと手を伸ばすリエルだったが、彼かの女じよの口から出たのは、「リアルには戻もどりたくない」という言葉だった。

　ゼクスを強制ログアウトさせられてしまった慧太は雫の自宅へ向かう。そこで見たものは、いまだヴァーチャル世界から帰き還かんせず、ベッドに横たわる彼女の姿だった。

　このままでは雫は二度と現実リアルに戻れなくなってしまう。

　慧太はメルルーナこと喫きつ茶さ店てんマスターの力を借り、彼女を救出する為、ネットワークの海うな原ばらに再びダイヴした――のだけど？







＃01【ダイヴがだいぶヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　俺おれは、電子の星が瞬またたくチューブ状の穴の中を落ちていた。

　この先に本当に雫しずくがいるのか？

　そんな不安を抱いだきながらネットワークの流れに身を任せる。

　螺ら旋せんを描えがくように右へ右へとうねると、落下して行く先に一ひと際きわ目ま映ばゆい光が見えてくる。

　その光は瞬く間まに近付き、不意に視界が開けた。

「あ、あれ??」

　地上らしき場所に降り立つと、眼前に現れた光景に気の抜ぬけた声を漏もらしていた。

　だってそこは、毎日のように見ていた景色だったから。

　中世ヨーロッパ風の家々と石いし畳だたみが続く街並み。少し離はなれた場所に見える王城。

「ここって、もしかして……ゼクス!?」

　しかも街の造りが王都【フィルムス】にそっくりだ。

　自分の体にも違い和わ感かんを覚えて、近くにあった道具屋に駆かけ寄より、店頭にあった手鏡をのぞいてみる。するとそこに映ったのは清せい楚そで可か憐れんな雰ふん囲い気きを持つ白しろ髪かみの女の子だった。

「うわっ、なんでリエルの姿!?」

　おかしい。

　ゼクスはフィードバックプログラムに関する一連の騒そう動どうの末に初期化フオーマツトされた。だからもうこのサーバー内にあの世界は存在しないはず。

　なのに俺はまた、この地に立っている。

　リエルの姿で。

　何も無い空間を想像していたから、尚なお更さら驚おどろいた。

　で、これからどうやって雫を捜さがすかだが……。

　マスターが言うには、雫のＥＳＧに有線直結しているから、行方ゆくえを辿たどり易やすいとの事。

　ということは、彼女はこの近辺に存在している可能性が高い。

　なので俺は足を使って街を捜し回まわることにした。

　数分後。

　一通り歩いてみたことで分かったことがある。

　ここは一見すると王都のように見えるが、実は違ちがっていたのだ。

　なんというか……マップが超ちよう狭せまいのだ。

　小さな噴ふん水すい広場を中心として、店が数すう軒けんと、あと裏手にギルドハウスが一軒しかない。それはまるで王都をコンパクトにまとめた箱庭か、ジオラマみたいな場所だった。だから五分くらいで元の場所に戻ってきてしまった。

　ちなみに遠くに見える城は書き割りみたいなもので、実際には見えない壁かべみたいなのがあってそこまでは行けなかった。

　加えて、人の姿が全く見られない。

　それはまあ、ゼクスは削さく除じよされちゃったわけだから、誰だれもいないのは当たり前なのだが、ＮＰノンプレイヤーＣキヤラクターらしきものも立っていなかったのだ。

　ここは一体、どういう場所なんだ??

　最初に降り立った広場の真ん中で、そんなふうに困こん惑わくしていると、突とつ然ぜん背中から声がかけられた。

「こんにちは」

「へっ!?」

　俺は慌あわてて振ふり返かえった。

　この街には誰もいないと思い込んでいたから、急に人の声がしたら、そりゃびっくりもするだろう。

　しかし振り返ったら、もっと驚おどろいた。

　だって、目の前に立っていたのは雫だったから。

「おおっ!?」

　俺は彼女に再び会うことが出来てしばし感激してしまったが、当の本人は至って平然とした様子。

　見慣れた長い黒くろ髪かみ、円つぶらな瞳ひとみ、幽ゆう艶えんな白しら肌はだがそこにあったが……。

　ん？

　そこで違和感に気付く。

　いつもの彼女と雰囲気が違うような気がしたのだ。

　これって……雫に良く似ているけど、実は別人なんじゃないか？

　見た目こそ背のちっこいリアルの雫にそっくりなのだが、いつものゴロチュウじゃなくて夏物の白いワンピースに麦わら帽ぼう子しという一部の人が喜びそうな装いだったし、普ふ段だんは憂うれいげな表情をしている彼女が、今は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべているし、何よりも〝しゃべっている〟のが普ふ通つうじゃなかった。

　ホワイトボードも持ってないよなー。

　そんな感じで彼女の身の周りをキョロキョロと見回すと、困ったような声で言われる。

「あ、あのぅ……何か付いてますか？」

「えっ!?　ああ、ご、ごめん」

　俺は体を真まっ直すぐに直す。そして恐おそる恐る聞いてみる。

「……君は？」

「あ、初めまして。私、【小こ雨さめ】といいます」

　そう名乗った彼女は礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをした。

「こ……さめちゃん？」

「はい」

　優やさしい笑みを返してくれた彼女は、やはり雫ではなかった。

　でも、すげー良く似てる！　顔や背格好はそっくりなのに、穏おだやかで柔やわらかな雰囲気が雫と全然違っていて、ちょっと変な気分になる。

「えっと俺……じゃなくて、私はリエル。あれ？　でも小雨ちゃん、どうしてここに？　みんなログアウトしたんじゃ……」

「私もログアウト出来なかったんです」

「えっ??」

　俺はその言葉の真しん偽ぎを疑った。

　雫がログアウト出来なかったのは、フィードバックプログラムを強制停止させた事によって発動したトラップがあったからで、核コアに取り込まれた訳でもない小雨ちゃんが、そんな状態になるとは考えにくい。

　どういう事だろうか？

「雫以外にもログアウト出来なかったプレイヤーがいるなんて思ってもみなかったよ……まさかまだ他にも……？」

「いいえ、私達以外は全員ログアウト出来たみたいですよ」

「そうなんだ……って、今〝私達〟って言わなかった？　それって……」

「雫さんなら、そこのギルドハウスにいますよ」

「なんとっ」

　思わぬところで雫の居場所が判明。すでに彼かの女じよ達たちは顔見知りのようだった。

　それもそうか、こんな狭せまい空間にいたら遅おそかれ早はやかれ出会ってしまうしね。

「リエルさんもログアウト出来なかったんですか？」

　小雨ちゃんは俺のことを心配するような仕草で尋たずねてきた。

「いや、そうじゃなくて……その雫を連つれ戻しにやってきたんだよね。あ、小雨ちゃんも戻れなくて困ってるなら一いつ緒しよに――」

「私はいいです」

「え……」

　取り付く島も無く断られたので唖あ然ぜんとしてしまった。

「いや、でも……このままここにいるとリアルに戻れなくなってしまうらしいから、すぐにこの場を離れないと」

　そう伝えると、彼女は悠ゆう然ぜんとした笑みを湛たたえる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、私は、私の意志でここに居るのですから。雫さんも多分同じ考えですよ？」

「そう言われても、はいそうですかって置いていけないよ」

　雫の意志は本人から直接聞いていたから承知していたけど、目の前の彼女まで同じようなことを言い出すとは思ってもみなかった。

「それより、雫さんに会いにきたんですよね？」

「えっ？　あ、うん」

「じゃあ、こっちです」

　彼女は連れ戻しに来たと宣言した俺を特に拒きよ否ひする様子も無く、むしろ案内してくれるようだ。

　そんな彼女に連れられてやってきたのは広場の裏手にあるギルドハウス。他にそれっぽいものは建っていないのでこれっきりだが……このハウス、俺おれ達たちのギルドの造りとほぼ同じだった。というか、完全にマイギルドハウスだった。

　それを見ていると、ちょっとの間しか離れていなかったのに妙みように懐なつかしい気分になってきて、逸はやる気持ちを抑おさえられずに入り口の扉とびらを開けた。

「ぬ!?」

　中に一歩足を踏ふみ入いれた途と端たんに俺は固まった。

　そこには馴な染じみのある、いつものギルドハウスの光景があるものだと疑いもしなかったので、あまりに変へん貌ぼうした有り様に口を開けたまま呆ぼう然ぜんとしてしまったのだ。

　そこにあったのは、壁一面を埋うめ尽つくす什じゆう器きに置かれた大量のＰＣとモニター。

　床ゆかを這はう無数の配線。

　シンプルデザインのベッド。

　部屋の角に積み上げられた空のピザ箱タワー。

　使った形けい跡せきがほとんど無い小さなキッチン。

「こ、これって、雫の部屋!?」

　そう、ギルドハウスの中が現実リアルの雫の家にそっくりな内装になっていたのだ。

「どういう事??　ここはネット上のはずだよね??　なんでリアルの光景が!?」

　俺が目を白黒させていると、部屋の奥おくにあるベッドに腰こし掛かけてゲームをやっていた人物がコントロールパッドを持ったままジト目を向けてくる。

「いちいち狼狽うろたえすぎだぞ、リエル」

「し、雫!?」

　そこにいたのは紛まぎれもなく雫だった。

　ただその見た目はゼクス上で見る、獣使いビーストテイマーの彼女だった。リアルの雫よりも背が高く、スタイルもいい。

　この部屋でその姿だと物もの凄すごく違和感があるなあ。

「この場所は私の深層意識にある風景や想像したイメージが仮想現実化した世界らしい。綺き麗れいさっぱり何も無くなってしまったサーバー内で実体を保つ為には、なんらかの〝形〟が必要だということだな」

　雫は不可思議な世界に戸と惑まどっていた俺に説明をしてくれた。

　そして仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべる。

「それより、そんな所に突つっ立たってないで二人共、中に入ったらどうだ？」

「じゃあ……失礼して」

　なぜだか俺は、遠えん慮りよするように部屋に入り、彼女の目の前の床に座すわった。

　ふと見上げると、ベッドに座っている雫と目が合い、気まずい空気が流れる。

　気まずいというか、気き恥はずかしかった。

　ゼクスからログアウトする際に今生の別れみたいな感じになって、その後にこうしてまた顔を合わせたわけで、そうなるのも当然といえば当然だった。

　現に彼女も僅わずかに顔が火ほ照てっているようにも見える。

　そんな雫は顔を背そむけると、わざと突き放はなすような言い方をしてくる。

「で……一体、何しに来たんだ？」

「何しにって……雫を連れ戻しにきたに決まってるじゃない」

「私はリアルには戻らないと言ったはずだが？」

「そんな無む茶ちやなこと言わないでよ」

「どこが無茶だというのだ？　ここは非常に快適だぞ？」

「それはここではそう見えているだけで、現実の雫の体はこのまま放置していたら大変な事になってしまうんだよ？」

「大変な事ってなんだ？」

「たとえば御ご飯はんとか食べられないし、そうなると体は衰すい弱じやくしていってしまうし、そ、それに……アレとか……困るじゃない？」
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「アレとはなんだ？」

「アレはアレだよ。その……おしっこ……とか？」

「っ!?」

　そこで雫は爆ばく発はつしたように顔を真っ赤に染め上げた。

「だから……そういう事もあるからさ……戻ろうよ」

「戻らない」

「まだ言い張るの!?」

「私はこの世界で生きてゆくのだ。それに私は……お、お、おしっこなどというものは、しない生き物だし！」

「清純派アイドルみたいなこと言い出したーっ!?」

　これは……彼女を説得するのには、かなり困難を極きわめる可能性が出てきたぞ……。

　先行きに不安を覚え始めた時だった。

「まあまあ、そんなに無む理り強じいしなくてもいいじゃないですか」

　そう言ってきたのは俺の斜ななめ後うしろに座っていた小雨ちゃんだった。

「それに肉体なんて所しよ詮せん、魂たましいの器うつわにすぎないのですから」

「急に哲てつ学がく的てきな事言い出しちゃったよ！」

「さすが小雨だ。良いことを言う」

「納なつ得とくしちゃってるし！」

　突っ込む俺を無視して、雫は深く頷うなずいていた。

　それに対して小雨ちゃんは、

「雫さんに褒ほめられると私、リアルを捨てて良かったなーって再さい認にん識しきさせられます」

　とホクホクとした笑え顔がおを浮かべていた。

「私は素す直なおな気持ちを述べただけだ。自分でもこんなに小雨を肯こう定ていできることに驚いている」

「いやですよー、雫さん、褒めすぎですってー」

「そんなことは無いぞ。謙けん遜そんするな。小雨は素す晴ばらしい人間だ」

「雫さんこそ、私にとって欠くことの出来ない存在です。ずっと一緒にいましょうね」

「うむ、それは考えるまでもない。当然だ」

　ダメだ。

　彼女達は相乗作用で、リアルに戻りたくない度が増してしまっている。

　というか、彼女達はいつの間にこんなに仲良くなってんだ？

「あのー……二人共、何が切きっ掛かけでそんなふうに？」

「なんの事だ？」

　雫が訝いぶかしげに見てきた。

「随ずい分ぶんと仲がいいなあと思って……」

　雫がギルメンと仲良くしてるところとか見たこと無いのに、出会ったばっかりっぽい彼女となんで意気投合しているのか、その経けい緯いを聞きたかったのだ。

「小雨とはそこの道みち端ばたでばったり出会ったのが切っ掛けだが？」

「いやいやいや、それだけでそこまで仲良くなったりしないでしょ」

　雫は腕うでを組んで誇ほこらしげに答える。

「フィーリングだ」

「へ？」

「目と目が合った時からピンと来たのだ。私と同種の人間だと。話してみれば直感通り、同調しまくりでな。やること為すこと全部共感できるし、納得がいってしまうのだ。リアルに戻りたくないという意思も同じであるし、何よりも、〝いい人〟なのだ」

「だから、褒めすぎですってー」

　小雨ちゃんは照てれ隠しの行動として、雫の二にの腕をバンバン叩たたいていた。

　見た目は、リアルの雫とヴァーチャルの雫が並んで立っているようなものだから、そりゃあシンクロでもしちゃいそうな雰囲気だけど、でも仲良くなるの早過ぎ！

　それにしても二人の雫に同時に目の前にいられると変な感覚だなあ。

「とにかく、そういう訳だから私はリアルには戻らないぞ」

　雫はそう言って、ベッドの上に仰あお向むけに寝ね転ころんでしまった。

　ああ、こうなってしまってはテコでも動かなそうだ。

　そういえば、彼女はなんでリアルに戻りたくないんだっけ？　それが分かればこの状じよう況きようを打開できるかもしれない。

　そこで俺は、崩壊してゆくゼクスの中でログアウト直前に彼女が囁ささやいた言葉を思い出す。

『あなたと結ばれないリアルなら、いらない』

　確かにそう言った。

　リアルに戻りたくない理由があるならば、確実にそれと言っていい台詞せりふだ。

　でも、これってどういう意味だ？

　俺に向かって言った言葉だってことは、はっきりとしている。なら、この台詞の中にある〝結ばれない〟という言葉の意味は……？

　うん……普通に考えればそういう事だよな？

　ある意味、告白って事だよな？

　間ま違ちがって無いよな……？

　だったらここでその気持ちを受け止めれば、彼女はリアルに戻ってくれるんじゃないだろうか？

　そんな事を考えているうちに心の中がざわつき始める。

　そもそも、どんなふうに受け止めればいいんだよ！　恥はずかしすぎて何を言っていいのか分からねえよ！

　いや、待てよ？　もしかしたら俺の早とちりで、全く別の意味の台詞かもしれない。その可能性は少なからずある。それなら、とちる前にちゃんと確かめておかないと。

「あ、あの……雫？」

　俺は座ったまま、視線を明後日の方に向け、ベッド上の彼女に話しかけた。

「なんだ？　まだ私に戻れと言うのか？　しつこいぞ」

「いや……そうじゃなくて……」

　自分でも体が自然とモジモジしてしまうのが分かる。

「ゼクスの強制ログアウトが始まった時に雫が言ったじゃない？　『あなたと結ばれないリアルなら、いらない』って。あれってどういう意味かなー……ってね？」

　ゼクス上ではクールな獣使いビーストテイマーの彼女も、その言葉を耳にした途端、慌ててベッドの上から飛び起きた。しかも顔はだいぶ赤い。

「なっ!?　ななななななにを急に言い出すのだっ!?」

「えっ!?　なっ、なんかまずかった!?」

　質問した俺の方も彼女の反応の大きさに狼狽うろたえてしまった。

　だって、いつもならもっと押おせ押せな態度で迫せまってきて困るのは逆にこっちの方だったから。

　でもこの反応からして、あの言葉はそのまんまの意味と捉とらえてよさそうだ。

　そこへ一人、冷静な声が交じってくる。小雨ちゃんだ。

「なんだー、雫さんそんな事言ってたんですかー。それなら私、二人を応おう援えんしちゃいますね！」

「「ええっ!?」」

　俺と雫は同時に驚きの声を上げてしまった。

　何を言い出すんだ、この人は。

「リエルさんをこちらの世界に引き止めるのです」

「はい??」

　床から立ち上がった小雨ちゃんを俺は呆然と見上げていた。

「だって、〝結ばれないリアルがいらない〟っていうんでしたら、〝結ばれるヴァーチャル〟があったら幸せじゃないですか」

「明らかに道理がおかしいでしょ、それ！」

　すかさず突っ込むと、ベッドの上できょとんと座っていた雫が拳こぶしを掌てのひらの上で叩いた。

「なるほど、それはいい！」

「乗り気だし!?」

「やはりそういう所に頭の働く小雨には、つくづく感心してしまうなあ」

　またまた深く頷いている雫。

　そんな彼女の隣となりに、小雨ちゃんは謙遜の態度を見せながら腰掛けた。

　状じよう況きよう的てきにはベッドに座った二人から見下ろされる格好だ。

「では早さつ速そく、リエルさんを説得しちゃって下さい。私は横で手助けをしますから」

「うむ」

　なんだこれ？　何が始まってしまうんだ??

　俺は不安でびくびくしながら待ち構える。

　すると雫が大きく息を吸って胸を膨ふくらませた。

「リエル、唐とう突とつでなんだが、私の〝全すべてをもらってくれ！〟」

「ぶっ!?」

　真顔でそんな事を言われたもんだから俺は噴いてしまった。

　さっきまで結ばれないだのなんだので頬ほおを赤らめていた人間の言う言葉じゃねえ！

　まあいつもの雫といえばそうなんだが、どうも煮にえ切らない。

「唐突だと自分で思ってるなら、やめてよね。心臓に悪いから」

「では改めて言おう。私の〝全てをもらってくれ！〟」

「確かに唐突では無くなったけど！　そういう問題でも無いでしょ！」

　そこで雫の隣にいた小雨ちゃんが、口元に両手を添そえて言ってくる。

「もらってやって下さーい」

「微び妙みような援えん護ご射しや撃げききたーっ」

　そこで雫が俺の両りよう肩かたに手を置いてくる。

「そんな訳だからこの世界で一緒に暮らそう」

「なんでー!?」

「なーに、住んでみればなかなか快適な所だぞ？」

「そりゃあね、今のうちはそうかもしれないけど」

「今ヴァーチャルにとどまると、私の膝ひざ枕まくらも付いてくる！」

「なんでテレビショッピング風なの!?　どうせその流れで、お値段据すえ置おきでもう一つ膝枕が！　とか言い出すんでしょ」

「いいや、毎週色んなシチュエーションの膝枕で対応するぞ。全部体験すると最終的にスペシャルな膝枕が完成。創刊号は特別価格２９０円」

「どんなデ○ゴス○ィー○だ！」

「どうしてそんななのだ？　もっと黒ヤギさんのように欲望丸出しでくればいい」

「何の話??」

「黒ヤギさんは白ヤギさんから届いた手紙を読まずに食べてしまうほど食欲に忠実だってことだ。ということは私が目の前に現れた直後、リエルは性欲丸出しで食い付いてこないとおかしい」

「なんか色々とすり替かえられてるし！」

　頭を抱かかえていた俺は、気を取り直して言う。

「とにかく、ここにとどまるつもりはさらさら無いし、雫と小雨ちゃんもちゃんと連れて帰るからね」

「むう……」

　雫は口をへの字に曲げて黙だまってしまった。そして助けを求めるような視線を小雨ちゃんに送る。

　すると彼女は顎あごに手を当て何かを考えている様子。そして、

「これは言葉で説得するだけでは駄だ目めですね」

「というと？」

「言葉で駄目なら〝行動で〟です」

　小雨ちゃんはそう言うと、雫の耳元に口を寄せ、ひそひそ話を始めた。

　それを傍そばで見ていた俺は、嫌いやな予感しかしないのだった。







＃02【至いたれり尽くせりでヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　かくして、〝俺をこの世界に引き止める作戦〟が彼女らの中で開始されていた。

　さっきまで何やら秘密の相談をしていた雫しずくと小こ雨さめちゃん。

　彼女達は密談を終えると、急にベッドから立ち上がった。そしてそのまま二人して部屋のトイレの前まで行き、ドアを開ける。

「数分したら呼ぶから、そこで待っていろ」

　雫はそう言ってトイレの中に入っていく。

「呼ぶって??　何？　えっ??」

　訳が分からずにいると、小雨ちゃんも雫に続いた。

「それでは、また後で」

　彼女はにこやかな笑顔と共に手を振りながらトイレの中へと消えていった。

　バタンと閉じられるドア。

　なんだってあんな狭い場所に二人で入ってるんだ？　というか、中で何してんだよ!?

　高まる不安を胸に待っていると、

「もういいぞ」

「中へどうぞー」

　という彼女達の声がドアの向こう側から聞こえてきた。

　どうぞと言われても……ね？

　俺はドアの前に立ち、扉とびら越ごしに伝える。

「そうは言っても開けて良いものかどうか悩なやむんだけど」

　だってここトイレだし。なんか、すごく嫌な予感もするし。

「てか、そんな所で何してるの??」

　尋ねてみたが、返答が無い。

「おーい」

　言いながらノックをするも結果は同じ。

　しかし、このままここでこうしていても埒らちがあかない。

「もう、どうなっても知らないよ？」

　俺は思いきってドアを開けてみた。すると、

　カランカランカラン

　トイレらしからぬドアベルの音が鳴なり響ひびいた。

　そして目の前にあった光景に度ど肝ぎもを抜かれた。

　そこはトイレじゃなかったのだ。

「えっ!?　ここは……」

　ドアの向こうにはどこかの喫きつ茶さ店の店内が広がっていた。

　しかもこの内装、かなり見覚えがある。

「もしかして……ロープレ!?」

　喫茶ロープレ、それはメルルーナちゃんことマスターが経営する実際に存在するお店。そして俺のバイト先だ。

　それがなんで雫の部屋のトイレと繋つながってんだ!?

「どうなってんの？　これ……」

　唖然としながら店内を見回していると、奥から雫の声がしてくる。

「さっきも言っただろ。この世界は私の深層意識や想像を利用して構築されている世界だと」

　言いながらキッチンカウンターの前に現れた彼女。その姿に俺は刮かつ目もくした。

「おおっ!?」

　雫の衣装が変わっていたのだ。

　夏物のセーラー服をベースにしたような上着を着て、長い黒髪はツインテールに結ゆわれていた。手には身長よりも丈たけのある魔ま法ほうの杖つえもある。

「こ、これは、このはちゃんのコス!?」

　そう、雫が着ていたのは俺が崇すう拝はいして止やまない神アニメ、魔ま砲ほう少女トトカルこのはの主人公、このはちゃんのコスチュームだったのだ。

「ヘイトちゃんもいますよ」

　さらにそこへ現れたのは、このはちゃんのライバルキャラであるヘイトちゃんのコスプレをした小雨ちゃんだった。

　黒のノースリーブにひらひらしたスカートが付いた衣装。マントを羽織り、やはり髪かみはツインテールにしている。

「ぶほっ!?」

　俺はあまりの衝しよう撃げきに吐と血けつしそうになった。

　なんだろう、この破は壊かい力りよくは……。

　クールキャラの雫がロリキャラのこのはちゃんで、ロリキャラの小雨ちゃんがクールキャラのヘイトちゃんを演じているこのアンバランスさが逆に俺の心を鷲わし掴づかみにした。

「なかなか似合ってるだろ？」

「私の方もいかがですか？」

　二人はくるりとその場で回ってみせた。

　なるほど、これに着き替がえていたのか。

　俺は顔がニヤけるのを堪こらえながら、

「で……そんな格好をして何をしようっていうの？」

「「ふふふふ……」」

　彼女達は揃そろって不気味な笑い声を漏らした。

　だがその表情はすぐに嬉き々きとしたものになる。

　二人はスカートの裾すそを持ち上げ、軽く膝ひざを曲げた。

「「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」」

「まさかのアニコスメイド喫茶!?」

　歓かん喜きと困惑が入り混じった声を上げた俺。

「リエルの大好きなもので攻せめれば、ここにとどまりたくなると小雨が言うのでな」

「うふふ、どうですか？　リエルさん。お気に入りのキャラとメイドのダブル攻こう勢せいですよ」
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　雫の傍で小雨ちゃんが小こ悪あく魔まっぽく笑っている。

「いや……うん、悪くない……じゃなくて！」

「そうですか！　ならばこちらに。ささどうぞ」

　俺おれが全てを言い切る前に小雨ちゃんは店の奥へと誘さそう。

「座るがいい」

　残り一名が若じやつ干かんメイドっぽくない口調だが、気にしても仕方が無いのでやめておく。

　俺は成り行きで窓まど際ぎわの席に座らされた。

　ふと窓の外を見れば、なぜかそこにはゼクスの街並みが広がっていた。

　もう無む茶ちや苦く茶ちやだなあ。

　そんな事を思っていると、注文してもいないのに、いきなりオムライスが出てきた。

「何これ??　頼たのんでないんだけど？」

　そいつを持ってきた雫に問う。

「頼んでいなくても出てくる。それが上質のサービスというものだ」

「ただの押し売うりじゃなくて!?」

「まずは前菜を出だしただけだ」

「前菜って、どこをどう見てもメイド喫茶の定番、オムライスにしか見えないけど？　しかも前菜にしてはヘビーすぎっ！」

「何を言ってるんだ。これはオムライスなどという庶しよ民みんの食べ物とは全然違ちがうぞ？　あと一言、言っておくが、ここは断じてメイド喫茶などではない」

「じゃあなんだっていうの？」

「ワンランク上のサービスを提供するメイドレストランだ」

「……なんだかあんまり変わらないような気がするけど」

「そんな事は無い。この前菜だって、とても手の込んだものなのだぞ？　ソテーしたチキンと共にライスを炒いため、その上に半熟のオムレットをあしらった料理なのだから」

「人、それ、オムライスと呼ぶ！」

「いいから黙って見ていろ。これからこのオムライスに私の愛を注入するからな」

「今、オムライスって言った！　はっきり言った！」

　俺の言葉を無視した雫は、槍やりのように長い魔法の杖を持もち替え、尖せん端たんをオムライスに向けてくる。

　なっ、何が始まるんだ？

　もしかして、その杖の先からトメィトゥソースが出てきて文字でも書くのか？

「おいしくなーれ、おいしくなーれ、魔法の力でおいしくなーれ」

　杖で宙に円を描えがきながら、らしからぬ口調でおまじないを唱え始めた彼かの女じよ。

　その光景は微笑ほほえましくもあり、俺は思わず顔が綻ほころびそうになった。

　そして彼女は最後の仕上げとばかりに宙にハートを描く。

「萌もえきゅん、萌えきゅん、萌え萌え――――

ずきゅぅぅぅぅぅんっ!!」

「のわっ!?」

　俺は仰のけ反ぞった。

　雫が叫さけんだと同時に杖の尖端から目ま映ばゆい光が漏もれる。

　刹せつ那な、眼前にあったオムライスがテーブルごと光の粒つぶになって消し飛んだ。

　杖の先から太い光線のようなものが発射されたのだ。

　まさに魔砲少女級のレーザー兵器。

　床には大穴まで開いていて、燻くすぶりながら煙けむりが立ち上っていた。

「ちょっ、なにしてんの!?」

「いやあ、ちょっと愛情を込めすぎたみたいだ」

「込めすぎたからといって、こうはならないと思うんだけど！」

　食べ物は粗そ末まつにしないようにしましょう。といってもこれはデータだけど。

「駄目ですよ、雫さん」

　苦言を呈ていしてきたのは小雨ちゃんだった。

「積極的になるのはいいのですが、どうも奥おく床ゆかしさが足りないようです。もっと貞てい淑しゆくな感じが好まれますよ」

「て、ていしゅく……？」

「操みさおが固く、お淑しとやかということです」

「ぐぬぬ……」

　雫は困ったような表情をしてその場に片かた膝ひざを突いてしまった。

　彼女はそういうの苦手そうだもんな。

「リ、リエルは……そういうのが好みなのか？」

「へっ!?」

　雫がはにかみながら上うわ目め遣づかいに聞いてきたので、俺は一いつ瞬しゆんドキリとしてしまう。

「ま、まあ……」

　曖あい昧まいな返事をすると、彼女は驚おどろきの表情を小雨ちゃんに向ける。

「すごいな小雨、お前の言うとおりだ」

　なんだか感心しちゃってるご様子。

「私は今までリエルに対して〝あなたの赤ちゃんが産みたい！〟とか言ってきたが、あれは間違っていたのか!!」

「今いま頃ごろ気付いたとか！」

「しかしだからといって、どうすればいいのだ……？」

　真しん剣けんに悩み始める雫。そこへ小雨ちゃんが助け船を出す。

「じゃあ私が先にお手本を見せますので、雫さんはその真ま似ねをして下さい」

「おおっ！　それは名案だ」

　何が始まるんだ？　と思っていたら、

「では前を失礼しまーす」

　そう言って小雨ちゃんは俺の前を通って奥の席へと座った。

「雫さんは反対側へどうぞ」

「うむ」

　雫は言われたように座る。

　ソファータイプのこの座席。俺は左右から彼女達に挟はさまれた格好となった。

　この状態は……。

　まるでおっきい雫とちっさい雫に挟まれているような感覚がする。

　しかも二人共、俺の大好きなこのはちゃんのコスプレをしている大特典付き。

　これでなんにも感じない訳がない。

　ヤバイ、至福すぎる。

「では、こうやって腕を持ってですね……」

　小雨ちゃんはおもむろに俺の脇わきの下から手を回してきた。

「ちょっ、何を!?」

「ぴとっ」

「!?」

　小雨ちゃんがぎゅっと寄より添ってきたことで、リアル雫と同サイズと思われるささやかな胸が俺の二の腕に当たる。

「全然お淑やかと違う気がするんですけど！」

「こ……こうか？」

　今度は逆側から雫が同様に引っ付いてくる。

「はうっ!?」

　小雨ちゃんよりもやや豊かな柔やわらかさが伝わってくる。

「はい、そうしたらそっと耳元に口を近付けてー」

「うむ」

「ふぅーっと優やさしく息を吹きかけます」

「なるほど。ふぅーっ」

「ふぅーっ」

「いいっ!?」

　両耳からぞわぞわしたものが入ってきて全身に伝わる。

　まずい！　いくらヴァーチャルでは女性耐性不全症候群ＦＥＤＳがマイルドになるからって、これはヤバイ！

「それができたら、次に切実さと誠実さを持って、心からお願いします」

　小雨ちゃんが潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめてくる。そして、

「私はリエルさんとこの世界で添い遂とげる！」

「無いから!!」

　貞淑だのなんだのと言っておきながら、雫とたいして変わらないアピール方法だった。

　ここにきて、まともだと思えていた小雨ちゃん像が一気に瓦が解かいし始める。

　で、雫はというと驚きよう愕がくの表情で小雨ちゃんと俺を交こう互ごに見ていた。

「す、すごい……効いているぞ」

「効いてないからっ！　どうしたらそう見えるの!?」

「リエルを攻こう略りやくしたどー」

「人の話を聞けっ」

　そんな中、小雨ちゃんは真剣な表情で悩んでいた。

「おかしいですね。大たい抵ていの人はこれで落ちるのですが……」

「人の心を安易に捉えすぎ！」

　あとコスプレした意味も無さすぎ！

「あ、今分かりました」

「何？」

「オムライスにケチャップ文字を書かずに吹き飛とばしたのが、全ての敗因だったのですね」

「違うと思うよ」

「むむむむっ」

　自分の必勝パターンが通用しなかったと見るや、急に落ち着きが無くなり始めた。

　挙げ句、

「そもそもこの喫きつ茶さ店てん、いや狭せまくて魅み力りよく的てきなものがなんにも無い、この世界がいけないのです！」

　とうとう世界そのものを否定しちゃったよ。

「雫さん、もっとリエルさんを惹ひき付つけるような魅力的な場所をお願いします」

「そ、そう言われてもな……」

「この世界は雫さんの深層心理で形成されている世界です。あなたの心の中にはこの程度の思い出しか無いのですか？」

「ぬぬ……」

「大体、喫茶店と自分の家以外、ほとんどがゼクスってどういう事ですか？　有り得ないですよ」

「ぐ……」

　酷ひどい言われように、雫は上う手まく言い返せないでいた。

　しかし、これが本当に彼女の深層心理世界だというのなら納得はいく。

　だって雫はリアルではひきこもりで、実生活の中で触ふれる世界といったらそんな程度しか無いはずだから。

「だが、私には……」

　彼女は困った顔で目を伏ふせていた。そこへ小雨ちゃんが囁きかける。

「別に実際に体験してきた記き憶おくでなくても、リエルさんとしたい楽しい事とかありませんか？　デートですよ、デート」

「デートか……そうだな」

　雫がそう口にした直後、店内が小さく揺ゆれた。

　まるで小規模の地じ震しんが起きた感じに似ている。

「何？　今の」

「どうやら世界の一部が改変されたようですね」

　小雨ちゃんが言った。

「改変？」

「そうです。今、雫さんがリエルさんとしたい楽しい事を思おもい浮うかべた事で、この世界のどこかにその場所が形成されたってことです」

「そんな簡単に？」

　思うだけで世界が作られるなんて、夢のような場所だな。

「この衣装も同じようにして形作られているのですよ」

「じゃあ自分とか小雨ちゃんも何か想像すれば、思い描いた世界が目の前に出来上がるってこと？」

「いいえ、それは無いです。それが出来るのは、このサーバーに核コアとして取り込まれた雫さんだけです」

「なあんだ……」

　俺はちょっとばかり、がっかりした。

　だって、大好きなものを詰つめ込んだ二次嫁よめワールドを期待していたから。

「そういえば小雨ちゃんって、なんでここの事にそんなに詳くわしいの？」

「えっ、それは……」

　彼女は急に言いい淀よどんでしまった。

　ゼクスが初期化される際に取り残されたって聞いてたけど、どうもそんな気がしてこない。まるでずっと前からこの場所を知っているかのような言い方だったから。

「すみません、実は嘘うそを吐ついていました」

　彼女はペコリと頭を下げた。

「私はゼクスが消える前からこの場所にいたのです」

「それって……どういう事??」

「今はそれ以上は申し上げられません」

　自分から会話を断たち切った小雨ちゃん。そして話題から逃のがれるように俺の手を取って立ち上がる。

「ささ、そんな事より変化した世界を見に行きましょう」

「え、まだ話が……」

「雫さんも早く」

「あ、ああ」

　そんな感じで彼女の勢いに負けて、俺おれ達たちは喫茶店の外へと出た。

　そういえばこの喫茶店、雫の部屋のトイレの中にできた空間だったので、またそこの扉とびらを潜くぐれば当然、さっきまでいた部屋に戻もどるものだと思っていた。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば目の前に広がっていたのはメルヘンな乗り物が並ぶ――

　遊園地だった！

　しかもそれは全体が一目で見み渡わたせるほどの小規模なもの。言うなればミニ遊園地という感じ。

「なるほど、雫さんはリエルさんと遊園地でデートしたかったんですね」

　小雨ちゃんは辺りを見渡しながら言った。雫は自信ありげに胸を張っている。

「デートと言えば遊園地、これが鉄板だろう」

「そうかな？　なんか子供っぽい気が……」

「あん？」

「い、いえ……なんでも」

　口を出したら睨にらまれてしまった。

　それにしてもこの遊園地、どこかがおかしい。

　よく見ると色々変な所が露あらわになってくる。

　すぐ傍にメリーゴーランドがあったのだが、回っているのが馬ではなくて奇き妙みような生き物だったし、小さめのジェットコースターはレールが有り得ない角度で曲がっていて、尚なお且かつ途と中ちゆうで切れていた。

　その他の乗り物はゴーカートにせよ、観覧車にせよ、板切れに絵を描いたようなチープさで、ハリボテ感がすごかった。

　それらを見ながら俺は思う。

「もしかして雫、遊園地行ったこと無い？」

「っ!?」

　彼女の体がビクッと震ふるえたような気がした。

　そういや衣装が、いつの間にか元の獣使いビーストテイマーのものに戻ってる。

　それは小雨ちゃんも同様だった。

　で、黙もくしていた雫は、頬を微かすかに染めながら眉まゆ尻じりを上げた。

「う、うるさいな。だったらなんだというのだ」

　俺はそれで納なつ得とくした。

　ようするに、これらは雫の頭の中にある〝うろ覚え遊園地〟ってことだ。

　ほとんど外に出ない彼女だから、こういう事もありそうな感じだが、それにしたって、もうちょっと再現度を上げられやしないだろうかと思ってしまう。

「どんな形でも遊べれば問題は無いだろ」

　そう言って雫は、俺の手を引き一番近くにあったメリーゴーランドへと足を向けた。

「さあ一いつ緒しよに乗るぞ」

　彼女が指差したのは蛙かえるみたいな顔をした六本足の馬（？）だった。しかも色は毒々しい緑色をしていた。

　こんなメリーゴーランド見たこと無い！

　でもまあ、一回くらいなら付き合うか。

「じゃあ、ちょっとだけ」

　そう答えて二人で乗り込もうとした時だった。

「待って下さい!!」

　小雨ちゃんが必死の形相で止めに入ってきたのだ。

「それに触れては駄目です！　さがって下さい！」

　乗り物との間に入ってきていた彼女は俺達の体を押し戻す。

　それはまるで地じ雷らい原げんに踏ふみ入ろうとしていた人間を制止するような、只ただならぬ雰ふん囲い気きがあった。

「ど、どうしたの？」

「あれを見て下さい」

　俺の問いに彼女はメリーゴーランドの馬を指差した。

　よく見ると胴どう体たい部分に裂さけ目めのようなものが出来ていて、その裂けた中にコンピューターの文字列のようなものが無数に泳いでいたのだ。

「何、あれ？」

「データの裂け目です。この世界はサーバーという湖に浮いた一つのピンポン球みたいな存在ですから。雫さんの想像した世界がうろ覚えすぎてデータが歯抜けになってしまっていて、その隙すき間まから外の世界が見えてしまっているのです。あれに無む闇やみに触れるとデータ精神体である私達たちは最悪、欠損部分に呑のまれて細かなデータに破は壊かいされてしまいかねません」

「なっ!?」

　あ、あぶねー……。危あやうく触さわるところだった。

「これでは他の乗り物も無理そうですね」

　小雨ちゃんは周囲を見渡した。

　俺も改めて見回すと、どの乗り物にも同じような亀き裂れつが走っているのがうかがえた。

「なにしろ、うろ覚えですからね」

「う……」

　何気なく言った小雨ちゃんの言葉に、雫は文句の一つも言い返せないでいた。

　だが、すぐに気を取り直す。

「なら、第二のデート鉄板、ランチタイムと洒落しやれ込もうではないか」

「特に洒落込むようなものでもない気がするけど……」

「あん??」

「い、いや……独り言です。はい」

　また睨まれてしまった。それで俺は口を噤つぐむ。

「やはりこういった場所でのデートには手作り弁当は欠かせないアイテムだろう。そしてお口にアーンが最強だ」

「それは素す晴ばらしいアイデアですね。雫さんにしては」

　小雨ちゃんが同調する。〝雫さんにしては〟は余計な気がするけど。

　まあ口は挟まないでおこう。

「ではここに――カムヒアァ！　ダイタンな手作り弁当！」

　そう言って雫は片手を天に向かってかざした。

　するとその手の上に光の円えん盤ばんが現れて、中心部からゴロチュウがデザインされたお弁当箱が迫せり上あがってくる。

　まるで弁当を召しよう喚かんしているみたいだな……。

　これも雫が生み出した想像上の弁当なんだろう。

　随ずい分ぶんと便利なもののようだが……今、何よりも物申したいのは、

「それ手作りと違うし！」

「何を言ってるんだ、これは私が手作りしたことを想像して形作られた手作り弁当なのだから手作りに決まってるだろ」

「最も早はや、何を言っているのか分からない！」

「いいから黙って食え」

　彼女は無む理り矢や理り、近くにあったベンチに俺を座すわらせる。そのまま本人は隣となりへ。

「ここにいれば毎日こうして手作り弁当を食べさせてやるぞ。どうだ、ずっと居たくなっただろ？」

「それは……どうかな」

「まあいい、この弁当の中身を見れば、そこから溢あふれ出す愛情の香かおりにむせ返かえりながら私の虜とりこになるだろうからな。では、とくとその目で見よ。オープン！」

　雫はゴロチュウの絵が描かれた蓋を開けた。

　中から現れたのは弁当箱一面を埋うめ尽つくす黄色だった。

「な、何これ……玉子焼き??」

「のようだな」

「のようだなって、雫が考えた中身でしょうが！」

「手作り弁当の定番と言えば玉子焼きだろ。そのほのかな甘あまさを噛かみ締しめる度に、二人の関係も甘々になっていくのだ」

「だからって全面玉子焼きってどうなの？　しかも切り込み無いし！　でっかいし！　主食は!?　主食はどこよ！」

「主食は、わ・た・し」

　俺は口を開けたまま虚こ空くうを見つめていた。

「なんだ、早さつ速そくアーンか？　よし、待ってろ、今そこに放ほうり込んでやるからな」

「ちげえよ！　あまりの事に呆ぼう然ぜんとしてただけだよ！」

「とにかく食え、話はそれからだ！」

　雫はフォークで巨きよ大だいな玉子焼きをぶっ刺さして、俺の口元に近付けてくる。

「こんな大きいの無理だって……って、ぶほっ!?　なっ、何この酸すっぱい臭においは……えほっえほっごほっ……！」

「案の定、愛情にむせたな」

「んなわけない！　これ、明らかに傷いたんでる臭いだよ！」

「馬ば鹿かな、そんな事があるわけ――」

　雫は自分の鼻先に玉子焼きを持って行く。

　するとそこで彼女の動きが数秒止まった。

　そしてそのフォークを持った手がゆっくりと俺の所へ戻ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「絶対、嘘でしょ！　というか、わざわざ傷んだ玉子焼きを想像する意味が分からない」

「だから傷んでないと言っているだろ」

　真ま面じ目めな顔でそう主張する雫。

　彼女の言う通り、これが腐くさってないというのなら――味付けからくる臭い!?

　もしかして、この遊園地と同じで……？

「玉子焼き作ったこと無いでしょ」

「食べたことならあるぞ」

　正解だった。

「それで、これ!?」

「な、なんだ、悪いのか」

　雫は眉まゆを吊つり上げ不ふ機き嫌げんそうにしていた。

　そこへ彼女とは反対側に座っていた小雨ちゃんが、憂うれい顔がおで言ってくる。

「そんな事言わないで一口ぐらい食べてあげたらいいじゃないですか」

「いやだってこれ、明らかに食べちゃいけない臭いが……」

　いくらヴァーチャルだからって食べる勇気は無い。

「じゃあ私が先に味見させてもらっていいですか？　そうしたらその後、リエルさんも食べて下さいね。せっかく雫さんが作ってくれたんですから」

　俺が止める間も無く、小雨ちゃんは雫の手から玉子焼きの刺さったフォークを奪うばい取とり、口元に持ってゆく。

「なんと言ってもここはヴァーチャルですから、ちょっとくらい味付けに失敗したって、リアルみたいに食べられないほどの味になったりとかは無いですから」

　ニコニコしながら、厚みのある角を「はむっ」と食い千切る小雨ちゃん。

「ほら、この辺とか表面が芳こうばしくて中はしっとりふっくらとしていて、上品な甘さが――」

　バタッ

　突とつ然ぜんベンチから前のめりに倒たおれ、お尻しりを突つき出した格好で動かなくなった。

「小雨ちゃん!?」

　表を向かせて抱だき起おこすと、彼女は白目を剥むいて気絶していた。

　その顔を見た雫は顔面蒼そう白はくになる。

「し、死んでる!?」

「そこまでじゃないけども！」

　ヴァーチャルだから死にはしないだろうけど、ＥＳＧに搭とう載さいされた神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスには、かなりの衝撃があったようだ。

　どんな味なんだよ……。とんだ殺人弁当だな。

　そこで小雨ちゃんの様子を見ていた雫は、急に思い立ったように呟つぶやいた。

「不慣れな事はするもんじゃないな」

「気が付くのが遅おそかったようで！」

「ならばここは私の得意分野で勝負すべきだろう」

「いつの間に勝負になってんの!?　って、得意分野って??」

「あれだ」

　雫が指差したのはジェットコースターの向こう側に見える、巨大な黒い建物だった。

　実はアレ、ここに足を踏み入いれた時から気になってたんだよねー。

　だってあまり広くもないこの遊園地の敷しき地ちの半分以上をあの建物が占せん有ゆうしているんだから。

　一体なんなんだって思うのが普ふ通つうだ。

「そうそう、気になってたんだけど、あれって何？」

「ふふふ、行ってみれば分かる」

　雫は含ふくみ笑う。

　俺は彼女の誘いに乗って、その場所まで移動する事にした。

　だって、気になるんだもの。

　なので気絶中の小雨ちゃんの肩かたを二人で両側から担かついで、その建物の前までやってきた。

　そいつを目の前にすると雫が言っていた〝行ってみれば分かる〟という言葉が理解できた。

　そして、この建物が最初から気になっていた自分の嗅きゆう覚かくをも肯こう定ていすることに。

　黒光りする黒曜石の如き外がい壁へきと、ピラミッドのような四角かく錐すいの外観。

「こ、これはもしや……〝次世紀ウバァンゲリオン〟のナアス基地!?」

　ウバァンゲリオン、通つう称しようウバァは十数年前に大ヒットしたＳＦロボットアニメだ。現在も新作劇場版が作られるなど、いまだ根強い人気を誇ほこっている。その作中に出てくる主人公達が所属する機関の基地がこんな建物だった。

「なんでこんなものがここに!?」

　俺が尋たずねると雫は得意気に答える。

「ここはナアス基地を模したアトラクションテーマパークだ。中には実際にウバァに乗ることができる搭とう乗じようシミュレーターがある」

「なんと！」

　何それ、超乗ってみたい！　ミーハーみたいに聞こえるけど、俺ウバァ大好きだし！

「でもどうしてシミュレーターなの？」

「え？」

「だって、この世界が雫の想像でどうにかなるっていうのなら、無理に遊園地に準なぞらえなくてもウバァそのものを出した方が早い気がして」

「あ……」

　雫は口を押おさえて動きを止めた。

「あ……って、もしかして今気付いたとか？」

「べつにそんなのは些さ細さいな事だろ。私の想像通りなら中は本物と違わぬ凄すごさのはずだからな」

　本物と違わぬ凄さ。

　ゴクリ。

　こんなところで男の子に内包された、ロボット魂スピリツツがむくむくと持ち上がる。

「それに乗ってみたいだろ？」

「え…………ああ……うん」

　思わず頷うなずいてしまった。

　ちょっとくらい、いいよね？

　そんな訳で俺はあっさりとテーマパーク内に入った。

　中に入るとそこはリアルに基地を再現した通路が延びていた。

《乳母ウバアに還かえりなさい～♪　記憶を辿たどり～♪》

　そんなふうに場内には旧劇場版のエンディングテーマなんかが流れていたりして雰囲気を盛り上げている。

　案内係とか誰だれもいないので、俺達は勝手に奥おくまで進みメインの部屋へと辿り着つく。

　そこにはウバァのコクピットを再現したエントリー哺乳瓶ボトルが三台並んでいた。

「うっわ、凄い！　超ちようリアル！」

　俺は思わずエントリーボトルにかぶりついてしまった。

　だって、再現率が物もの凄すごく高かったから。

　キャノピーのガラス一枚通して見える中の様子も設定資料集で見たものと寸分違わぬ作りになっていた。

　さすが雫、こういうことになると半はん端ぱ無く正確だなあ。うろ覚え遊園地とは大おお違ちがいだ。

「やばい、早く乗りたい」

　そう口走ってしまった俺。気付けばそんな俺を雫が満足そうに見ていた。

「では早速三人でやってみるか。おい小雨、そろそろ起きろ」

　小雨ちゃんの腕うでを肩に回していた雫は、自らが動いて揺さぶる。

「ん……？　あ……あれ??　ここはどこですか？」

　目を擦こすりながら意識を取り戻した小雨ちゃんは、辺りをキョロキョロと見回していた。

　そこへ雫が一言告げる。

「これからみんなでウバァに乗る」

「ああ、そうですか」

　小雨ちゃんは朗ほがらかに納得した。

「説明短っ！　そして理解早っ！」

　でもそれで済むなら問題は無いけど。

　そして雫はスタスタと一番近いエントリーボトルに近寄り、

「では私はウバァ零ゼロ号機に乗るぞ。リエルは初号機、小雨は弐に号機だ」

「勝手に決められてる!?」

　まあ初号機好きだからいいけど。

　そんな訳でみんなそれぞれにエントリーボトルに乗り込み、シミュレーターが開始された。

　一いつ旦たん、目の前がブラックアウトした後、すぐに景色が表示される。

　そこにあったのは、どこかの街のビル群だった。

　しかも相当目線が高い位置にあるので、巨大な乗り物に乗っているという感覚がある。

「よくできてるなあ、アニメとそっくりだ」

　なんて呑のん気きなことを言っていたら、眼前に劇場アニメ〝おののけ姫ひめ〟に出てくるコダマキヨシに似たモンスターが降ふってきた。全長はこのウバァと同じくらいの大きさ。

　こいつは……子人しとだ！

　ＴＶ版一話に出てくる主人公達の敵、第三子人パウエル。

　コクピットのモニター上には、《全機協力し、パウエルを殲せん滅めつせよ》と出ている。

　なるほど、あれをやればクリアってわけか。

　それで……雫達たちはどこに??

「リエル、パースファイアおしやぶりライフルで迎げい撃げきするぞ」

　通信と共にモニターに雫の顔が表示された。見ればいつの間にか彼女は俺おれの真横にいた。

「え、ライフル？　ああ、これ」

　俺は初号機の手に武器があることに気付く。

「私と小雨の全エネルギーをリエルのライフルに送る。それで奴やつを倒せ」

「う、うん」

　返答すると雫は機体の腹から出ている有線ケーブルを俺の機体に直結させる。反対隣にいた小雨ちゃんも同様にそうしてきた。

　この状態はもしかして、ウバァＴＶシリーズ第六話「決戦、三台目乳う母ば車ぐるま」で、第五子人ライエル相手に戦ったあのシチュエーションと同じじゃないか!?

　ウバァ屈くつ指しの名シーンの再現に俺は興奮する。

「よし、接続できたな。では奴を倒すぞ。シンクロ率を上げろ」

　雫がそう言うと、

「了りよう解かいしました」

「了解」

　そんな感じで揃そろって集中し始める。

　ウバァはその機体の特性上、搭とう乗じよう者しやの感情によって動作や能力が左右されるロボだ。だから全員で目の前の敵を殲滅した未来をイメージしてシンクロ率を高める。

　それはこのシミュレーターでも同じだ。

　実際、エントリーボトル内がミルク溶よう液えきで満たされていて、その液体を介かいして彼かの女じよ達たちの感覚が伝わってきている。

　すげーな、これ。本物のウバァに乗っているみたいだ。

　そんなふうに感動していると、なんだかゾワゾワした感覚が俺の体を這はい始めた。

「ひゃい!?」

　なんだか体を下から上へ、はたまた上から下へと撫なで回まわされているような感覚に陥おちいる。

　まるで見えない手で体中を触られているような感じだ。

　ついでに雫の上気した息いき遣づかいが耳に入ってくる。

「ハァハァ……リ、リエル……ハァハァ……」

「ちょっ!?　何か別のこと想像してるでしょ!?　今は敵を倒さないとぉふぅ!?」

　注意している間に見えざる手の数が増える。こ、これは……。

「小雨ちゃんまで何考えてんの!?」

「大丈夫ですよ。ちゃんとシンクロしてます」

「そうかもしれないけども！」

　現にモニター上にあるシンクロ率を表すメーターは、物凄いスピードでぐんぐん上じよう昇しようしていた。

　そんな煩ぼん悩のうでシンクロされても困るんですが！　てか、最初からこれを狙ねらっていた!?

　襲おそい来る敵をそっち退けでそんなことをやっていたら、俺の感覚が限界を迎むかえた。

「てか……も、もうダメ……し、死ぬぅぅっ!!」

　そこで突然、俺の持っていたライフルが暴発した。

　手元から爆ばく発はつのような閃せん光こうが走る。

「えっ!?」

「何!?」

　虚きよを衝つかれたような顔をする雫と小雨ちゃん。

　そして俺達はその光に侵しん蝕しよくされた。







＃03【ユーグがヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　俺は、ギルドハウス内にあるソファーに寝ねそべっていた。

　なぜここに？

　記憶が確かなら、さっきまでウバァンゲリオンのシミュレーターをプレイしていたはず。

　雫しずく達に悪戯いたずらされて、ライフルが暴発したところまでは覚えている。でもそこから先は分からない。

　気が付いたらここにいた。

　しかもさっきまではギルドハウスの中は現実の雫の部屋だったけれど、ここはゼクス内にある俺達のギルドハウスと同じ内装だった。

「どうやら、あの世界は消えてしまったみたいですね」

　不意にそんな声がしたので上体を起こすと、目の前に黒くろ髪かみの小さな女の子が立っていた。

「あれ？　小こ雨さめちゃん？」

「リエルさん、大丈夫ですか？」

「え……あ、う、うん」

　俺が答えると彼かの女じよは柔やわらかな笑えみを返してくれた。

　改めてこうして面と向かい合ってみると、リアルの雫と見み間ま違ちがえてしまいそうになる。

　白いワンピースの下に微かに透すける繊せん弱じやくな体付きとか、今は麦わら帽ぼう子しをかぶってないからよく分かるが、そのスーパーロングな黒髪の艶つややかな質感とか、色白でお餅もちみたいに柔らかそうで瑞みず々みずしさのある肌はだとか、どこを取っても雫にそっくりだ。

　違ちがうのは柔らかな表情とそこから醸かもし出だされる温和な雰囲気くらい。

「それで、あの世界は消えたってどういうこと？　シミュレーターはどうなったの？」

「所しよ詮せんは雫さんの想像した世界ですからね、ちょっとした事で不安定になりますよ。先さき程ほどの場合は私達の感覚とリエルさんのＥＳＧに搭載されている神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスが干かん渉しようを起こしてしまったようです。その余波で遊園地が丸ごと掻かき消えてしまった」

「ふ、ふーん……」

　仕組みはよく分からないけど、多分、雫達に体中を撫なで回されたの（間接的だけど）がいけなかったんだろうなー。

　女性耐性不全症候群ＦＥＤＳ持ちの俺は反射的に拒きよ否ひをイメージしてしまったし。

　それにしても、いくら俺をここにとどまらせたいからといって、あんな方法はどうかと思う。相変わらずの不器用な方法は雫らしいといえばそうだ。

　そういえば、さっきからその雫が見当たらないがどこに行ったのだろう？

　とりあえずこのギルドハウス内にはいない。

「小雨ちゃん、雫はどこにいるの？」

「ああ、彼女ですか」

　小雨ちゃんは冷静な感じだった。

「私も知りません」

「え……」

「近くにいるとは思いますが、結構大きな範はん囲いの世界が一度に消えましたから、現出する座標が多少ずれたんでしょうね。よくあることです」

「よくあるんだ……」

　そんなふうに納得するより他は無いが、早いとこ彼女を見つけないとな。

　すっかり乗せられて色々な事に付き合ってしまったが、雫をその気にさせてリアルに戻らないといけない使命が俺にはある。

　それに当初の予定には無かったけど、目の前の彼女ももちろん連れて帰らなきゃいけない。

　そういや小雨ちゃんはどうしてこの世界にとどまりたいのだろう？

　事情をまだ聞いていないことを思い出した。

　それが分かれば説得の材料が見つけられるかもしれないと思った俺は尋ねてみることにした。

「あのー、ちょっと聞いていい？」

「なんですか？」

「小雨ちゃんは、なんでリアルに戻りたくないの？」

「私……？」

　不ふ意い討うちだったらしく彼女は目を丸くした。

「いや、話したくない事情もあるかもしれないけど、ずっとこの場所にいる訳にもいかないし、もしかしたら話によっては力になれるかもしれないと思って……ね？」

　そこまで言って、俺は語ご尾びを濁にごし、沈黙した。

　それは今まで柔にゆう和わな面おも持もちだった彼女の表情が、突とつ然ぜん冷れい淡たんなものに変へん貌ぼうしたからだった。

　そんな彼女は静かに言う。

「現実リアルなんてつまらないものですよ」

「……え？」

　囁ささやかれた硬かための口調に呆然としていると、すぐに彼女は再び元の穏おだやかな表情を取り戻した。

「そんな事より、一緒にこの世界を楽しみましょうよ。それに私、雫さんを応おう援えんすると言いましたが、個人的にもリエルさんにここに居て欲ほしいのです」

「え、なんで？」

「そ、それは……言わなきゃダメですか？」

　急に彼女は頬ほおを紅潮させ、言いにくそうにモジモジとし始めた。

　そして、

「あのですね…………好きだからです！」

「なんでーっ!?　会ったばかりでそんな訳ないでしょ！　しかも私達、女の子同士だよ!?」

〝見た目的には〟の話である。

　彼女は俺がネカマだって事を知らない。なら女の子同士であることを理由に拒否しようと思ったのだ。だが、

「そんな事で退くようなら、最初から告白してないですよ」

　無意味だったーっ！

「それに私はリエルさんのリアルでの姿が男の人だって知ってますから」

「はい!?」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかったが、じわじわと事の重大さに気づき始める。

　その事実を知っている者は極ごく僅わずかな人間しかいない。

　ギルドメンバーの他にはクラスメイトの美み咲さきさんと京きよう也や、あとはバイト先のマスターくらいだ。

　なのに目の前の彼女は、俺がネカマである事を知っている。

「ど、どうしてそれを!?」

「なんです、まだ分からないのですか？」

　小雨ちゃんは含み笑う。

　そして、小さな胸を膨ふくらませて呟いた。

「私が【ユーグ】ですよ」

「!?」

　俺は思わず息を呑んだ。

　ユーグ。

　そいつはゼクス上で俺に告白をしてきた聖騎士パラデインだ。

　俺がそのアバターを預かる以前はギルドメンバーが取っ替かえ引ひっ替えで操あやつっていた事実がある。

　小雨ちゃんはそれを自分だと言い出したのだ。

「ユーグの事を知ってるって事は、もしかして小雨ちゃんはギルメンの誰か？」

「さあ、どうでしょうね？」

　彼女は笑いながらはぐらかす。

　いや待てよ？　ユーグの名前だけ、どこかから入手して適当な事を言っている可能性は拭ぬぐえないな。

　前に美咲さんが突然ユーグだって言い出した例もあるし。

　俺は訝いぶかるように彼女を見上げた。

「それって本当？　どこかから情報だけ得て、からかってるとかじゃないの？」

「少なくとも私はリエルさんと過ごしてきた全すべての事実を知っていますよ」

「なっ!?」

「うーんと、そうですねえ……」

　小雨ちゃんは人差し指を頬に当てて、記き憶おくを辿るような仕草を見せていた。

「順を追って話すとこんな感じですかね？　まずはみんなでオフ会を開いたんですよね？　その後、ゼクスでは特別な挙式をしようなんて話にもなりました。リアルではみんなでコミカにも行ったりしましたね。あ、そうそう、私とリエルさんとのやり取りのメールを盗ぬすみ見た人まで出てきちゃったりとかもありました。あれは許せなかったですね」

「そ、そんな……」

　俺は言葉に詰つまってうまく話せなかった。

　しかしながら彼女の言ったことは全て俺とギルメンが実際に経験してきた事だったし、整合性もしっかりと取れていた。

　そして決め手は最後の一言だった。

「そうそう、元はと言えば全ての始まりは、ユーグである私が王都にある港にリエルさんを呼び出して、そこで告白をした事ですかね？」

　俺はハンマーで側頭部を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを感じた。

　だってその告白はメールなど記録に残るものではなく、直接ユーグの口から聞いた言葉だったから。その事を知る人間は他にはいないはずなのだ。

「ほ、本当に、ユーグなの……!?」

「だから、さっきからそう言ってるじゃないですか」

　困こん惑わくが隠かくせない俺とは裏腹に彼女は朗らかに答えた。

「じゃあやっぱり……」

　目の前の小雨ちゃんの中の人はギルメンの誰か？　どうしてそんな事になっているのか分からないが、そう捉とらえるのが妥だ当とうだろう。

「そういう訳ですから、好き合っている者同士、この世界で仲良く暮らしましょ？」

「なんでそうなんの！　そもそも、好き合ってないし！」

「そ、そんな……そんな言い方って酷ひどいです……」

　小雨ちゃんは黒い瞳ひとみを潤うるませて、今にもそこから水すい滴てきがこぼれ落ちそうになっていた。

「い、いや、そうじゃなくて、こっちは何も返事はしてないってことね！」

　俺は慌あわててフォローしてしまった。

　女の子の涙なみだにはどうしても弱くなってしまう。

　そんなやり取りをしているうちに小雨ちゃんの面めん貌ぼうが妖あやしげな笑みに包まれた。

「ふふ、ならいいです。リエルさんがそういう態度ならこちらにもやり方があります」

　艶えん笑しようし始めた彼女。

　その目付き、顔付きには俺を誘さそうような婀あ娜だっぽさがあった。

　同時に俺は身の危険を感じる。

「ど、どうしたの？　急に……？」

「これだけお願いしているのになかなか言うことを聞いてくれないじゃないですか。もう形なり振ふりなんて構っていられないと思いましてね」

「形振りってなんの話？　ってふぁっ!?」

　小雨ちゃんはそのまま俺が横たわっていたソファーの上に乗ってくる。

　華きや奢しやな太ももが俺の腰こしを挟はさみ込み、小こ柄がらな体がのし掛かかる。

「なっ、なななななななにを!?」

「いいから私に任せて下さい」

　彼女は有う無むを言わさず、俺の両りよう肩かたに手を突いて上半身を押し倒す。

「いっ!?」

　さして重くもない体重を腹の上に感じる。しかし俺の体はその太ももでがっちりとホールドされていて動くこともできない。まさに馬乗りの状態だ。

　見上げるとそこには口端を弛ゆるませる彼女の顔があった。

「リエルさん、今から私といい事をしましょう」

「いい事!?　それってまさか!?」

「ふふ、何を想像しましたか？　多分、そのまさかで正解です」

　小雨ちゃんは悪戯っぽく笑った。

　そして彼女は馬乗り状態のまま、自分のワンピースの裾すそを掴つかんでたくし上げたのだ。

　そのまま、おへそから胸、首を通って、頭からワンピースを脱ぬぎ去ってしまった。

　それで上下白のシンプルな下着姿が露あらわになる。

「ふぉぉっ!?」

　俺は思わず両手で視界を隠そうとしたが、彼女に腕を掴まれてそれも敵かなわなかった。

　仕方が無いので目を瞑つぶる。

「何してんの!?　ま、まずいって！」

「何がまずいんですか？　愛しているのですから当然の行こう為いじゃないですか」

「だから、こっちの意志はどこに!?」

「いいから目を開けて、私をちゃんと見て下さいよー」

「い・や・で・す」

　はっきりと拒否してやったら、彼女は俺の腹の上で体を上下させて体重をかけてくる。

「あーけーて！　あーけーて！　あーけーて！」

「おふぅ!?　おふぅ!?　おふぅ!?」

　彼女が小さく飛とび跳はねる度に柔らかいものが腹に当たるが、その感かん触しよくを感じるよりも苦しさの方が上だった。
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　そのうちに上下運動が止まる。

　なんだ？　諦あきらめたのか？　と思っていたら、突然耳元から彼女の声がした。

「目を開けないと、リエルさんの方も脱がしちゃいますからね？」

「なんとぉっ!?」

　耳元で声がして、そのままそこに息を吹ふきかけられた衝撃ってのもあるが、脱がされるのも堪たまったものではない。脅きよう迫はくされた俺は、つい目を見開いてしまった。

　再び視界に入ってくる彼女の肢し体たい。

　白くてぷにぷになのが目の前にあるよっほーっ!!

　頭がおかしくなりそうになったが、彼女の顔に視線を置くことでなんとか平静を保っていた。

「ふふ、やっと開けてくれましたね。どうです？　この世界にいれば毎日こんな事をしてすごすことができるんですよ？　リエルさんが望めば私はなんだってリクエストに応こたえます」

「いや、そんなサービスいらないから」

「そんなはず無いですよ？　だってリエルさんって、こういう体が好みじゃないですかー」

　そう言われて、思わず彼女の姿を引きで見てしまい、ドキッと心臓が高鳴るのを感じた。

　細くしなやかな手足から繋つながる未成熟な躯からだ。

　そこにまとわりつく艶やかな長い黒髪。

　大きくて円い瞳。

　それはどこから見ても、リアルの雫にしか見えなかった。

　彼女の容姿が好みかどうかなんて聞かれたら、そりゃあ好みだと思う。でも、本当の雫は不器用なアピールこそしてくるけれど、こんな直接的な事は絶対にしてこない。

　お前は――誰だ？

　再び小雨ちゃんに問おうとしたその時だった。

　バタンッ

　ギルドハウスの入り口の扉とびらが勢いよく開け放たれる。

　風通しの良くなったそこに立っていたのは獣使いビーストテイマー姿の雫だった。

「な、ななななにをやっているんだ!?　お前達たちは!!」

　彼女は驚きよう愕がくの表情で俺おれ達たちを指差していた。その指先はプルプルと震ふるえている。

　半はん裸らの小雨ちゃんに馬乗りにされているこの姿をみれば、そんなふうにもなるだろう。

「あら？　雫さん、やっと合流できましたか」

　小雨ちゃんは至って冷静に話しかけていた。

「そんな事を言っている場合ではないだろう！　今すぐリエルから降りろ！」

　強い語気で恫どう喝かつしてくる雫に小雨ちゃんは渋しぶ々しぶといった感じで俺の上から降りる。そして傍かたわらに落ちていたワンピースを拾って、頭から着込んだ。

「嫌いやですねー。そんなにピリピリとされては恐こわいです」

「当たり前だろう。小雨は私に協力してくれると言った。なのに私がいない間にリエルをたらし込んでいるとはどういう事だ！」

　小雨ちゃんは呆あきれたように両手を横に広げる。

「だって仕方が無いじゃないですか。リエルさんがなかなか説得に応じてくれないのですから」

「だからといって、そ、そそそそんな破は廉れん恥ちなことをする理由にはならないぞ」

「雫さんだってよくやってる事でしょう？」

「私は、そんな事はしない！　たまに寝落ちしているリエルの胸を揉もんだりしているだけだ！」

「何してんのっ!?」

　俺はソファーから飛び起きた。

　マジでそんなことされてたの？　気付かなかったよ！

　そこで小雨ちゃんは今までに見せたことのない攻こう撃げき的てきな視線を雫に向ける。

「とにかくリエルさんは私のものです。なので雫さんはもうリアルに戻もどっていいですよ？　今までありがとうございました」

「なっ……それはどういう事だ？　説明しろ」

「分かりませんか？　あなたはもういらないと言っているのです」

「なんだと……？」

　雫は頭にきたようで、小雨ちゃんを睨にらみ返かえしていた。

「今までの私達の関係はなんだったんだ？」

「出会ってから僅わずかしか経たっていない、にわかな関係ですよ」

　雫は眉まゆを顰ひそめる。

　なんだか、どんどん険悪な感じになってるぞ……。

「同種の空気をお前から感じていたのは、どうやら思い過ごしだったようだな」

「同じだなんて思われては困ります。どちらかと言えば雫さんより、リエルさんの方が私に近い人間だと思いますよ」

「そ、そうかな……？」

　首を傾かしげてみせたが、今の二人には俺の姿は視界には入っていないみたいだった。

「さあ、もういいでしょう。ここからは私とリエルさんだけの時間です。その時間を共有する資格の無い方はリアルにお帰り下さい」

　小雨ちゃんの突つき放はなした言い方。それに対し、雫は鼻で笑う。

「リエルと一いつ緒しよにいることに資格なんて必要無いだろ」

「そんな事はありませんよ。資格は必要です」

「では、どんな資格が必要だというのだ？」

　そこで小雨ちゃんは勝かち誇ったような表情をする。

「それは私がリエルさんとの愛を誓ちかい合った者――――〝ユーグ〟だからですよ」

　ガタッ

　それは雫が僅かに後あと退ずさった音だった。

「ば……馬ば鹿かな…………何を言い出すんだ!?」

　どういう訳だか、小雨ちゃんのユーグ宣言に彼女は動どう揺ようを隠しきれない様子だった。

「リエルさんも私がユーグであるという事実に納なつ得とくしてますよ？」

「そ、そんなはずは……」

「何をそんなに狼狽うろたえているのですか？」

　小雨ちゃんの言うとおり、雫の顔は蒼そう白はくになっていた。

「まあ、そんな事どうでもいいですね。さあリエルさん、私と一緒に参りましょう」

　彼女は言いながら俺の腕を掴もうと手を伸のばしてくる。

　しかし、その手よりも早く、ソファーから強ごう引いんに俺を引っ張り起こした手があった。

　雫だ。

　この僅かな隙すきに駆かけ寄よって、小雨ちゃんの体を払はらい除のけたのだ。

「なにするんですか!?」

　無論、小雨ちゃんは口先を尖とがらせて文句を言ったが、雫はそいつを無視して、俺にだけ真しん剣けんな眼まな差ざしを向ける。

「リエル、行くぞ！」

「えっ!?　ちょっ!?」

　引っ張られるがままに立ち上がった俺は、そのまま雫に手を引かれギルドハウスの外へと飛び出した。
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　◆　オンライン　◆

　まるで小こ雨さめちゃんから逃にげるように、雫しずくによって半ば強引にギルドハウスから連れ出された俺。

　外へ出たところで、どこへ行くんだ？

　そう思っていた矢先、周囲の景色が光に包まれた。

　ギルドハウスの入り口を出たとほぼ同時、周りの世界が変貌する。

　そこは遊具などが置かれた小さめの広場だった。その周囲を平屋建ての建物が連なるように取り囲んでいる。

　俺と雫はいつの間にかその広場の中心に立っていた。

「こ、ここは……？」

「まさか……」

　雫は思い当たる節があるのか、細かい部分を確かく認にんするように視線を辺りに這わせていた。

　俺がざっと見回した限りでは、現実の幼よう稚ち園えんと思おぼしき場所に見える。

「雫はここがどこだか分かるの？」

　俺はそう尋たずねると彼女は心外そうな表情を返してくる。

「リエルは分からないのか」

「え、なんで？　あれ……？」

　言われてみて改めて周囲を見返す。

　すると朧おぼろ気げながらも遠い昔の記憶がうっすらと見えてくる。

「おかしいな……なんかこの場所、知ってるような気がする」

　もやもやとした気持ちでいると、突如建物の奥から歓かん声せいが上がった。

　わあぁぁっ！　という叫さけび声ごえと共にたくさんの園児達がどこかに向かって廊ろう下かを走っていく姿があったのだ。

　みんなそれぞれに水着を着ていたのでこれからプールの時間なのだろう。園児達の後ろの方で先生が「走らないでー」と声を張り上げている。

　でも、その子達の姿はそこまでで映像のようにフッと掻き消えた。

　これはあくまで記憶の中にある映像で、俺達のように実体のある存在では無いらしい。

　しかしながら、この光景で俺は思い出した。

「ここって……幼い頃ころ、自分が通ってた幼稚園じゃ……？」

　走っていった園児達の中に幼き日の俺の姿があったからだ。

「でも、なんでネット上に??」

「私の頭の中にある記憶世界だからな」

　雫が落ち着いた口調で答えた。

「えっ、それって……」

「向こうに行ってみよう」

　言い切る前に彼女は移動し始めた。

　向かった先は校舎の横にあるプールだ。

　その前までやってくると、再びホログラフィのような人物がプールの中に浮うかび上あがる。

　園児達が楽しそうに泳いでいる姿だ。

　そんな中、男の子の声が耳に入ってくる。

「あーっ！　おまえ、なにそれ？　だっせー！」

　とある男の子が、近くにいた女の子の背中を指差して笑っていた。

　女の子の方はというと、髪かみの毛けを両サイドで小さく結ゆった可愛かわいらしい子だった。その子はまだ何の事を言われているのか分からずにぼんやりとしている。

　そのうちに別の男児が声を聞きつけ集まってきて、口々に言う。

「うわっ、ほんとだ！　へんなのー」

「ぶははははっ、おもしろっ！　しりになんかついてる！」

　実際、女の子の水着は何かの拍ひよう子しにめくれてしまったのだろう。お尻しりが半分ほど顔をのぞかせていて、そこに小さなハート形の痣あざがあったのだ。

「あれ……あの痣、どこかで見たような……」

　俺はつい最近、それと同じものを同じ箇か所しよで見た気がする。

　そう、この前、夏休みの最終日、一泊ぱく二日の温泉旅行に行った際に露ろ天てん風ぶ呂ろで誤って衝つい立たてを倒たおしてしまい、女湯が丸見えになってしまった事件があった。

　その時、そこで入浴中だった美み咲さきさんのお尻に確か同じ形の……痣が。

　ということは、目の前のこの子は幼い頃の美咲さん!?

　俺と美咲さんって同じ幼稚園だったのか!?

　そういえば、こんな子といつも一緒にいた気がしてきたぞ。今の美咲さんと雰ふん囲い気きが全然違うから分からなかった。

　掘ほり起おこされた事実に驚おどろいていると、美咲さん（幼）はようやく自分の状じよう況きように気付いたようで、慌てて水着を直し、むくれた顔を男児達に向けていた。

「みっ、みないで！　へんじゃないもん！」

「へんだよ。そんなのふつうついてないもん」

「ふひひひっ、しりに、しりのマークついてるー。わらえるー」

「そ、そんなんじゃないもん……」

　うざい奴やつらだなーなんて思いつつ様子を見守っていると、いよいよ美咲さんの潤んだ瞳から涙が決けつ壊かいしそうになっていた。

　とそこへ、

「やめろよ」

　ヒーローのように颯さつ爽そうと現れた男の子がいた。

　彼かれらの間に割って入り、美咲さんを守るように両手を横に広げている。

　って、こいつは――――――

　俺おれだと!?

「さぎみやくん!?」

　美咲さんはきょとんとした顔で幼き俺を見つめていた。

「またおまえらか。いいかげん、〝みーちゃん〟をいじめるのやめろよな」

「うわ、けいただ！　にげろーっ！」

　それだけで男児達は去っていった。

　多分、こういう事は日にち常じよう茶さ飯はん事じだったんだろうな。

　ってか俺、かっけー！

　自分じゃないみたい。

　あと俺、昔は美咲さんのこと〝みーちゃん〟って呼んでたんだな……。

「ありがとう、さぎみやくん」

　俺を見ながら、美咲さんは頬を染めていた。

「あいつらがまたなんかいってきたら、すぐにおれをよべよ？　いつでもたすけにくるから」

「うん！」

　美咲さんは元気良く返事をしたあと、すぐにうつむいてしまう。

「で、でも……みさき、いつもたすけてもらってばかりで……」

「なにいってんだ、おれたちトモダチだろ？　あたりまえじゃないか」

「あ、ありがとう……。で、でもぉ……このアザはみんながいうようにへんだし……しかたがないのかなあ……なんておもって……」

「なやむことじゃないよ。ハートのアザなんてかわいいじゃないか。そんないいものもってるのみーちゃんだけだよ？」

「か、かわいい!?」

「うん、そうおもうよ」

「そ、そうなんだ……」

　そこで美咲さんはポッと顔全体を紅潮させた。




「ふーん」

　リエルである俺の横でそんな冷めた声を漏もらしたのは雫だった。

　彼女は勘かん繰ぐるようなジト目をこちらに向けてきている。

「べっ、べつに今のには他意は無いよ？　ほら、幼い子が言うことだし、純じゆん粋すいに正義感から言ってるだけだって」

「私は何も尋ねていないのだが？」

「えっ……」

　自ら墓ぼ穴けつを掘ったところで、プールの方に動きがあった。




「ねえねえ」

　と言いながら、慧けい太た（便べん宜ぎ上、ここからは幼い俺をこう呼ぶ）の背中を指先でつんつんする女の子が現れたのだ。

　それは長い黒髪をアップに結った、円つぶらな瞳の子。

「え？　どうしたの？　あやちゃん」

　慧太は振ふり向むき様にそう彼女を呼んだ。

　ああ、あやちゃんの事はよく覚えている。いつも一緒に遊んでたもんな。

　そんな〝あやちゃん〟の姿を久しぶりに見た俺はすぐさま違い和わ感かんを覚えた。

　あれ？　どことなく誰だれかに似ているような……。

　あの綺き麗れいな黒髪の質感といい、顔の各パーツの作りといい、成長した今の俺が見れば、顔立ちは幼くてもその子からはっきりと〝雫〟の面おも影かげを見て取ることができる。

　まさか……あの時の〝あやちゃん〟が〝雫〟だっていうのか!?

　そういえば、雫の本名は綾あや羽はね梓し月ずく。あやはね……あや…………あっ。

　名前かと思ってたけど、苗みよう字じの方だった！

　でも当時の俺の中では〝あやちゃん〟は〝あやちゃん〟だった為ため、今の〝雫〟と同一人物だなんて思いもしなかったのだ。

　それにあの頃は、美咲さんとも普ふ通つうに接していることからも分かるように、性別の意識とかが全く無かったのが記憶が繋がらない更さらなる要因になっていた。

　そうかー彼女もまた俺と同じ幼稚園だったのか。

　で、その幼い雫は、慧太になんの用があったのだろう？

　見守っていると、彼女は聞き覚えのあるロリボイスで言ってくる。

「新しいおよぎかたをマスターした。見てくれる？」

　久しぶりに聞いた肉声。

　最近ちょっとだけ彼女の生の声を聞く機会があったが、その甘あまいアニメ声はこの頃ころから全然変わってないんだなあと再確認した。

　というか、この頃はちゃんとしゃべってたんだな。

　対して慧太は、

「マジでっ!?　みるみる！」

　とアホみたいに食い付いていた。

「あ、みさきもー」

　美咲さんも見るようだ。

　そうそう、そうだった。幼稚園ではいつもこの三人で遊んでいたなあ。

　そんなふうに蘇よみがえってきた記憶を懐なつかしむ。
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　雫は二人に視線を送ったあと、すぐに泳ぎだした。

　両りよう腕うでで大きく水を掻かき、体が跳ねる。まるでイルカのような泳ぎ。

　これは……バタフライ!?

　おいおい、とても幼稚園児が出来るような泳ぎじゃないぞ!?

　とんでもない運動神経だな。しかも綺麗なフォーム。

　それは、いつも家にこもりっきりでインドアな彼かの女じよからは想像もつかない姿だった。

　そういやこの頃の雫は運動だけじゃなく頭も良かったし、言こと葉ば遣づかいだって他の子よりはずっと大人っぽかったのを思い出だした。何においても秀ひいでていたのだ。

　その泳ぎに感動した慧太は、

「すげー！　あやちゃん、すげーよ！　それどうやんの？　こんどおしえてよ」

　そう言いながら雫に駆け寄って行く。

　彼女の方は頬を染めて、照れながらも嬉うれしそうにしていた。

「すごーい！　かっこいいー！」

　あとから寄ってきた美咲さんも小さな手をぱちぱちと叩たたきながら、彼女に憧あこがれの眼差しを送っていた。

　更に照れる雫。

　と、そこへ、どこからともなく水を差すような台詞せりふが割り込んでくる。

「なにそれ、きもちわるいおよぎー」

「そんなんできても、いみないじゃん」

　そんなふうに嫌いやみったらしく言ってきたのは、さっき慧太が追おい払った男児達だった。

「おまえら、いいかげんにしとけよ」

　慧太が一いつ喝かつすると、彼らは蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなった。

　逃げるなら、いちいち突っ掛かってくるなよなーって思う。

　彼らがいなくなったあとの雫は酷く沈しずんだ様子だった。

　さっきまであんなに生き生きしてたのに、たった一言で。

　言葉というのは残ざん酷こくだ。

　周りを見れば、水に顔をつけられないくらいの子しかいない。その中で大人のように泳いでみせれば、そりゃあ異質に映るのは確かだろう。

　でもだからといって、その芽を摘つむようなことをしていいわけがない。

　この後、雫は二度とその泳ぎをやらなくなったのを覚えている。

　彼女は人一倍、傷付きやすいのだ。

　こういう事の繰くり返しで、彼女が出来なくなっていったものがたくさんある。

「気にするな」みたいな、フォローの言葉をかけている慧太の姿があったが、その光景はそこで消え去ってしまった。

　残されたのは誰もいないプールのみ。

　そこで俺は、隣となりに立っている今の雫に視線をやった。

「あ……」

　獣使いビーストテイマー姿の彼女と目があって、ちょっと気まずい感じになってしまう。彼女の方も同じような反応を示していた。

「なんか、同じ幼稚園だったんだね……なんとなく思い出したよ」

「なんとなく!?」

「えっ!?」

　心外そうに彼女が言ってきたので俺はびっくりしてしまった。

「では、約束のことも忘れてしまったのか？」

「約束……といいますと??」

　雫は眉み間けんにしわを寄せる。

「もういい！」

　彼女は突き放すように言い捨てて、この場から離はなれようとした。

　俺は慌てて彼女の手を握にぎる。

「待って！　思い出した！　あれでしょ？　〝リエルの中で生きて〟ってやつ？」

　雫はそのキーワードに反応して足を止め、ハッとなった。

　正解だったらしい。

　俺の記憶の中にある〝あやちゃん〟と、なんらかの約束をしたとすれば、それくらいしか思い出せない。

　幼稚園を卒園したら、雫とは別の小学校になることが分かっていた俺。

　なんだか親がやる気満々で、俺を私立の男子校に入学させたのだ。

　だから卒園式の前に、約束というか、励はげましに近い言葉を彼女に贈おくった。

　彼女はさっきのプールでの出来事も然しかり、とても傷付きやすい子だ。それ以外にも周りから言われた事が原因でやらなくなってしまった事がたくさんある。

　その度に俺が肯こう定ていしたり励ましたりしてきた。それで彼女はなんとか自分を保っていられたのだ。

　でもここから先、彼女の傍そばにいて、そうしてやることもできなくなる。そう心配したことから出た言葉だった。

〝リエルの中で生きて〟

　これだけじゃ、まったく意味不明である。

　何が言いたかったのかというと、これから先も雫の邪じや魔まをする人間は必ず出てくる。

　喜んでいる人間を見るとそれが出来たからといって何の役に立つのだと言い、自分の場所まで引きずり下ろす奴。最初から出来るわけがないと言って、やる気を出した人間に歯止めをかける奴。

　そんな奴らから攻こう撃げきされる度に彼女は傷付き、内に閉とじ籠こもってしまうだろう。

　だから俺は魔ま法ほうの言葉を伝えた。

　現実リアルは辛つらい事、悲しい事がたくさんある。

　でも、そんなリアルは今日を以もつて雫の中で死んだ、と。

　リアルの〝ア〟はア行の１番目。

　死に番とされる４番目は〝エ〟。

　だから俺はリアルに死４を与あたえた。

　雫はこれから〝リエルの中で生きて〟いけばいい。そこは雫だけの場所で、誰もお前のやる事に文句を言う奴はいない。

　だって、そういう奴らはリアルに生きているのだから。

　てな事を、当時の俺は俺なりにもっと拙つたない言葉で伝えた。

　自分でも無む茶ちや苦く茶ちやなこじつけだなあと思ったけど、それで雫が少しでも気持ちが楽になるならばと必死だったのだ。

　まあ、あの時の俺は〝現実＝リアル〟って言葉を覚え立てで、ただ使ってみたかったってのもあるけど……それは内ない緒しよ。

「覚えていてくれたのか……？」

「それが雫の言う約束というものなら……」

　立ち止まっていた雫の表情が、綻ほころぶのが見て取れた。

「それで、その後はなんとかやっていけたの？」

　俺が聞いたのは、彼女と離れ離ばなれになった後の話。

　当時からそれが気き掛がかりだったから。

　雫は一いつ瞬しゆん、言いい淀よどんだが、

「見てのとおりだ」

　そう言い放った。

「えーと、見てのとおりって言われても……」

　彼女の姿を見回してもキリッとした獣使いビーストテイマーがそこにいるだけだし。

　じゃあ、逆にリアルの雫はというと、ゴロチュウパーカーを着込んだ……ひきこもり。

　ってことは……あの時俺が色々励ましの言葉を贈ったことはまるで、

「意味無いっ!?」

　思わず叫んでしまい、慌てて口元を押さえる。

　しかし雫はそれで落ち込んだ表情を見せるわけでもなく、あっけらかんとしている。

「意味無くはなかったぞ。むしろそれがあったから、この程度で済んだのだ」

「そ、そうなの……？」

「ああ、そうだ。小学校の時はまだよかったのだが、中学に入ってからは私の美声を嗤わらう者が出てきてな。それを境にしゃべれなくなった」

「ちょっと、本当に役に立ったの!?　ねえ??」

　幼稚園の時から変わっていない、あのミラクルロリボイスだからな。そりゃあ目立って当然だ。

　というか、〝私の美声〟とか自信ありげに言っておきながら普通に凹へこんでるし！

「小中は美咲と一緒だったのだが、彼女からは《昔は憧れてたのに失望したわ》なんていわれて死にたくなった」

「ちょっ!?」

「そこであの言葉を思い出したのだ。そういえば私は心無い輩やからが暮らすリアルなどという場所にいる人間ではなかった。リエルというアッパークラスワールドに住まう人間だと」

「ただ、ひきこもりを助長しただけだったーっ!!」

　俺が余計な気を利きかせたせいで、彼女を間ま違ちがった方向に導いてしまったらしい。

「おかげで快適な暮らしを送ることができた。ブツブツ文句を言っていた美咲も、何かと奴ど隷れいのように世話を焼いてくれたからな」

「失望したのに、世話してくれる美咲さんに泣けてきた……」

「そんな訳でリエルには感謝している」

「それは喜んでいいの……??」

「いいと思うぞ。むしろ誇ほこったほうがいい」

　なぜか俺よりも雫の方が誇らしげにしていた。

「そういう意味で言ったわけじゃないんだけどなあ……」

　俺が嘆なげくと、彼女は、

「なーに、ちゃんと分かってるぞ。〝リエルの中で生きて〟といったら、リエルの体の中で私が生きるということだから、一心同体、一緒になろう、即すなわち結けつ婚こんということだろ」

「なんでそういう事に!?　そもそもその時はアバター名として言ったわけじゃないし！」

「でもゼクスを始めた時にそのネームにしたという事は、アバター名を使って私に告白をしてきたと、そう捉とらえられてもおかしくない」

「おかしい！　おかしいから！」

「では何な故ぜ、わざわざそのアバター名にしたのだ？」

「そ、それはその……無意識にというか……自然に出てきたのが、たまたまそれだっただけで……多分、記き憶おくの片かた隅すみにあったのが偶ぐう然ぜん……」

「やはりアバター名を使っての告白ではないか」

「だから違ちがうってば！　それに他にも同じネーム使ってる人いるかもしれないし」

　そこで雫は首を横に振る。

「いいや、サーバー内を検けん索さくしてみたがリエルという名前はただの一人だった」

「そ……そう。で、でも、それで中の人がよく自分だって分かったね」

　彼女はちょっぴり、はにかみながら続ける。

「それは……そのネームを見た時は、最初はまさか……と思った。だが、しばらく話しているうちにリエルの中の人は慧太だと確信がついた」

「そんなに簡単に??」

「私の観察眼を舐なめてもらっては困る。その細かい仕草や言動、考え方、全すべてがリアルの慧太と合がつ致ちした。それに――私に対しての愛が溢あふれていた」

「溢れさせた覚えは無いんだけど？」

「そんな訳でリエルに告白されてしまった私だが」

「まだ言う??」

「その気持ちに応える為、私も告白し返したのだ」

「……え？」

　告白し返した？　いつ？　俺にはそんな記憶無いぞ？

「あのー……それってなんの話??」

「ここまで言わせておいて、まだ分からないとは。少しは察して欲ほしいものだな」

　そこで雫の面めん貌ぼうが急に真剣なものに移り変わる。

　僅かだが体が小刻みに震えているように見えた。

　そして、

「ならば話そう。私が―――――ユーグだ」

「ん？」

「わ、私がユーグだと言っている」

「いやいやいやいや、また御ご冗じよう談だんを」

　俺は手を顔の前で振ってケラケラと笑ってみせた。

　対して雫はしばらく目を丸くしていたが、そのうちに顔を真っ赤にしていきり立った。

「じょっ、冗談などではないっ！」

「もう騙だまされないよ。美咲さんもそんな事言ってて嘘うそだったし、第一ユーグは小雨ちゃんってことで確定したし」

「あれこそ嘘だ！」

「だって、本物のユーグしか知り得ないことを知ってたよ？」

「それは私のメールボックスをなんらかの方法で盗ぬすみ見たからだ。そうすれば成り済ましなんて誰にでもできる」

「でも、王都の港で直接その……告白……した事を彼女は知っていた。それはメールボックスをのぞいただけでは分からない事でしょ？」

「そ、それは……どうなっているのか分からないが……で、でも、私が本物のユーグなのだ！　信じてくれ！」

　必死に訴うつたえてくる雫。

　なんでそんなに……。

　それは演技とは思えない姿だった。

「結局、私は……情けないことにリエルがいないと何も出来ないダメな人間だ。それが甘えと捉えられても文句は言えないが、そんな事を抜ぬきにしても私にはリエル……いや慧太が必要なのだ。だからユーグを使って告白した」

　俺はゴクリと喉のどを鳴らした。

　これって、また告白されているのか？

「でも……」

　彼女は地面に視線を落として、何かを堪こらえるような顔をする。

「リエルは美咲とリアルでチュウしてるし」

「ぶっ!?」

　唐とう突とつにそんな事を言われたので俺は狼狽えてしまった。

「ヴァーチャル世界に逃とう避ひすればしたで、小雨の奴が裏切ってリエルに色目を使い始めるし、私はすごく追い込まれた状態なのだ」

「急に何を??」

「ここで私が真のユーグとして名乗り出なければ、もう私の居場所なんて無いじゃないか」

　それはいつものふざけた発言かと思っていた。

　でもそこで、らしからぬ光景を目まの当あたりにして俺は呆ぼう然ぜんとする。

　彼女の目め尻じりに一粒つぶの光が見えたような気がしたのだ。

「……雫？」

　心配になって俯うつむき加減の彼女の顔をのぞき込もうとすると、雫はさっと身を背そむけた。

　そして、

「という訳だから、さっさとリアルに戻って美咲とラブラブしていればいいじゃないか、馬鹿」

「はあっ!?」

　再び振り返ったと思ったら、真顔で突とつ然ぜんそんな暴言を吐はいてきた。

　もちろん俺は何事かとびっくり。

「やはり私はこの世界に残る。リエルは一人でリア充じゆうでもしていろ、アホ」

「一人じゃリア充できないよ！　ってそうじゃなくて、雫を置いていくわけにはいかないよ！」

「私がリアルに戻ればまた同じ事の繰り返しだ」

「それ、どういう意味？」

「リアルにいたら、私はまた慧太に頼たよってしまう。好きなのに。迷めい惑わくをかけたくないのだ。そしてそんな事を思ってしまう自分も嫌きらいだ。だからもういいのだ」

「別にそんな事どうでもいいよ」

「え……？」

　雫はきょとんとしていた。

「特に迷惑だとは思ってないし、頼ることは何も悪くないと思うけど？」

「でもそれでは……私はダメな人間のままだ」

「実際、雫はダメじゃないし。ダメなのは雫になんか言ってくる周りの人間でしょ？　それに雫に仮にダメな部分があったとしても、ダメでいいじゃない」

「??」

「何かまずいの？　自分だってダメな所はあるし、お互たがい補い合えばいいんじゃない？　だってそれができるのが仲間でしょ？」

　雫は一瞬ハッとしたように目を見開いた後、恥はずかしそうに俯いてしまった。

　そんな彼女に俺は一言付け加える。

「そうそう、雫がユーグって話。信じるよ」

「えっ……？」

「だって、そうなんでしょ？」

「……」

　雫は体を窄すぼませてモジモジと指先同士を絡からませていた。

　そして視線を俺と地面の間を何度も行き来させた後、囁ささやく。

「その優やさしさが……好き」

「ふぇ!?」

　いつも冷れい淡たんな様子のオンの雫が、その顔を火ほ照てらせて唐突に言ってきたもんだから俺は挙きよ動どう不ふ審しんになってしまった。

「なっ、ちょ、何!?」

「……」

　雫もそれっきり黙だまり込んでしまった。

　俺も合わせるように口を閉じ、ただきまりの悪い沈ちん黙もくだけが流れる。

　どうしたらいいんだ？　これ。

　悩なやんでいると、不意に大事なことを思い出した。

　ここまで雫と話ができたんだ。今頼たのめば、彼女は元の世界に戻もどってくれるんじゃないのか？

　そう思ったのだ。

「あのー……という訳だから……とか何がそういう訳なのか分からないけど……現実リアルに戻ってくれる……よね？　ん？　ん？」

　俺はまだキョドっていたが、雫は照てれ臭くさそうにしながらも無言で頷うなずいてくれた。

　おしっ！

　俺は心の中でガッツポーズを決める。

「じゃあ早さつ速そく、戻ろうか」

　雫にそう告げた後、いつもの調子でステータス画面を呼び出そうと宙に指をかざした。

　ログアウト処理を行う為だ。

　だが、できなかった。

　というか、画面自体が出なかった。

　そういえば、ここはゼクスじゃなかったことを思い出す。

「えーと……という事は……あれ？」

　俺は首を傾かしげた。

　マスターの指示に従ってここまでやってきたけど、この後どうするのかを聞いていない気がする。

　なんだか、背筋に冷たい汗あせが伝って流れたような気がした。

　これって……どうやって戻るんだ!?
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　◆　オンライン　◆

　王都広場で俺と雫しずくはリアルへと戻る方法を模も索さくしていた。

　あの後、雫の過去の記憶であった幼よう稚ち園えんの風景は消え去り、またゼクスをベースにしたミニマムなあの街に戻ってきていたのだが、そこからはこの場所で何も変化は起きていない。

「うーん……どうしたらいいのやら」

　俺は腕うでを組みながら唸うなっていた。

「意い気き揚よう々ようと連つれ戻しにきた癖くせに、帰り方を知らないとかアホすぎるだろ」

　いつもの辛しん辣らつな口調で雫が言った。

　さっきまでのしおらしさはどこへ行ったんだよ……ったく。

「そりゃあね、うっかりしてたのは悪いと思うよ？　でもね、説明も無しに送り出したマスターにも責任はあると思うんだ」

「ではそのマスターに何か連れん絡らくを取る方法はないのか？　彼女がセッティングしたのだろ？」

「そうなんだけど、それも聞いてないから分からないや……」

　雫は深く溜ため息いきを吐く。

「せっかく戻る気になったというのに……どういうことだ、これは！」

「いや、自分もそう叫さけびたいくらいだよ。ともかく、マスターに今の状況を伝えられない以上、外部からのサルベージは期待できないし、ここは二人でなんとか脱だつ出しゆつ方法を探さぐらないと」

「探ると言ってもな……」

「そういえば、雫ってコンピューター系、詳くわしくなかったっけ？　前みたいに内部から弄いじったりできないの？」

「あの時はゼクス上だったし、弄って下さいとばかりにインターフェースがお膳ぜん立だてされてたからな。何も無いここではそれは無理だ。この空間だって、どうやって存在してるのかさえあやふやだしな」

「そっかー……」

「とりあえずこの場所を隈くま無なく探ってみてはどうだ？　何か見つかるかもしれないからな」

　ゼクス上の王都を模した、この箱庭的空間。そんなに広くはないので見て回るのは容易たやすい。ここに来た時に一度全体を見ているから、今度は細かい部分に絞しぼって調べてみよう。

「そうだね。出口みたいなのが見つかるかもしれないし」

　そんな訳で俺おれ達たちは、建物の扉とびら一枚から石いし畳だたみの石一つまで、つぶさにチェックしていった。

　数時間後。

　結局、そこまでしてもなーんにも見つからなかった。

　そして予想以上に疲つかれた。

　広場の噴ふん水すいの縁ふちにちょっと腰こし掛かけて休んでいると、雫が言ってくる。

「ここまでしらみ潰つぶしに調べても何も見つからないとは……視覚的なもので糸口を見つけるのは無理かもしれないな」

「だね」

　同意したところで俺はふとある事を思い付いた。

「あ、これはどうかな？」

「なんだ？」

「ここって雫の記憶や想像で形作られている世界じゃない？　ってことはリアルへの出口をイメージしてみたら、さっきの遊園地や幼稚園みたいに今度はログアウトできる扉みたいなのが現れるかも！」

「なるほど、それは試ためしてみる価値があるな」

　雫は珍めずらしく感心した態度を見せた。

「では、早速……」

　彼女は瞳ひとみを閉じて、集中し始める。

　それを開始して僅わずか数秒後、目の前に一枚の木製扉が現れた。

「おおっ!?」

「でっ、出たーっ!?」

　驚おどろいた。本当に出たよ。

　これでリアルに帰れる。

　そんなふうに少しほっとした時だった。

　パタン

　そんな軽い音がして、扉が石畳の上に倒たおれたのだ。

「へっ!?」

　俺おれは扉に近寄って、転がっているそいつを触さわってみる。

　これは……ただの板切れだった！

「扉は扉でも、どこにも繋つながってないし！」

「おかしいな、出口の扉をちゃんとイメージできたと思ったが」

　雫は不服そうにしていた。

「もしかして、その扉しか想像してないとか!?」

「ダメなのか？」

「ダメでしょ！　ちゃんと扉の向こう側がリアルへと続いているイメージを加えなきゃ。雫が戻りたい場所を想像したりとかさー」

「なるほど、やってみる」

　合が点てんがいったのか、彼女は急にやる気を見せた。

　雫が再び集中した数秒後、また同じ様な扉が現れた。

　どうやら今度はただの板切れではないようだ。

　ちゃんと直立してるし。

「あ、開けてみるね？」

「うむ、任せた」

　ドキドキしながら扉を開けてみると、中には七色が渦うず巻まく異次元空間が広がっていた。

「こっ、これは、行けるんじゃ!?」

　なんだか〝ど○でもドア〟みたいだが、期待できそうだ。

「じゃあ同時に行こうか」

「ああ」

　頷いた雫と一いつ緒しよに、思い切って扉の向こうに飛び込む。

「せーの」

　異次元の向こう側で地面に足裏が付くのを感じる。

　気が付けば周囲の風景が、さきほどまでの噴水広場から変わっていた。

「やった……のか？」

　というか、ここは……。

　俺が立っていたのは、どこか見覚えのある部屋の中だった。

　テーブルと椅い子す、それと部屋の奥おくに木箱が積まれただけの殺風景な部屋。

　ここは俺達の――ギルドハウスだった！

「なんでここ!?」

「先さき程ほどリエルが最後に、〝戻りたい場所〟を想像しろと言ったではないか。そうしたらこうなった」

「こうなった……じゃなくて！　しかもリアルじゃないし！」

「いやーやはりギルドハウスはリエルと二人きりにかぎるな」

　雫は椅子に座すわって一息吐いていた。

「寛くつろぐな！　ってか、これって広場からギルドハウスに短たん距きよ離り移動しただけじゃないの!?」

　本当に雫は帰る気があるのか？　不安になってきた……。

「そうはいってもイメージするというのはなかなか難しいのだぞ？　それにここは最初の世界にあったギルドハウスとは別のギルドハウスだしな」

「は？」

「私にとっての戻りたいギルドハウスを想像してみたということだ。たとえばこっち」

　雫は椅子から立ち上がり、部屋の奥へと移動する。

　どこに行くんだ？　と思いつつ彼女についていく俺。

　すると部屋の奥に本来あるはずのない別の空間が現れた。

「なっ、何ここ!?」

　壁かべも床ゆかも全てがピンクと白でまとめ上げられた、とってもいかがわしい部屋がそこに出来上がっていたのだ。

「ふふ、気に入ってくれたか？　特にこれがお薦すすめだぞ」

　そう言って彼女は部屋の中央を陣じん取どっている巨きよ大だいな円形ベッドを指し示した。

　ベッドの上にはご丁てい寧ねいに枕まくらが二つ並んで置かれている。

「お薦めって、なんの!?」

「ん？　それはほら、このゆったりとしたサイズに尽つきるだろ。いくら激しくしても下に落ちる事が無い。それと――」

「ああっ、それ以上の説明は求めないよっ」

「そうか、じゃあここを見て貰もらいたい」

　雫は部屋の隅すみにある区切られた場所へと俺を連れていく。

　中をのぞいてみたら、そこには今も泡あわがモコモコと溢れ続けている風ふ呂ろがあった。

　しかも湯船はハート形だ。

「なんでこんな所に風呂が!?」

「もちろんリエルと入る為ためだろ、いちいち聞くな」

「なんで察してくれ、みたいな言い方!?」

「他にもまだあるぞ。こんどはこっちだ」

　風呂のある場所から離れた彼かの女じよは、今度は部屋の最さい奥おうに立ち、壁に手を触ふれた。

　すると壁板が蛇じや腹ばらになって開き、中の物がお目見えする。

　そこには無数の衣装がハンガーにかかってぶら下がっていた。

　いわゆるクローゼットというやつだ。

　ただの壁かと思っていたら、こんな仕し掛かけが……。

「さて、今日はどれがいいだろうか」

　雫は服を中から取り出だして、自分の体に当ててみせる。

　それだけならまあ、なんて事は無いのだが、出てくる衣装の全てが明らかにコスプレの類たぐいだったのだ。

　アニメやマンガのキャラクターのものだけじゃなく、バニーさんとかセーラー服とか体操服とか、そんなものまで収まっている。

　彼女はその中から、水着だか下着だか分からない、やたら過激な衣装を取り出して、自分の体の前に当てて俺に聞いてくる。

「これなどは控ひかえ目めでいいのではないか？　どう思う？」

「どうも思わない！　全然控え目じゃないし！　ってか、何？　この大量のコスチュームは！」

「何って、リエルの嗜好に合わせた様々なプレイに対応する為に決まってるじゃないか、まったく……ぷんぷん」

「えっ、なんで自分が怒おこられてるの？　というか、そんな事を聞いてるんじゃなくて、一体何を想像したらこんな世界が構築されるのかってこと」

「よからぬ想像に決まってるじゃないか」

「堂々と言いなすった!?　しかも、よからぬという自覚がある癖に!?」

「ふふん」

「なんで誇らしげ!?」

　腰こしに手を当てている彼女の前で俺は頭を抱かかえる。

「あのさー……聞いていい？」

「なんだ？」

「自分の勘かん違ちがいじゃなかったら、さっき一緒にリアルへ戻ってくれるって約束してくれたよね？」

「まあな」

「本当に戻りたいと思ってる??」

「ああ、そのつもりだが」

「じゃあなんでこんな事になってんの」

「二人きりだった頃ころのギルドに戻ってみたかっただけだ」

「二人きりって……ゼクス始めた初期の頃の話？　いや、あの頃のハウスはこんなんじゃないし！」

「いいではないか、ちょっとくらい」

「だーめ」

　そこで彼女はむくれた。

「それと先程も言ったではないか、想像するのは結構難しいと」

「ウバァのシミュレーターは目め茶ちや苦く茶ちや忠実に再現されてたのに!?」

「それは好きなものに対しては普ふ段だんよりも集中力が増すということだろう。あと己おのれの欲望に関しても忠実に再現出来る自信がある」

「そんな自信いらないから！」

　雫は顎あごに手を当て天てん井じようを仰あおぐ。

「あとはあれだな。出口というのが漠ばく然ぜんとしていて想像しにくいというのもある」

「ならこの場合、リアルの雫の家からインしてるわけだからそこが出口なわけで、扉の先に雫の部屋を想像すればいいんじゃない？」

「それだと、前にギルドハウス内に再現されていた、リアルの私の部屋（ヴァーチャル）がここに現れるだけだと思うぞ」

「そうだった！」

　擬ぎ似じ的てきに作られた雫の部屋に戻っても意味が無い。ただ想像するだけじゃ、その世界をこの場に再現するだけだし。

　この方法は駄だ目めか。

　なら、どうすれば……？

　再現しては駄目なわけだから…………そうか！　再現しなければいいのか！

「雫、どこかリアルで行きたい場所ってない？　しかも行ったことも無い場所で」

「なんだ？　急に」

「ちょっと前に雫が想像した、〝うろ覚え遊園地〟の事を思い出したんだよ」

　彼女はちょっとムッとした表情になる。

「あの時さ、データの裂さけ目から外の様子が見えてたじゃない？　小こ雨さめちゃんが言ってたようにこの世界が湖に浮ういたピンポン球みたいなものだとしたら、その湖に流れ込んできたり、逆に出て行く、ネットワークという名の細い川がいくつもあると思うんだよね。普ふ通つうに考えればその中にリアルへと続く流れが交ざっていてもおかしくはないなあって考えたんだ」

「なるほど、それには一理あるかもしれない。がしかし、あれに触れては危険だと小雨が言っていた気がするが」

「そうなんだけど、外の様子を見やすくすれば、出口らしいものが見つかるかなあと思ってね。だから雫には行ったことのない場所で、〝物もの凄すごくうろ覚え〟なやつを想像してもらいたいんだ。その方がデータ欠損が大きくなって外部の様子が見やすくなるだろうし」

「それは納なつ得とくできたが、なんだか馬ば鹿かにされているような気がするのだが？」

「そんな事は無いよ」

　雫は小さく口を尖とがらせる。

「腑ふに落ちないが、まあいい。やってみる」

「よろしく頼むよ。あっ、今度はよからぬ想像をしないように」

「ならば事を始める前にやっておきたいことがあるのだが」

「やっておきたいこと？」

　俺が返答をする前に、彼女はクローゼットの中をごそごそと探っていた。

　そのうちに目当ての衣装を発見したようで、そいつを颯さつ爽そうと体に羽織り、襟えり元もとを正す。

　獣使いビーストテイマーの装備の上から着込んだそれは医者が身に着けるような白衣だった。

「はーい、リエルさーん。今日はどうされましたかー？　ちょーっとお胸に聴ちよう診しん器きあててみますからねー、前を開けて下さーい」

　急にらしからぬ口調になった雫は、耳から提さげた聴診器の先を手に持って俺に迫せまってきていた。

　表情にはあからさまに邪じや心しんが宿っている。

「ちょっ!?　や、やめっ!?」

　俺は自分の胸を手で防ぼう御ぎよして後あと退ずさる。すると拍ひよう子しに先程のベットに蹴けつ躓まずいて、その上に仰あお向むけに転がってしまった。

　そこへ雫が、自分のおでこを俺の額に近付けてくる。

「では先にお熱を測りますねー」

「医者の癖にアバウトな測り方だし！　ってか、今はそんな事してる場合じゃないでしょ！」

「だが、今から違う世界を想像すれば、せっかくのこの場所が消えてしまうだろ？　ならその前に堪たん能のうしておかねば」

「堪能とかしなくていいから！」

　彼女が動きを止めたこの隙すきに俺はベッドの上をゴロゴロと転がって、お医者さんごっこのピンチから脱だつする。

　そのまま雫の背後に回り込み、白衣を引っ張った。

「はいはい、脱ぬいで脱いで」

「なんだ、もう脱ぐのか？　リエルはせっかち且かつ、大だい胆たんだな」

「そういう意味じゃねえ！」

　思わず男言葉で叫んでしまったところで、彼女もようやく観念したようだった。白衣を脱いで静かになった。

「今度こそ頼むよ」

「リアルで行ったことの無い、うろ覚えの場所でいいのだな？」

「うん」

「じゃあ行くぞ？」

「ほい」

　と返事をした直後、世界が暗転した。

　思わず宇宙空間にでも放ほうり出されてしまったのではと思うくらい、闇やみの中で星が瞬またたいていた。

　それもそのはず、どうやら現出した世界は夜らしく、見えていた瞬きは頭上に広がる夜空だった。

「どこなんだ、ここは？」

　空を仰ぎ見みていた視線を地上に移すと、ちょっと先に活気溢れる明かりが目に入ってくる。

　無数の提灯ちようちんや電球が連なり、大きな鳥居が闇の中に浮かび上あがっているのが見える。そこから続く参道と思おぼしき場所には多くの出店が並んでいた。

　これではまるで神社で行われる夏祭りだ。

「これが雫の行きたかった場所？」

「そうなるな」

「って……あれ!?」

　突然、真横で雫の声がした。別に近くにいたから驚いたわけじゃない。彼女の姿に驚いたのだ。

　雫は白に朱あか帯おびの浴衣ゆかたを着ていたのだ。頭には戦隊ヒーローのお面を着け、手には綿わた飴あめまで持っている。

　無む茶ちや苦く茶ちや、夏祭りを堪能している人の格好だった！

　と、それはさておき、本当のところは彼女の浴衣姿に見み惚とれてしまっていたのだ。

　オンの雫は背が高く、ほっそりとした体なので、浴衣を身につけるとなんとも色っぽいラインが浮かび上がる。

　髪かみの毛けをアップにしたことによって露あらわになった首筋や鎖さ骨こつの窪くぼみなどからも艶つやっぽさが溢れ出でていた。

「なんだ、どうした？　私の顔に何かついているのか？」

　俺が見つめていたのがバレてしまったらしい。雫は訝いぶかしげに聞いてきた。

「へっ!?　あ、い、いや、浴衣が似合ってるなあと思って……」

　それで彼女はほんのりと頬ほおを染める。

「リエルこそ、似合ってると思うぞ」

「え??」

　言われてから気が付いた。

　自分の体を見てみたら、なんと俺も浴衣を着ていたのだ。雫と同じ花柄だが色違ちがい。

「おっ!?　いつの間に!?」

「まあ想像の世界だからな」

　そんな雫の言葉で思い出す。

「あ、そういえば、ここどこ？　ざっと見み渡わたした感じどこにも世界に綻ほころびが無いみたいだけど、本当にここがうろ覚えの場所なの？」

「家の近くの神社で毎年行われる夏祭りだ。まだ私がひきこもる前、小学校くらいの時に〝一人で〟来たことがある」
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「全然、うろ覚えと違ちがうじゃない」

「すまん、つい」

「ついって！」

　彼女は全く反省の色を見せない。

　しかも今、〝一人で〟って言わなかったか？　寂さびしすぎるだろそれは。

「恐おそらく、行ったことの無い場所と言われて、そういえば〝リエルとは〟行ったことが無いなあと一いつ瞬しゆん思ってしまったのが原因だと思われる」

「おい」

「別にいいじゃないか……一度、誰だれかと来てみたかったのだ」

　急に寂しげに言う雫。

　そんなふうにされると何も言えなくなってしまうじゃないか。それにイメージのコントロールは結構難しいっぽいからな。あんまり責められない。

「まあいいや、せっかく来たんだからちょっと見てみよう。小学校の頃の記き憶おくっていったらかなり昔だし、もしかしたらどこかにデータの裂け目があるかもしれないからね」

　そこで彼女の表情が花が咲さいたように明るくなる。

「なら、私はあれがやりたい」

　雫は俺の手を引いて走り出した。

　連れてこられたのは金魚すくいの出店。

「これを一度やってみたかったのだ」

「え、やったこと無いの？」

「何か悪いのか？」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

「まあ、そこで私の腕うで前まえを見ておけ」

　そう言って彼女は腕を伸のばすと、まるで手品のように金魚すくいのタモが手の中に現れる。

　そういや目の前の店もそうだが、他の出店にも店主はおろか、夏祭りに来ている客の姿が一人も見当たらない。

　それでいて明かりは煌こう々こうと点ついているし、店も無人営業している。遠くからは祭まつり囃ばや子しの音も聞こえてきていた。

　活気を感じるのに誰もいない。とにかく奇き妙みような空間だった。

　まあ現実では無いのだから、そういう事もあるだろうし、実際、雫は気にもとめず目の前の金魚に集中していた。

　屈かがんでいる彼女の隣となりに同じようにして座る俺。

　雫は水面に視線を這はわせ、獲え物ものを選定しているようだ。

　水すい槽そうの中には雫の浴衣に染められているのと同じ、真っ赤な三つ尾おの金魚が無数に泳いでいた。他にもフナ尾や黒の出目金もいる。

　それらを目で追う彼女の横顔には子供ような無む邪じや気きさと、大人の婀あ娜だっぽさが混在していた。

　そこで彼女の手が動く。

　絶ぜつ妙みようの進入角度と素す早ばやさ。

　それは初めてとは思えない手て捌さばきだった。

　気付けばタモの上に特大の一匹ぴきが乗っていた。

「や、やった！　取れた！　見て見て、これ！　一番おっきいの取った！」

　雫は相当嬉うれしかったのか、手足を小刻みに動かして体全体で感情を表現していた。

　それはいつも淡たん々たんとしているオンの雫では、ほとんど見られない姿だ。

「おおっ、すごい！　すごい！」

「ふふふ、当然の結果だ」

　俺が真実驚いて感心していると、彼女は誇ほこらしげにタモを天に掲かかげていた。

「でも、早くお椀わんに入れないと破けちゃうよ！」

　助言した直後だった。

「あっ!?」

　案の定、タモに張ってある紙が破けて特大の金魚が落っこちた。

　しかも落っこちた先が彼女の浴衣の合わせ目だったから大変。

　金魚の奴やつは雫の胸の上でつるんと滑すべって、そのまま谷間の奥へ入っていってしまった。

「うひぃぃっ!?」

　雫が突とつ然ぜん、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「あひっ、あ、うっ、と、ととととって！　はっ、早く取って!!」

「いや、取ってって言われても、どどどうすれば!?」

　彼女はくすぐったくて堪たまらないのか冷静さを欠いていて、はだけた胸むな元もとを俺の方へ向けてくる。

「も、もももうだめっ!?　へ、へんな気持ちになっちゃうから！　は、早くっ！」

「そ、そんなこと言っても無理だって！」

「ここっ！　ここに入ってるから！」

　彼女が更さらにこちらに胸を近付けてきた時だった。

　不意に雫の胸元から金魚が飛び出したのだ。

「きゃっ!?」

「え？」

　しかもそいつはあろう事か、今度は俺の浴衣の中に滑り落おちた。

「のわっ!?」

　なんだ!?　この、にゅるっと感!!

　何事かと思っているうちに奴が胸元で暴れ出す。

「ふははっははっはっっはああああああああっ!?」

　あまりのくすぐったさに笑い声なのか悲鳴なのか分からない声が出てしまう。

　そこへ正気を取とり戻した雫が息を荒あらくしながら手を伸ばしてくる。

「待っていろリエル、今この私が取り除いてやる。だが、仮に違う場所を触ってしまったらそれは事故だ。間ま違ちがい無なく事故。だから許して欲ほしい」

「それは明らかに故意に何かやるつもりでしょ！　ふひっ!?」

　それだけフリを入れられれば、お笑い芸人じゃなくても分かる。

「だがこのままではリエルが悶もん絶ぜつ死してしまう」

「自分でなんとかする……から大だい丈じよう夫ぶ！」

　言いながら俺は浴衣の袖そでをパタパタとさせて体を揺ゆすってみた。すると胸元をつるんと滑った感覚があって、そのうちに袖の先から金魚が飛び出した。

　ぽちゃん

　水が弾はじける音がして、特大金魚が水槽の中に落っこちた。そして何事も無かったかのように優ゆう雅がに泳ぎ始める。

　その姿を見ながら俺は安あん堵どの息を吐はいた。

「ふぅ……」

「ふぅ、もう少しだったというのに」

　雫は本気で残念がっていた。

「何がもう少しだって？」

　聞き返すと、彼女はもう終わった事だという態度。

「よし、次はあれをやるぞ」

　と、嬉き々きとした表情に切きり替かえてくる。

　彼女はすぐさま俺の手を引っ張ってきた。

　その後は何をしたかというと――射的に挑ちよう戦せんしたり、黙もく々もくと型かた抜ぬきをしたり、タコ焼きやお好み焼きなど、美味おいしいものをたらふく食べたりして、いつの間にか二人だけの夏祭りを堪能していた。

　一ひと頻しきり遊んだ後、神社でお参りをして、そのまま境けい内だいの端はしにあるちょっとした広場に移動。そこにあった大きめの岩の上に腰掛けて休んでいた。

「あー楽しかったな」

　夜空を見上げながら雫が言った。

　そこにはリアルでは見られないような透すき通とおるような空気と満天の星空がある。

「そうだね」

　俺もつい本来の目的を忘れて遊んでしまった。

　夜空を見上げていた雫は少し憂うれい気味の表情をする。

「あの時は全然、楽しくなかったからな」

「あの時って？」

「小学校の時の話だ。知っている顔が周りに誰もいなくなってしまったから毎日つまらなくてな。活気のある場所に行ったら楽しい気分になれるのではないかと思い、一人で夏祭りに行ったのだ。結果は――惨みじめな気分になっただけだった」

「いや、まあ……うん、そうなるよね」

「あん？」

　睨にらまれた。

　リアルとは全然ちがう彼女の姿を見ながら思う。

　あの時、雫と離はなれ離ばなれになっていなければ、こんなふうに一緒に夏祭りを楽しんだりとか、そういう幼少期を過ごしていたのかもしれないと。

「やはり……ずっとここにいたいと思ってしまうな」

　彼女は無意識から出たような感じで、ふとそんなことを呟つぶやいた。

「雫……？」

「冗じよう談だんだ。帰ろう、リアルへ」

　彼女は微かすかに目元を弛ゆるめた。

　そんな彼女の横顔が、突とつ如じよ湧わいて出た光に照らされる。

　何事かと思い、光源の方へ二人揃そろって目を向けた。

「あっ……」

「花火？」

　そう、それは花火だった。

　俺達が先程まで見上げていた夜空に大輪の華はなが咲いていた。

　仮想空間とは思えない、とても綺き麗れいな花火だった。

　ヴァーチャル世界でこんな風流なものが見られるなんて思ってもみなかった。

　弾けた七色の光で浴衣姿の雫が艶あでやかに照らし出される。

　空が再び闇色に戻もどった頃、俺達の間に微び妙みように変な空気というか、良い雰ふん囲い気きというか、そんなものが出来上がっていた。

　互たがいに見つめ合い、苦く笑しようする。

　なんだかむず痒がゆくなってきた所に、丁度次の尺玉が夜空にひょろひょろと昇のぼってゆくのが見えた。

　俺達の意識は一度そちらに向けられる。

　今度はどんな華が咲くのかと期待して待つ。

　だが、実際にはそうならなかった。

　ドカーンと弾けた花火は華を咲かせずに――

　夜空を破は壊かいしたのだ。

「なっ!?」

　まるでガラスを割ったようにヒビが入った空。

　欠け落ちた隙すき間まからは、赤い警告文字が無数に流れてゆく姿があった。

　風景は王都の広場に戻り、俺達の衣装もゼクスのものに戻っていた。

　空は剥はげ落ち続けていて、この小さな世界の果てとも言える見えない壁も同じように崩くずれ始め、［WARNING］の文字を溢あふれ出させていた。

　周囲にはいかにもヤバそうな警告アラート音が鳴なり響ひびいている。

　雫もこの事態に焦あせりを隠かくせない様子だった。

　明らかにまずい感じはするんだけど、状じよう況きようが把は握あくできなければどう動いていいのかも分からない。

「何が始まったの……？」

　俺が何気なく口にしたその言葉にどこからか答えが返ってきた。

「どうやら時が来たようですよ」

　その声は背後から聞こえた。

　振ふり向むくと、そこには見覚えのある白いワンピースの少女が立っていた。

「小雨ちゃん!?」

　俺おれ達たちの驚きをよそに、彼女は頬を膨ふくらませて怒っていた。

「もーう、捜さがしましたよ。私から逃にげた後、世界がころころと改変するものですから見つけるのに苦労しました」

「それより、さっき〝時が来た〟とかなんとかって言ってたよね？　それってどういう事？　小雨ちゃんはこの事態について何か知ってるの？」

「ええ、知ってますよ。領域確保が始まったのです」

　彼女は穏おだやかな態度でそう言った。

「領域確保??」

「私達たちがいるこのサーバー上からゼクスが削さく除じよされ、初期化フオーマツトが行われたことは知ってますよね？　その処理が一段落した今、ゼクスヴェルトの再インストールが始まろうとしているんです。今はサーバー内にそのシステムをインストールする為の領域確保を行っているというわけです」

　俺達がまだ中にいるっていうのに、どうしてそんな事が始まってるんだ？

　マスターはちゃんと管理会社に伝えてくれたのか？

　色々な不安が頭をよぎる。

「それで、このままここにいたら自分達はどうなるの？」

「ネットワークという名の大おお海うな原ばらに押おし出されることになります」

「それって……」

　なんだかとても嫌いやな予感がした。

「ＥＳＧとは擬似的に肉体と精神を切り離して遊ぶゲーム機です。その画期的なシステムがゲーム革命を起こしたのはみなさん知っての通り。しかしこのシステムには重大な欠けつ陥かんがあった」

「欠陥だって？」

「肉体と精神の完全なる解かい離りですよ」

「「なんだって!?」」

　俺おれと雫は声を揃えて叫さけんでしまった。

「そんな事が本当に？」

「技術的には可能ですよ。そうなれば不自由な肉体を捨てて、データとなった私達は永遠に朽くちない自由を手に入れることが出来るのです」

　何を言い出すんだ……この子は。

「このまま領域確保が進めば、その余波を受けて精神データ体であるリエルさん達はネットワーク上に流出することになるでしょう。そうなればもう二度とリアルの体に意識が戻ることは無いですね」

　彼女の言っている事が本当ならば、とんでもないことだ。

　データ化されている俺と雫の精神は永遠にネットの中を彷徨さまよい続け、リアルに残された肉体は朽ちていくということになる。

　それは果たして生きていると呼べるのだろうか？

　そんな事を平然と言ってのける彼女の心がよく分からない。

「小雨ちゃん……君は一体、何者なんだ？」

　そこで彼女は今までに見せたことの無い邪じや悪あくな笑えみを浮かべる。

「ふふふ……私ですか？　私は小雨ですよ。でも敢あえてリアルでの名を晒さらせというのならば――ゼクスヴェルトオンライン開発者の一人、比ひ婆ば誠せい一いちですかね？」

「「!?」」

　背筋が凍こおった。

　比婆誠一といえば、マスターが言ってたフィードバックプログラムを作った張本人だ。

　まさかそんな人間と今まで過ごしてきたのか。

　オンラインの特性に慣れている癖くせに女の子アバターという見た目にすっかり騙だまされていた。

　無論、名前からして中の人は男でいいんだよな？

「なんでそんな人がここに!?」

「待っていたんですよ。核コアの器うつわを持った人間を」

「核コアって、フィードバックプログラムを安定させる為のアレのこと？」

「ええ、その核コアです。核コアに成り得るのは最高にリアルを嫌きらう人間。そんな人が来るのを私はずっと待っていたのです。そう、あなたですよリエルさん」

「えっ……??」

　不意に自分の名前を呼ばれて呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「例のプログラムをゼクス内に潜ひそませれば、私と同じような考えを持つ人間がそれに気付き、自然とこの状態にまで導いてくれると考えていました。結果は思った通りになった。予想外だったのは核コアが二つになってしまった事くらいですか」

　言いながら小雨ちゃん改め比婆は、一瞬だけ雫に視線をやる。

「まあ別に数は多いに越こしたことはないのですが、実際に会って話をしてみると、やはり本来、核コアになる予定だったリエルさんの方が格段に私との相あい性しようがいい。なので、このままリアルに戻ってもらう訳にはいかないと思ったのです」

「それでやたらと引き止めようとしていたのか。でも、自分をここにとどまらせたところであんたにとってなんの得があるっていうの？」

「得ですか？　先さき程ほども言ったようにこれから私達は広大なネットの海に漕こぎ出すわけですが――」

「いやいや勝手に決めないでよ」

「新世界への旅立ちに際して〝友〟が必要であると思ったのです」

「へ？」

　何かの聞きき間違いかと思ってしまった。

「友って……あの友のことだよね？　友達っていう意味の」

「そうですよ？」

　彼かれ……と呼ぶには見た目的に抵てい抗こうがある比婆。なのでここでは彼女と呼ぶことにする。

　そんな彼女は何がおかしいのか分からないといった表情で俺のことを見ていた。

「これからデータ世界で無限の時を過ごすんですよ？　なのに、たった一人では寂しいじゃないですか」

「はあっ!?」

　俺は思わず大きな声を上げてしまった。

「まさか、誰も自分に付き合ってくれる人がいなかったとか……そんな理由で多くの人達を巻き込んだの？」

「巻き込んだというか、選考を行ったんですよ。私の友に相応ふさわしい人をね。何しろずっと一いつ緒しよにいるわけだから同じ考えを持った人がいい。そう思ったわけです。まあ、ある程度は目を付けていましたが」

　俺は頭にきてしまった。

「何を言ってるんだ。そんなのは友達でもなんでもない。そもそも真の友人ならそんな馬鹿な事をするあんたを止めてくれているはずだ」

「馬鹿な事？　そんなわけないですよ。そう思うのなら勘違いです。データになった体ほど便利で快適なものはないですから。なにしろネットワークで繋つながっている場所ならばどこでも自由に泳ぎ回れますしね」

「ネットワークで繋がっている場所にしか行けないだなんて、とても自由で快適だとは思えないんだけど。むしろとても狭せまい世界のように感じる」

「そうですか？　たとえば宇宙に浮かぶ無数の軌き道どう衛星、その中でも高性能な軍事衛星などにネットワークを通じて入り込めば、空から神の視点で地球を見下ろすことができるんですよ？　そんな事が普通の人にできますか？　どちらかといえば誰よりも広い世界を見ていると思うのですが」

　マジでそんなことできるの!?

　と、普通に驚おどろいてしまったが、

「そんな事ができたからって、肉体を捨てることの対価に見合わないよ」

「まあそれはオマケみたいなものです。私の目的は真のヴァチャ充じゆうになることですから」

　ヴァチャ充とはメルルーナちゃんが言ってたヴァーチャルが充じゆう実じつの略だ。

　ここでまたその言葉を聞くことになるとは思ってもみなかった。

「ヴァーチャルにはリアルのような苦しみも悲しみも無い。どんな姿にもなれるし、私を束そく縛ばくする者もいない。こんな素す晴ばらしい世界は他に無いんです」

　そう説く比婆を見ていたら、ふと思ってしまった。

「何かリアルで嫌な事でもあったの？」

「え……」

　彼かの女じよの動きが止まる。

　これは何かあるっぽい。

「そ、それはもちろんありますよ。だからこそヴァチャ充を目指す気になったのですから。リエルさんだってその辺の気持ちは分かるでしょう？　女性耐性不全症候群ＦＥＤＳなんていうものを持っているのですから、リアルから逃げたくもなりますよね？」

「そりゃまあ」

「では私と一緒にくれば問題解決じゃないですか。この世界では肉体なんて存在しないんですから、女性耐性不全症候群ＦＥＤＳも存在しません」

「それは願ってもない事だね。でも、そうしたからといって、その世界で幸せになれるとは到とう底てい思えないのだけど」

「どうしてですか！」

「だって自分には、オンラインだけでなく、リアルで会って話したい〝仲間〟がいるし」

「なっ……」

　比婆は口を開けたまま硬こう直ちよくしてしまった。

　雫がチラリと俺の方を見ていたが、恥はずかしそうにまた視線をそらしてしまった。

「そんな事より、なんであんたが女性耐性不全症候群ＦＥＤＳのことを知ってるわけ？」

　俺はそいつを疑問に思っていた。

　彼女とはゼクス上で接せつ触しよくしたことは無いし、リアルでも然しかりだ。メルルーナちゃんやカールから漏もれた可能性も低い。

　だったらどこから？

　すると、ぽかーんとしていた比婆が正気を取り戻す。

「それは先程も言ったじゃないですか。ネットワークで繋がっている場所ならばどこへでも自由に動き回れると。そうなれば大体なんでも出来るんですよ。たとえば今私が使っているこのリアル雫さんのアバターなどは彼女の部屋にあるＰＣに搭とう載さいされているＷＥＢカメラに侵しん入にゆうして、彼女の姿をキャプチャーして作ったものなのですよ。核コアに取り込まれた雫さんが使い易やすいように、そのアバターデータを内部に置いたりもしましたが」

　雫はハッとした顔で比婆を見た。

　すげー技術だな。それでリアルの雫にそっくりなアバターができたわけか。というか、比婆が使っているそのアバターはただのそっくりさんではなくて、やはり原型が雫だったんだな。

「他にもまだありますよ。リエルさんが携けい帯たいやゼクス上でやり取りしているメールの内容とか、ギルドメンバーのみなさんでリアルでコミカに行ったりとか、私には全部、筒つつ抜ぬけなんですから。あとはあれですね。ゼクス上での事ですが、王都の港でユーグの姿でいた雫さんが、リエルさんに告白した事とかも知ってますよ」

「「!?」」

　彼女が急にそんな事を明かしたもんだから、俺と雫は思わず顔を見合わせてしまった。

　途と端たん、顔が熱くなるのを感じる。

　雫もまた同様で顔全体を朱しゆ色いろに染めていた。

　思わず、どちらからともなく顔を背そむける。

「だからリエルさんに女性耐性不全症候群ＦＥＤＳの体質があるという情報を知ることは大して難しいことではないのです……って、あなた達、聞いてますか!?」

「えっ、なに？」

　ちょっと動どう揺ようしてしまって比婆の言葉を聞いていなかった。

「リエルさんがどうしてか知りたいって言うから教えてあげたんですよ？　なのに聞いていないだなんて」

「えっと、なんだっけ？」

「ＦＥＤＳですよ、Ｆ・Ｅ・Ｄ・Ｓ」

「ああ」

　そうそう、そうだった。なんで俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを知っているのかって事だった。

　比婆はデータ体という特性を活かして色々な場所に入り込み、オンでもオフでも俺達のことをつぶさにうかがっていたのだ。

　だから本物のユーグしか知り得ない情報まで知っていた。

　そして今現在、俺達が置かれているこの状況も全すべて計算済みだったということらしい。

「ほんと暇ひま人じんだね。ずっとこちらの様子をうかがっていたんでしょ？　いつからそうしてたの？」

「ゼクスがオープンになってからですよ」

「でもその間、ずっとログインしていた訳でもないよね？」

「いえ、ずっとですよ」

「え……」

　ゼクスがオープンしたのはもう何なんヶか月げつも前の話だ。それから一度もログアウトしていないだなんて有り得ない。睡すい眠みんや食事だって取らなきゃいけないし。

　一番考えたくない事が頭の中をよぎる。

「って、まさか……」

「だから前から言ってるじゃないですか、肉体など邪じや魔まな存在だと」

「それって……比婆誠一という人間を証明するものはデータ体である今のあんたしか、この世に存在しないってこと？」

　そこで彼女は不気味に微笑ほほえむ。

「そうなりますね」

「!?」

　怖おぞ気けが走った。

　雫も何も言えず立たち尽つくしている。

　比婆はすでに肉体を捨て、ただのデータに成り果てていたのだ。

「そんな……何考えてんだよ……。そ、そうだ、リアルの比婆は今どこに!?」

「さあ？　どこでしょうね。醜みにくくて愚ぐ鈍どんなだけの体のことは忘れました」

「はあっ!?」

「そんな事より、そろそろ旅立ちの時ですよ」

　比婆はそう言って街並みの向こうに視線を向ける。

　俺達も釣つられてその方向を見ると、先程からアラートの文字を溢れ出ださせていた壁かべが家々を呑のみ込みながらジリジリとこちらに迫せまってきているのが見えた。

　そこだけじゃない。同じ様な壁が四方から包囲を狭せばめてきている上に、上方からもひび割れた空が落ちてきていた。

　まずい、なんとかしなくては！

　でも、何も手立てが見つからない。

　焦る俺達の姿を楽しむかのように比婆は愉ゆ悦えつに満ちた表情を浮うかべる。

「私は肉体からの旅立ちを見届けにきただけですからね。そもそもあなた達にどうこうする選せん択たくの余地は無いのですよ。さあ、いい加減納なつ得とくしてヴァチャ充を一緒に楽しみましょう」

　領域確保の壁は家の屋根や石いし畳だたみを破砕しながら迫ってきている。

　呑み込まれたオブジェクトはデータの欠片かけらになって壁の中に消えてゆく。

「どう足あ掻がいても無む駄だですよ」

　破は滅めつの時が容よう赦しや無なく近付いている。

　俺は傍そばにいた雫の手を握にぎった。

　握られた側の彼女は一瞬ハッとしたが、すぐに覚かく悟ごを決めたような表情に変わる。

　そこで俺は言い放った。

「それでも俺達はリアルに帰る」

　比婆は顔を顰しかめる。

「まだそんな事を――」

「あるんだろ？」

「え？」

「帰る方法」

　問とい質ただすような口調で言うと、比婆は押し黙だまってしまった。

　彼女が口を開かない間も俺は続ける。

「本当に帰る方法が無いのなら、自分をそこまでしてここに引き止める理由が無いものね？　それで考えたんだ。今までこちらがしてきた行動で、あんたが一番嫌がった行動がなんだったのかを。そしたら一つあった。雫が〝うろ覚え遊園地〟を呼び出した時に自分達を近付けさせないようにしたデータの裂さけ目め。やはり睨んでいたとおり、そこに出口へのヒントがあったんだ」

　比婆はくすりと笑った。

「そうですね。リエルさん、正解です。でも、あの時私が言ったことは嘘うそではないですよ。データの裂け目に無む闇やみに触ふれれば大変な事になります。無数に繋がるネットワークの中にリアルへの出口は確かにありますが、正しい道の選択を誤ればたちまちデータの屑くずになって消えてしまうでしょう。その正しい道筋を数多あまたのネットワークから見み極きわめることなど不可能に近い。私はリエルさん達がリアルへ戻ってしまうことよりも、消えてしまう事を心配したんですよ」

　今度は逆に俺の方がほくそ笑んだ。

「それは半分嘘だね」

「そ、そんな事は」

　俺は比婆の僅わずかな狼狽うろたえを見み逃のがさなかった。

「ここはデジタル世界だよ？　リアルと違って、そんな曖あい昧まいな事があるわけ無いじゃない。なんでも、きっちりかっちりしているはずなんだ。リアルへの出口を導き出す方法だってはっきりとしたものがあるはず。それをあんたは知っている」

「……」

　沈ちん黙もくが答えだった。

「それに、もしこのまま自分達がここに取り残されてしまったら、それを仕組んだあんたと仲良くしようだなんて微み塵じんも思わないし、それじゃああんたが望んでいた寂しさを埋うめる為ための〝友〟も結局手に入らないことになる。端からこんな事は間違っていたんだよ」

　続けて言った俺の言葉に、彼女は唇くちびるを噛かんでうつむくだけだった。

　それから俺と雫と比婆は三人が三人共、動きを止めたままでいた。

　ただ世界だけが俺達を排はい除じよしようとその範はん囲いを狭めてきている。

　警告を促うながす壁が、いよいよ俺達が立っているこの広場の端にまで到とう達たつしていた。

　もう残された時間も少ない。

　そんな時、

「精神データ同士を混線させる」

　突然、比婆が口を開いたのだ。

「混線？　どういうこと??」

　尋たずねると、彼女はその瞳ひとみをこちらに向けてきた。

「精神データ体であるあなた達自身を故意に接触させ、混線を引き起こす。それでリアルへの出口が炙あぶり出されるはずです」

「あんた……」

　教えてくれる気になったのか??

　そう言おうとした俺だったが、彼女に言葉を被かぶせられる。

「猶予はありません、早く！」

「そうは言ってもどうすれば!?」

「ああっ、もうっ！　なんでもいいから密着すればいいんですよ！」

　言いながら比婆は、その細い腕うでで俺と雫の体を引き合わせた。

「「っ!?」」

　正面から密着し合う俺達。

　俺も慌あわてたが、雫もあわあわとしていた。

「何も起こらないですか？」

　比婆は狼狽する俺達のことなど気にする様子もなく真しん剣けんに聞いてくる。

「ほ、本当にこんな事で!?」

　密着って言うのなら、前に比婆とも同じようなことをしている。その時は何も起こらなかった。

「嘘は吐いてません。多分まだ表面上だけで、ちゃんとデータ同士が接触してないんですよ。もっと深部から……そうですね、心と心で触れ合あうような感じで」

「心？」

「そうです。この世界では心さえもデータですから」

　比婆がそう言った時、彼女の背後にある噴ふん水すいが壁に呑み込まれたところだった。

　なんかよく分からないが、考えている暇ひまも無い。

　今はその方法でなんとかするしかないのだ。

　しかし、最後に一つだけ気き掛がかりな事が残されていた。

「それで……あんたはどうする気？」

「私ですか？　すでに私を私として証明するものはネットワーク上にしか存在しないのですから、これまでと同じ、この世界を自由気ままに泳ぎ回るだけですよ。心配して下さるのはありがたいですが、私にはもう戻れるリアルが無いのです」

　分かっていた事だが、心苦しい。

　しかし当の本人は暗い顔を微塵も見せない。

「そんな事より、リエルさん達こそ早く――」

　それはあっさりとやってきた。

　全てを言い切る前に、比婆の体は背後から迫ってきていた壁の中へと吸い込まれたのだ。

　彼女の体は光の粒つぶになって何処どこかに消えた。

　そのまま警告文字を撒まき散ちらす壁はこちらに牙きばを向けてくる。

　俺は眼前にある雫の瞳を見つめる。

　心と心を接触させるっていうんなら……これしかないよな！

　迷いは無かった。

「ごめん！」

　俺はそう言って、雫を強く抱だき締しめ――

　唇を重ねた。

　彼女は驚いて目を丸くしたが、すぐに瞳を閉じて俺の背中に手を回してくる。

　刹せつ那な、俺達の足あし下もとに歪ゆがみが生じた。

　地面が波は紋もんのように波打ち、石畳がデータの欠片となって飛び散る。

　その後に現れたのは深い穴だった。

　これはログインした時に通ってきたものと同じ？

　そう思ったのも束つかの間ま、俺達二人は抱き合ったままその穴に吸い込まれた。

　電子の星が瞬またたくネットワークチューブの中を落ちてゆきながら、俺は思った。

　結局、比婆誠一っていう人間をそこまで追い込んだものは、なんだったのだろうか――と。
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＃06【リアルが雫に侵しん蝕しよくされてヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　いつの間にか目の前に待機中を表すウインドウが表示されている事に気付いた。

　そこに書かれていた事はこうだ。

《現在、接続待機中。オフラインです。ＥＳＧを外すことができます》

　それを見て俺は安堵した。

　リアルに戻ってこられたのだ。

　現実の感かん触しよくを確かめるように手をＥＳＧのバイザーに持ってゆき、上へ持ち上げる。

　眩まぶしい。

　蛍けい光こう灯とうの光が俺の瞳を差す。

　ヴァーチャルとは違ちがうこの強い感覚。

　間ま違ちがい無なくリアルだ。

　感覚といえば、奇き妙みような感覚がまだ口元に残っている。

　柔やわらかくて、温かくて、そして愛いとおしい。

　なんだこれは……。

　ホワイトアウトしていた視界が明かりに慣れて鮮せん明めいになってくる。

　リアルに戻ってきて最初に目にしたものは、頬ほおに触れているベッドのシーツ。

　そこへ流れ落ちている長い黒くろ髪かみ。

　間近で長い睫毛まつげをパチクリとさせる大きな瞳。

　そこにはバイザーを上げて、きょとんとしている雫しずくの顔が物もの凄すごく近くにあった。

　じゃあ、リアルに戻ってもまだ残るこの唇の感触はまさか……。

　俺の頭の中で最悪の状況が構築されてゆく。

　それは目の前の彼女も自分が置かれている状況に気付いたようで、その顔がみるみるうちに真っ赤に染め上がってゆくのが分かった。

　熱が唇を通して伝わってきている。

「ぶはっ!?」

　俺は慌てて跳はね起おきた。

　そういえばネットワークにインする時、ケーブルの長さの関係から雫の真横に寝ねたことを思い出した。

　オンラインで雫を抱き締め、一いちか八ばちかの勝負でキスしてしまったが、あまりに必死だった為か、その感覚をリアルにまで引ひき摺ずってしまったらしい。

　無意識に体が動いて隣となりにいた彼女に同じ行こう為いをしてしまっていたのだ。

　上気した表情で身を起こした彼女は、ゴロチュウパーカーを着たリアルの彼女だった。

　ちゃんと現実に連つれ戻すことが出来た。

　良かったと思う反面、恥じらう彼女を見ていると先程の唇の感覚が蘇よみがえってきて、俺はやっぱりというか、相変わらずというか、いつものように気絶してしまった。
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　頭に感じる冷たい感覚で目を覚ます。

　丁度、雫が俺の額に濡ぬらしたタオルか何かを載のせてくれたようだった。

　なので時間的には、そんなに長く気絶していたわけではなさそうだ。

『大だい丈じよう夫ぶ？』

　雫が毎度のホワイトボード会話で聞いてくる。

「ああ、もう平気。それより、雫の方はなんともない？」

　彼女は頬を染めながら無言で頷うなずいた。

「それは良かった」

　俺は額にあった濡れタオルを手に持って起き上がる。

　改めて周囲を見回すと、そこは確かにリアルの雫の部屋だった。

　これがまたヴァーチャル空間に構築されたものだったら凄すごく嫌な感じだが、ベッド横にある鏡に映った俺の姿が、リエルではなくて鷺さぎ宮みや慧けい太ただったことで安心した。

「あれ？　そういえばマスターは??」

　部屋には俺と雫以外、誰だれもいなかった。

　雫を救出する為にＥＳＧの設定など諸もろ々もろをやってくれたのはマスターだ。

　てっきり俺が戻ってくるまで傍でモニタリングしてくれているものだと思っていたが、どこに行ったんだ？

『リアルに戻った時から誰もいなかった』

　ということは、気絶してる間にいなくなったってわけじゃないんだな。

　もしかしてこの異常事態を知らせに外に出ているのだろうか？

　うん、多分そうに違いない。

　マスターには、リアルへの帰き還かん方法を俺に伝えないで送り出したことに一言文句を言いたかったのだが、それは後になってしまったようだ。

　ふと壁かべ掛かけ時計を見れば、昼を回ったところ。

　ヴァーチャル世界であれだけの事があって、まだこんなもんしか時間が経たってないのか。

　とりあえず無事、雫を連れ戻もどせたことをマスターに伝えとくか。

　そう思って俺は携帯を取り出そうとした。

　と、そこへ、

『どこにかけるの？』

「え？　マスターに」

『なんで？』

「なんで……って、雫の救出を手伝ってくれていたからさ。ああ、そういえば雫はまだ知らなかったか。実はマスターはあのメルルーナちゃんだったんだ」

　驚いたのか、彼女は持っていたボードを落っことしてしまった。

　だがすぐにそいつを拾い上げて、

『まだ連れん絡らくしないで』

「どうしてさ？」

『二人だけで話したい事がある』

「話したい事？」

　俺だけ？　なんだそれ？

　思い当たるものと言えば……

　……はっ！

　そういえば、彼女がユーグだったことを思い出した。

　って事は、俺は今、告白してきた本人とこの部屋で二人っきり!?

　そんな事を意識したら急にドキドキしてきてしまった。

　俺達はベッドの縁ふちに並んで座すわり直す。

「で……話って？」

　緊きん張ちようで思わず声がうわずってしまう。

　雫はモジモジしながらボードを見せてくる。

『これからのこと』

　き、きたーっ！

　こ、これはあれだよな？　告白の返事と、今後どう付き合ってゆくかの返答を俺に求めているんだよな？

「えっと……その、素す直なおに言えば嬉うれしいんだけど……ほら、俺は体質のことがあるから、こういうことは慎しん重ちように……」

『何を言ってるの？』

「えっ……？」

　何か間違った事を言っただろうか？　俺は焦あせった。

『今から話すのは、これからの私の人生について』

「あ……そ、そう……そういう話…………って、なんで急にそんな重めな相談なんだ!?」

『じんせい♪』

「文字を軽めにすればいいってもんでもねえ！」

　俺はてっきり告白についての話が始まるものだとばかり思っていたから、張はり詰つめていた気が抜ぬけた。

「で、人生についてってどういう事？」

『私、学校に行こうと思う』

　彼女は真剣な眼まな差ざしだった。

「それって……ひきこもりを卒業するってこと？」

『ＹＥＳ』

　どういう風の吹ふき回まわしか分からないが、本人がやる気を見せているのなら止める理由も無い。

「いいんじゃないか？　応おう援えんするぞ」

『しかし、もう二学期が始まってしまったので、三学期から本気出す』

「おいっ！　それって、だらだらと引き延ばすフラグじゃねえか！」

『同時に声優の養成所に通う』

「いや……まあ意気込みは買うけどさ、まずは一つずつ行こうか……」

『全部やるのっ！』

「なんで駄だ々だっ子こ!?」

『なので私に勇気を下さい』

「勇気？　それってどうやって??」

　勇気と言われても曖昧すぎて良く分からない。応援の言葉とか掛かけてやればいいのか？

　そんな事を考えていたら、雫が急にはにかみ始めた。

　チラチラとこちらの様子をうかがうように視線を送ってくる。

　ボードに書いている文字を俺おれに見られやしないかとビクビクしている感じだ。

　だったら、なぜ書く!?

　しばらくすると書き終わったのか、彼女は胸の前にボードを伏ふせて一度深呼吸をした。

　そして上うわ目め遣づかいに俺のことを見てくる。




『キスして』




「ぶっ!?」

　俺はその四文字を目にした途端、ひっくり返った。

「な、何を言い出すんだ!?」

『それで勇気をもらえる』

「そんなこと言われても無理だって！　そ、それに、キ、キスならさっきその……したじゃないか！」

『アレはアレ、コレはコレ』

「どう違うんだよ!?」

『ちゃんとしたのが欲ほしい』

「ちゃんとした……ねえ」

『足りないものを補い合えるのが仲間。そう聞いた』

　あ……。

　確かに俺はそんな事を言った。しかし、

「そうだけど……この場合は」

『あれは嘘？』

「嘘じゃない、嘘じゃないけど……」

　俺が答えた直後、

《嘘じゃな～い♪　嘘じゃない～、嘘じゃな～い～♪》

　突とつ然ぜんそんな歌詞の曲が部屋の中に流れてきた。

　いつの間にか携帯を取り出していた雫が、その曲を再生したのだ。

　しかもこの歌には聞き覚えがある。

「この曲は……確か夏の新番ロボットアニメ、亡命機バァルバレイバのＥＤテーマ!?」

『正解』

「なんだ急に、この歌がどうかしたのか？」

『さっき慧けい太たが言った台詞せりふとこの歌詞を入いれ替かえて、〝バァルバレイバを歌ってみた〟としてミコミコ動画にアップする』

「ちょっ!?　やめいっ!!」

　つーか、また知らぬ間に俺の声を録音してやがったな！

『嫌いやなら勇気を下さい』

「脅きよう迫はくか！」

『本当はしたいくせに』

「そ、そんなわけあるか」

　そこで彼女は口を尖とがらせた。

　そして、すかさず、

『おあずけ状態』

「お前がな」

『お茶ちや漬づけ時代』

「そうそう、俺にもお茶漬けの時代がありました。毎日のり茶漬けばかりで、たまには鮭さけ茶ちや漬づけが食いたいなあーなんて憧あこがれていた時代もあったっけ」

『片付け辞退』

「大変楽しく遊ばせて頂きましたが、謹つつしんで片付けを辞退いたします。ええ、なんと言われても片付けませんから！」

『柿かき下した次し第だい』

「地球の命運は全て柿下君にかかっている！　俺おれ達たちの命もまた柿下君次第だ！」

『気取った死体』

「素しろ人うと目めには分からないと思うけど、俺、こう見えても死んでるんだよね」

『キスしたい』

「うん、もうこの気持ちは止められない。ぶちゅぅぅぅぅぅぅうぅぅっ」

『ほら』

「ほら……じゃねええぇ！」

　またか……またのせられたのか。

「なんかもう元気そうだから、俺は一いつ旦たん家に戻るよ」

『ダメ』

「ダメって言われてもね……ここへは着の身着のままで出てきちゃったし、そのうちマスターが戻ってくると思うからさ」

　俺はベッドから立ち上がった。

　するとシャツの裾すそが強く引っ張られる。

　振ふり返かえると、そこには酷ひどく悲しそうな顔をした彼女がいた。

『行かないで』

　そんなふうに捨てられた子犬のような目をされては、置いていけないじゃないか。

　俺は何も言わず、再び彼かの女じよの隣に腰こしを下ろした。

　雫は申し訳なさそうに、それでいて嬉しそうに、視線を自分の膝ひざ小こ僧ぞうに置いていた。

　しばらくの沈黙のあと、彼女がボードに何かを書き始めた。

『私、慧けい太たがいないと何も出来ない』

「知ってる」

　昔からそうだった。

　俺がフォローしてあげないと物凄く凹へこみやすい質たちだったから。

『でも、私なりになんとかしようとしたの』

　彼女は急いで文字を消し、再びペンを走らせる。

『一人暮らしを始めたのも、その一つ』

「ああ、ここの事か？」

　俺は改めて部屋を見回す。

　雫の私物を除けば、特とく徴ちようの無い極ごく普ふ通つうのワンルームだ。

　聞いた話だと、ここは元々はマスターが借りていた部屋なのだとか。

　必要なくなった彼女から、雫が借り受けたらしい。

『誰にも頼たよらずに生活できたら強くなれると思ったから』

「でもダメだった」

　雫は静かに頷く。

「俺が思うに、一度に全部やろうとするからダメなんだと思うよ？　出来る事から少しずつでいいんじゃないか？　頼れる部分は昔のように頼ってもらって構わないし」

　彼女は俺の言葉を受けて、また何かを書きだした。

『だから、一歩踏ふみ出す勇気が欲しい』

　そのボードを俺に見せたまま、彼女は口元をもごもごと動かし始めた。

「……っ……ぃ」

　空気が抜けるような音が彼女の小さな唇から漏もれる。

　まさか、何かしゃべろうとしてるのか!?

「……ぉ……ねが……ぃ」

　かすれてはいるが、確かにそれは久しぶりに聞く雫の肉声だった。

　彼女は燃もえ尽きてしまうのではないかと思うくらいに、顔を真っ赤に染め上げて必死に声を出す。

「……お……ねがい」

「お願い？」

　俺は彼女の言葉を支えるように復唱した。

　雫の口から続けて出たのは、たった二文字だった。




「して」




　そう言って彼女は瞳を閉じ、小さな唇をこちらに向けてきた。

　淡あわいピンク色のそれが微かすかに震ふるえているのが分かる。

　して……って、この状じよう況きよう……どうあったって俺は裏切れないじゃないか！

　雫がせっかくやる気を出しているのに、ここで俺がそれに応こたえなかったら、彼女を貶おとしめてきた連中と同じになってしまう。

　俺は覚悟を決めた。

「……わかった」

　小さく答えると、瞳を閉じたままの彼女の体がピクッと反応する。

「じゃあ……い、いくぞ？」

　俺は彼女の両りよう肩かたにそっと手を置く。

　なんだか、ちょっとでも力を入れたら折れてしまいそうなくらいの繊せん細さいな感触が掌てのひらに伝わってくる。

　同時に頭の奥おくが熱くなるのを感じた。

　俺は息を呑んだあと、彼女の顔をのぞき込む。

　長い睫毛、肌き理めの細かい肌はだ、整った顔立ち。

　改めて間近でちゃんと見み据すえた彼女の顔は、あの頃ころの面おも影かげを残しつつ、綺き麗れいに成長を遂とげていた。

　ゆっくりと覆おおい被さるように彼女の顔に自身の顔を近付ける。

　互たがいの吐と息いきを感じるくらいの距きよ離りから慎重に、慎重に――

　そして、触れた。

　柔らかな感触と共に頭の中に熱いものが止とめ処どなく流入してくる。

　その口こう吻ふんは、ヴァーチャルや先さき程ほどの偶ぐう発はつ的てきなものとは全然違うものだった。

　言うなれば、心に直接触れ合ったような、そんな感覚。

　雫が俺の背中に手を回してくるのが分かる。

　いつもなら今すぐにでも眩暈めまいが起きそうな状況だが、なぜか今は持もち堪こたえている。

　もしかして俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳ、ちょっと改善されてきてる？

　しかし、そう思ったのも束の間、視界がホワイトアウトしかける。

　やっぱり気のせいか。

　こりゃ……まずいな。

　そう思った時だった。

　バタンッ

　と、玄げん関かんの方で物音がしたのだ。

　続けて悲鳴にも似た声が室内に轟とどろいた。

「「「「「「ああああああああぁぁっ!?」」」」」」

　俺と雫は驚おどろいて、反射的に身を離はなした。

　声が上がった玄関の方を二人して見やると、そこには大勢の人間が狭せまい玄げん関かん口ぐちでひしめき合っていた。

　しかもそれは見知った顔ぶればかり。

　姫ひめ、ましゅー、理り央お、美み咲さきさん、そして鳴なる美みまでいる。彼女らの一番後ろにはマスターの姿も見える。

　そんな彼かの女じよ達たちはそれぞれに憤ふん慨がいや困こん惑わくの表情を浮かべ、俺と雫を睨にらんでいた。
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　ワンルームのこの家は玄関から部屋の中が丸見えで、俺と雫がさっきまでしていた行為は当然彼女達に目もく撃げきされていておかしくない。

　というか完全に見られた。

　これでは言い訳のしようが無い。

　まず最初に言葉を発したのは姫だった。震える指先を俺達に向け、目元を赤くしている。

「な、なにやってんのよ！　あんた達たち！　マスターから事情を聞かされて心配して来てみれば……ふ、ふたりだけで、こっ、こここここんな不ふ謹きん慎しんな事をしてっ！」

「いや……これには深い事情が……って言っても信じてもらえないだろうけど」

『深い情事が』

「余計に事態を悪化させてどうするよ!!」

　俺が雫と言い合っていると、その様子を見ていた姫がさらに苛いらつき始める。

「むむむむ……この屈くつ辱じよく、どう償つぐなってもらおうかしら？」

「そうですね。わたしが受けたこの悲しみの代だい償しようを体で償ってもらうしかありませんね」

　ましゅーがなんか恐こわいことを言い出だした。

　するとそこへ理央が躍おどり出でてきて、

「リコッタはキス１００万回で許してあげるにゃん」

　と言いながら俺に向かって、とてとてーっと走り寄ってきた。

「ちょっと待った！」

「ぎにゃあ」

　踏まれた猫ねこみたいな声を上げた理央。

　それは彼女の襟えり首くびを美咲さんが掴つかんで引っ張ったからだった。

「急にそんな事したら死んじゃうにゃん！」

「大おお袈げ裟さだよ。っていうか、鷺さぎ宮みやくんは美咲のものなんだから勝手に手を出さないでよね！」

「「「「「はあ!?」」」」」

　美咲さんの発言にみんなが抗こう議ぎの声を上げた。

　特に鳴美は猛もう烈れつに反対する。

「何を言ってるんだ君は。慧けい兄にいは将来、僕ぼくの家に婿むこに来ると約束した間あい柄だがらなんだ。君みたいな下げ賤せんな者が関かかわっていいわけないだろ」

　いやいやいや、俺そんな約束した覚えないから！

　しかし、そんな心の声を口に出す間も無い。

　美咲さんが余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度でとんでもない事を言い出したのだ。

「それはこっちの台詞だよ。これは鳴美だけじゃなくて、ここにいるみんなに言える事なんだけど、鷺宮くんと美咲は契ちぎりを交かわした仲なんだから、誰も美咲達たちの間には入れないんだよ」

　これに対し、みんなは口々に文句を言い始めた。

「そんなのはあんたが決めることじゃないでしょ！」

「そうですよー？　わたしと慧けい太たさんの仲だって、とっても深いんですからー」

「リコッタなんて血が繋つながってるにゃりよ。これ以上強くて深い絆きずなは無いにゃん」

「僕だって慧兄を愛する気持ちは誰にも負けないよ」

　美咲さんはクスリと笑う。

「何を言っても無む駄だだよ。そもそも雫と鷺宮くんがキスしているのを見ただけで、ブーブー喚わめいたり、狼狽うろたえたりしている。それだけでもう、あなた達は敗者なんだから」

「それって、どうゆう意味よ？」

　みんなを代表するように姫がそう尋ねた。

　美咲さんは少し言葉を溜ためる。

　そして、

「だって鷺宮くんのファーストキスを奪うばったのは、紛まぎれもない美咲だもの」

「ちょっ!?」

　俺は焦った。

　ファーストキスって……まさか、あの人工呼吸の事を言ってるのか？

　というか勝手にファーストキスとか決めつけないで欲しいな。

　まあ、そうなんだけどさ……。

　ゴホン……あーさておき、順番の問題なのかってこと。

　先に唾つば付けたもん勝ちとか、どうなのそれ!?

　それを聞いたみんなは、どんな反応を示すのだろうかと思っていたら、一いつ斉せいに口を開いた。

「それを言うなら、あたしの方が先よ！」

「いいえ、わたしが先です」

「リコッタにゃん」

「「「えっ!?」」」

　姫、ましゅー、理央は互いに顔を見合わせて叫さけんだ。

「何言ってんのよ、慧けい太たのファーストキスを奪ったのはこのあたしよ？　適当な事を言ってもらっては困るわ」

　すぐに姫が頬を朱しゆに染めながら主張する。

　だが美咲さんは彼女に白い目を向けた。

「嘘うそ吐ついてるのがバレバレだよ」

「嘘じゃないわよ！　だ、だって、あの公園で、したもの。ねえ？」

　ねえ？　と言いながら俺に同意を求める視線を送ってこられても、どうしたらいいものか分からない。

「えっ!?　あ、まあ、その……そうかなあ……いや違うかなあ」

　とか適当に誤ご魔ま化かしていたら、普ふ通つうにバレた。

「したの!?」

　美咲さんが、がぶり寄ってくる。

　みんなに敗者とか言っておきながら、あんたが一番狼狽うろたえているような気がするんだけど！

「おかしいですねー……」

　そこで、ましゅーが顎あごに手を当てて真剣に悩なやみだした。

　これに美咲さんが気付いた。

「どうしたの？」

「いえ、慧けい太たさんのファーストキスを奪ったのは、どう考えてもわたしなんですよねー」

「それは嘘ね。だって美咲、見てたもの。時期的に考えて美咲の方が先だしー」

「えっ……見てたのですか!?」

　ましゅーは目を丸くしたあと、あわあわとし始める。

　と、そこへ追おい討うちのように理央が猫耳をピンと立てて宣言する。

「それは違うにゃん。どう考えても、にぃのファーストキスを奪ったのはリコッタにゃん。これは間違い無いにゃん」

「あんたのはただの便乗で適当なこと言ってるだけでしょ」

「そんな事無いにゃん。なにしろ一日の内、一番にぃと長く過ごしているのはリコッタにゃんだから。そういう事になる可能性が誰よりも高くて当たり前にゃん。ねえ、にぃ？」

「あ、いや、だからあれは不ふ意い討うちで……って、はっ!?」

　口に出してしまった時には遅おそかった。

　見れば美咲さんが顔面蒼そう白はくになっていた。

「「「「どういう事!?」」」」

　姫、ましゅー、理央、美咲さんの視線が俺に向けられる。

『説明を乞こう』

　雫までそんなことを言い出した。

　どかどかと部屋に入り込んできたみんなは俺ににじり寄ってくる。

　そんな彼女達の後ろでマスターが、

「オンラインでなら私もキスしたんだけどなあー」

　とか呟つぶやいていたけど、誰も聞こえていない様子。

　鳴美に至っては、

「なんでみんな慧けい兄にいとキスしてるんだ!?　ずるい！　ずるいよ！　だけど、今からでも遅くないよね？　ね？」

　なんて言いながら近寄ってきた。

　そこで堪たまらず俺は反論する。

「つーか、なんで俺が責められているんだ!?　そもそもみんなが俺の意志を無視して勝手に……」

　雫の場合は違うけど。

「「「「「そんな言い方って、ひどい！」」」」」

　みんな一斉に悲しんだ表情を見せる。

　そういう顔に俺は滅めつ法ぽう弱かった。

「いや、そういうつもりで言ったわけでは無いんだけど……」

「じゃあ、どういうつもりで言ったのよ？」

　姫がむくれた表情で聞いてきた。

「たとえ自分からじゃなかったとしても、乙女おとめの唇くちびるを奪ったんだから、慧けい太たが責任を取るのが当然でしょ？」

「無む茶ちやな論法きたーっ!!」

「そうですね。責任を取ってもらいましょう」

「ちょっ、ましゅーまで!?　てか、責任って何??」

「そんなの決まってるじゃない」

　姫はそう言ったあと、不敵な笑えみを浮うかべる。

　それに合わせて他のみんなも不気味ににやけ始めた。

　その笑みの意味を姫が口にする。

「誰が慧太の〝本妻〟になるのか、ここで決めてもらうのよ」

「はい??」

　本妻って、あの本妻のことだよな？　正式な妻。

　妻ってことは結けつ婚こん？

　結婚といえば、今まで彼女達から受けてきた様々なアピールを思い出す。

　そう、ゼクス内のアバター、【騎き士し様】。

　その騎士様とゲーム内挙式を目指して彼女達は今まで競きそい合ってきたのだ。

　そこで俺は合が点てんがいった。

「ああ、なるほど、騎士様のことかー。でもあれは例のプログラムが発動した時にアイテムごと消えちゃったから、もうアカウントチェンジできないよ。もしゼクスが再開できたとしても、もうゲーム内挙式は無理かもしれないな」

　そこで姫が眉まゆを顰ひそめる。

「何言ってるの？」

「へ？」

「あたしが言ってるのはヴァーチャルでのことじゃなくて、リアルでの話よ！」

「と……いいますと？」

　姫は苛いら立だちを露あらわにして、一度咳せき払ばらいをする。

「だ・か・ら！　誰が慧太のリアルでの結婚相手になるのか決めてって言ってるの！」

「あーそういう事…………ええっ!?」

　察するまで物凄く時間が掛かってしまったが、ようやく理解した。

　理解したら変な汗あせがドバァァっと全身から吹き出たような気がした。

「あ、あれー……??　みんなって、お姫ひめ様さま症しよう候こう群ぐんとかいう白馬の王子様に守られたい欲求があって、その為ために騎士様と結婚したかったんじゃないの??」

　姫は渋しぶい顔をする。

「は？　いつの話？　そんな都合の良い症しよう状じようがあるわけないじゃない」

「え、だって……みんな、騎士様、騎士様って……」

「そんなの女性耐性不全症候群ＦＥＤＳである慧けい太たを気き遣づかった、体ていのいい嘘に決まってるでしょ。まったく鈍どん感かんにも程ほどがあるわね」

「ええっ!?　でも、じゃあなんで結婚なんて話になってんの!?」

「は？　ここまで説明しておいてまだ分からないの？　すっ、好きだからに決まってるでしょ！　言わせないでよ……恥はずかしい」

「な……んだと!?　って事はあれか？　みんな騎士様に興味あるように見せかけておいて、リアルの俺自身にアピールしてたってこと??」

「あきれたわ、まだ気付いていなかっただなんて……」

　姫はプリプリしながらも頬ほおを染めていた。

　ということは、俺はユーグだった雫を含ふくめて、姫、ましゅー、理央の四人から求愛されている事になる。

　なんだこの状況は……。

　浮き足あし立だった感じのところに、美咲さんが元気良く手を挙げた。

「はい！　はい！　美咲は騎士様の事とかよく知らないけど、鷺さぎ宮みやくんには美咲の気持ちはもう伝えてあるから大だい丈じよう夫ぶだよね！」

「まさか……美咲さんまで？」

「当たり前でしょ、いまさら何言ってんの？」

　いきなり五人に増えた。

　と思ったら鳴美が、美咲さんを押おし退のけて前に出てくる。

「ちょっと待ってよ、僕も慧けい兄にいに求きゆう婚こんを申し込み済みなんだけど！」

　六人になった。

　そこで今までおとなしくしていたマスターが、急に声こわ色いろを変えて言ってくる。

「私も参戦してもいいですかっ☆」

　実は七人だった！

「じゃ、エントリーは七人でＯＫ？」

「「「「「「おっけー」」」」」」

『おっけー』

　姫の問いに、なんとも軽い受け答えをする彼女達。

　姫ひめ達たちはマスターに今回の顛てん末まつを聞かされた上でここまでやってきたらしいから、すでに彼女がメルルーナちゃんだってバレてるみたいだけど……いいのか!?　マスターまで参戦させちゃっていいのか!?

　頭が痛くなってきたところで、全員が一斉に声を揃そろえて俺に聞いてくる。




「で、誰だれを選ぶの？」







＃07【バージョンアップのお知らせ】







　◆　オンライン　◆

　俺はリエルのアバターを駆かり、再び王都フィルムスの地に立っていた。

　ゼクスヴェルトオンラインがサービスを再開した為だ。

　街は久しぶりのログインでいつも以上に活気に満ちていた。

　え？　あれだけの事件があったあとで、どうして平然とゲームが再開されているかだって？

　それには色々ときな臭くさい、大人の事情というものがあるらしい。

　事態を報告しに行ったマスターが管理会社側から口止めされた事からも分かるだろう。

　関係する各社の対応はこうだ。




　ゼクスの開発元であるドレイクソフトは、使われていないフイードバツクプログラムの存在を把は握あくしているが、ゲームには影えい響きようは無いとの発表。

　フォーマットされたデータはバックアップがあるので強制ログアウト前の状態から再開可能。

　初期化騒そう動どうと長期メンテナンスのお詫わびと称しようし、大規模のバージョンアップを行い、これにより、未開放だったエリアがオープン。六大陸すべてにプレイヤーが行き来できるようになった。

　本音の部分はというと、そもそもあの事件はたった一晩の出来事で、プレイヤーもプログラムの影響で当時の状況を覚えている者は俺達数人しかいないから、バージョンアップでお茶を濁にごそうって寸法らしい。

　あと、京きよう也やの事もある。

　クラスメイトの鴨かも河がわ京也だ。

　ノイエヴェルトとしてプログラムを発動させた彼かれは、ドレイクソフト社長の御おん曹ぞう司しだったらしく、身内の失態を隠いん蔽ぺいする意味もあったようだ。

　彼はあれ以降、学校に顔を見せていない。




　次世代ゲーム機、ＥＳＧの開発元であるクジョーコンピューターエンターテイメントＫＣＥは、ＥＳＧに搭とう載さいされている神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスに重大な脆ぜい弱じやく性せいがあると発表。

　これに対し、緊きん急きゆうアップデートプログラムを配布。ユーザーに早さつ急きゆうのアップデートを呼びかけた。

　このプログラムによって安全性は確保されるので、安心してゲームを楽しんで欲しいとの事。

　だが、その脆弱性がなんだったのか、その詳しよう細さいは公式に発表されていない。




　そんな感じで俺達が大変な目にあったことなど、どこ吹く風かぜといった対応で、ちょっとげんなりしてくる。

　なんとか雫しずくを救出できたからよかったものの、そうなっていなかったらどうなっていたんだろうと考えると、怒いかりが込み上げてくる。

　雫のことも隠蔽されてしまったのだろうか？

　無論、比ひ婆ば誠せい一いちのことなど、どこにも触ふれられていない。

　そんな対応だというのに、俺はノコノコとまたゼクスにログインしている。

　普通なら、もう二度とプレイしなくなってもおかしくない状況だというのにだ。

　ありきたりの言葉で言えば、ゼクスに罪は無いから。

　有あり体ていの言葉で言えば、それでもゼクスが好きだから。

　さすがに、もうあんな事も無いだろうしね。

　そんな訳でゼクス再開初日から、飛び付くようにログインしていた。

　なにしろ一ヶ月もお預けだったんだから。

　開放された新エリアはすごく気になるけど、随ずい分ぶんと久しぶりなので、まずは感覚を取とり戻もどす為に雑ざ魚こモンスターでも突つついてみるか。

　そう思って街の外へと出る。

　南門をくぐった所に現れたのは懐なつかしい緑が広がるフィールド。

　そこでは何人かのプレイヤーが野のう兎さぎを狩かっている姿があった。

　野兎はレベル３ぐらいまではお世話になるモンスター。

　とりあえず、ちょっとこいつを狩ってみるか。

　そう思って一番近くにいた野兎に向かって杖ワンドを構える。

　久しぶりでも、すでに体が覚えてしまっているようで、考えなくても一連の行動がスムーズに出るし、連撃も簡単に決められた。

　野兎は数秒も保たずに倒たおれ、光になって消える。

「うーん、さすがに弱すぎたかな」

　でも、感覚が鈍にぶってないことは分かった。

　よし、あと一匹ぴきくらい狩ったらレベル上げ出来そうなエリアに移動するかな。

　そう決めて、新たな一匹に狙ねらいを定めて近付いた時だった。

「あっ、ごめんなさい！」

　俺おれが手を出そうとしていた野兎を別のプレイヤーも狙っていたらしく、体が交こう錯さくしたのだ。相手の人が謝あやまってくる。

「あ、どうぞ。こっちはちょっと手慣らしをしてただけだから」

　俺は初心者そうな彼女に向かって、そう言った。

　胸当てのみの軽いアーマーに短めのスカート、そこから伸のびる白い脚あしと、肩かたまでのプラチナブロンドが眩まぶしい。そんな女の子アバターだった。

　レベルはそう高くないみたいだけど、装備内容から職業ジヨブは剣士ソードマンじゃないかと思われる。

　その剣士ソードマンの女の子は俺に謝るなり、驚いたように目を丸くした。

　そして、こう言う。

「あ、リエルじゃないか。こんな所で奇き遇ぐうだね」

「へ？　どこかで会った事ある??」

　記き憶おくに無いプレイヤーからそう言われてびっくりしてしまったが、落ち着いて頭上のアバター名を確かく認にんしたところで合点がいった。

　彼女のアバター名はナルミだったのだ。

「え、あ、ナ、ナルミ??　ってあのナルミでいいの??」

「ああ、そうだよ。リエルの最愛の人であるナルミだよ」

　彼女は持っていたショートソードを鞘さやに収めると、にっこりと笑ってみせた。

「勝手に最愛の人にすんな！」

「本心を代弁してあげただけなのになー」

　頬を膨ふくらませて怒おこる彼女の姿は、前の男性アバターと違ちがって随分と女の子らしい。というか実際女の子なんだけど。

「それはともかく、そのアバターはどうしたの？　前の竜騎士ドラグーンのやつは？」

「ああ、あれ。あれは削さく除じよしたんだ」

「さ、削除!?　な、も、もったいない……」

　思わずそんな事を言ってしまったのは、ナルミが前に使っていた竜騎士ドラグーンは結構レベルが高かったから。

「どうして急にそんな事をしちゃったの？」

「だって、やっぱり女の子アバターの方がいいだろう？　それの方が自然だし、なによりリエルが喜ぶだろうから」

「そりゃまあその方が嬉うれしい……って何を言わせる！」

「ほら、やっぱりね」

　彼女は睨んだ通りとばかりにニヤリとする。

「それよりどう？　新しい僕の姿」

　ナルミは言いながらその場でくるりと回ってみせる。

　リアルと同じ鮮あざやかなプラチナブロンドが揺ゆれ、ついでに短いスカートの裾が舞まい上あがる。

　見えそうで見えない。

　とても目に毒だった。

「どう……って言われても」

　顔を背そむけ返答に困っている間も彼女は回り続ける。

「かわいい？」

「その前にちょっと、そのくるくる回るの止めてくれない？」

「ねえ、かわいい？」

「か、かわいい！　かわいいから！　とにかく止めて！　てか目、回らないの？」

「どんなふうにかわいい？」
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「絶対、わざとやってるでしょ!!」

　それでようやく彼女は自転運動を止める。

　まあ、口に出しては言えないけれど、彼女のアバター、かなり可愛かわいくできている。髪かみの長さを除けばリアルの鳴なる美みにそっくりだ。

　そんな彼女に目の前でスカートをはためかされたら正気でいられない。

　そうしている間にナルミは俺の傍そばまで寄ってくる。上うわ目め遣づかいが愛くるしい。

「それはそうと、リエルにお願いがあるんだ」

「……何？」

　不ふ穏おんな感じしかしなかったが一応聞いてみた。

「レベル上げを手伝ってもらいたいんだよね。ほら、この新しいアバターで始めたばかりだから」

「あれ？　前みたいに最初から高レベルなアバターを用意してもらわなかったの？」

　前の竜騎士ドラグーンは鍵かぎ主ぬし家の力を利用して用意させた、謂いわば〝ずるい〟アバターだったのだが、今回はそういう事をしていないようだ。

「いや、今度は自分の力で一から育てようと思ってね。剣士ソードマンから始めて、いずれは聖騎士パラデインに職業ジヨブチェンジしようと思ってるんだー」

「それは、どういう風の吹ふき回まわし？」

「だって、そっちの方が楽しそうに見えたから……」

　ナルミは恥ずかしそうにうつむく。

「ほら、リエルの周りにいるギルドメンバーを見てるとそう思えてきてね」

　そんな事を言い出した彼かの女じよは、健けな気げな普通の女の子に見えた。

「……ダメかな？」

　こちらの様子を不安げにうかがっている。

「いいよ。手伝うよ」

　ナルミの表情が歓かん喜きに染まる。

「本当!?　やったー！」

　嬉しさを体全体で表現した彼女は、その場で再びくるくると回り出す。

「だから回らなくていいって！」

　俺の言うことを無視して喜びの舞いを踊おどり続けるナルミ。

　だがそこで、彼女へ批難の声が降ふり掛かかった。

「リエルの前で下品な踊りはやめてくれるかしら？」

　そう口を出してきたのは、金きん髪ぱつエルフの盗賊シーフ、姫だった。

　彼女の横にはメイド服の暗殺者アサシン、ましゅーもいる。

「あれ？　姫、ましゅー？　いつログインしたの？」

　メンバーログインの通知をオンにしてたのに気付かなかった。

　ナルミの変な踊りのせいか！

「いま来たばかりよ」

「ですー」

　久しぶりに見た、彼女達のオンラインでの姿になんだか胸がホッとなる俺。

「そのネーム……あんた、ナルミよね？　どうしたの？　アバター新調したりして。踊り子ダンサーにでも職業ジヨブチェンジしたの？」

「踊り子ダンサーじゃないよ！　剣士ソードマンだよ！」

「おかしいですねー。あれだけくるくる回っていれば変態さんだと思うのが普通ですよー？」

「踊り子ダンサーの話はどこ行ったのさ！」

　相変わらず天然発言のましゅー。それに翻ほん弄ろうされるナルミ。

　姫は彼女達を捨て置いて話を進める。

「まあいいわ。変態は置いておいて、あたしはリエルに話があるの」

　後ろでナルミが「ちょっと!?」とか言っているが気にも留とめていない様子。

　姫は長い金髪を梳すいて後ろに流すと、俺に向かってにっこりと笑った。

「あたし、リエルに何かしてもらう約束したのよねー」

「え？　そうだっけ？」

「したでしょ！　って言っても……私もその時、あのフィードバックプログラムとかいうものの影響下にあったみたいで、はっきりとは覚えていないんだけど……確か〝ここはあたしに任せて先に行って〟的な事をリエルに言ったような気がするのよね。で、その後にリエルが〝この埋うめ合あわせはきっとするから〟って言ってくれたの。それははっきりと覚えてる」

　ああ、なんとなく思い出したぞ。

　雫救出の為に核コアを目指して城の地下に潜せん入にゆうした時の話だ。王国騎き士し団だんの格好をしたナルミ達に行く手を阻はばまれた時に、姫が身を挺ていして自分達を先に行かせてくれたのだ。

　確かに、その時そんな約束をした。

「思い出したよ」

「そう、それは良かったわ」

「あの時は、ほんと助かったよ」

「当然の事をしただけよ」

　姫はあからさまに照れていた。

「じゃあお礼は何にしようか？　アイテムであげられそうなものも無いし……ゲーム内だからってお金っていうのもなんだか生々しいし……」

　どうしたものかと悩んでいると、彼女は満面の笑みで言ってきた。

「デートがいいわ」

「でっ、でーとっ!?」

「もちろん、ヴァーチャルじゃなくて、リアルでのデートの事よ」

「えっと……そういう形でのお礼は考えていなかったというか……対象外というか……」

「あの時、あたしがいなかったら、どうなってたのかしら？」

「はい、全すべて姫ひめ様さまの御お陰かげで御ご座ざいます！」

「分かればよろしい」

　端はなから文句が言える立場じゃなかった！

「じゃあ、早さつ速そくデートの日取りを決めるわね。えーっと、今週の日曜日でいいかしら？　というか日曜日ね」

「予定を聞かずに確定された!?」

「そうねー、まずは二人でランチを楽しんだ後、軽くショッピング。その後は映画でも見に行って、最後はホテルにインね！」

「最後だけおかしい！　明らかにおかしい！」

「別におかしくはないでしょ？　若い男女が辿たどる当然の流れじゃない」

「いや、でも、そうじゃないでしょ！」

「それに誘さそうような視線を送ってたし」

「んなわけない！」

　俺が渋っていると、ましゅーが口を挟はさんでくる。

「それは、おかしいですねー。リエルちゃんに同意ですー」

「何がおかしいの？　言ってみなさいよ」

「だって映画の後は見た作品について互たがいに感想を語り合う時間を設けるのが常識ですよ？　あの熱いひとときを省略してどうするんですかー」

「は？」

　姫ひめは何を言ってるんだ？　というような目でましゅーを見ている。

　だが、俺には分かるぞー。

　好きなアニメ映画を見に行った帰りには、友達とあーだーこーだと語り合いたいもんな。まあ俺は安心のぼっちなので自宅に直帰だけど。

　しかしながら、それからましゅーが語り出だした事はさすがに同意しかねるものだった。

「とは言ってもわたし、以前はお家の事情がありましたからーあんまり映画とか見に行ける機会が少なくて……なのでどうでしょう、わたしもそのデートに便乗させて頂けないでしょうかー？」

「どさくさに紛れて何言い出すのよ！」

　姫が怒り出した。

　だけど、ましゅーはマイペース。

「それに丁度見たい映画があったのですー」

「ちょっと！　人の話聞いてるの!?」

「〝珍ちん喜き劇げきの巨きよ人じん〟っていうアニメ映画なんですけどねー。ＴＶシリーズが好評だったんでこの夏に劇場版になったんですよー。巨きよ大だいな塀へいの中に囚とらわれた巨人同士が、一流芸人の証明である吉きち本もと珍喜劇の舞ぶ台たいに立つことを目指し、塀を壊こわす程の突っ込みを血ち反へ吐どを吐はきながら受ける姿を描えがいたダイナミックタイタンコメディなんですー。リエルさんなら知ってますよね？」

「えっ、あ、まあ……」

　ちょっと圧あつ倒とうされすぎて、それ以上は何も言えなかった。

　饒じよう舌ぜつに拍はく車しやが掛かり始めた彼女は、尚なおもノリノリだった。

「珍喜劇の巨人の見所はなんと言っても特訓シーンに尽つきます。汗が迸ほとばしる筋骨隆りゆう々りゆうの巨きよ体たい。激しい突っ込みによる肉と肉のぶつかり合い。これには堪らないものがあります。たとえば――」




　巨人Ａ《なんでやねん！》

　巨人Ｂ《ぐほわっ!?》

　（吹っ飛とばされた巨人Ｂ。その衝しよう撃げきで塀を薙なぎ倒す）

　巨人Ａ《この程度の突っ込みにも耐たえられないのか？　そんな事では俺の相方は務まらないぞ》

　巨人Ｂ《うるせー！　俺はこんな事やりたくてやってる訳じゃねえんだ！》

　巨人Ａ《なんだと!?　もう一度言ってみろ！》

　巨人Ｂ《ああ、何度でも言ってやる。こんなもの好きでもなんでもねえ！》

　巨人Ａ《そいつは嘘だな》

　巨人Ｂ《は？　本当なんだけど？》

　巨人Ａ《なら、その体に直接聞いてやる》

　巨人Ｂ《っえ!?　なっ、なにを!?》

　巨人Ａ《この突っ込みでどうじゃあああああっ!!》

　巨人Ｂ《アーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッ!!　好きっす！》




「……」

「……」

　そんな話だったかなー……？

　そこはさすが安定の腐女子脳。

　ましゅーはいつもの一人小こ芝しば居いで絶ぜつ叫きようし、俺と姫は目を点にして立たち尽くしていた。

　満足そうな顔をしたましゅーが聞いてくる。

「という具合ですー。いかかですかー？　見に行きたくなりましたよねー？」

「……」

「……」

「わたしはリエルちゃんとその映画の話で盛り上がりたいですー。その後でホテルなどに行くのであれば、やぶさかではないですー」

「ないから！」

「ええええええーっ」

　ましゅーは心底驚おどろいたような反応を見せた。

　それこそ、どんな流れだ。

　つーか、妄もう想そうなげーよ！

「えっ、そんな映画があるのかい？　僕ぼくも行ってみたいなー」

　ほら、ナルミも興味を持ち出しちゃった！

　この腐女子元夫婦め！

　二人は映画の話題できゃっきゃっ言い始めていた。

　そんな時、急に姫が俺の耳に口元を近付けてきた。少しくすぐったい。

「デートの話はまた後でいいかしら？」

「え？」

「邪じや魔まが入らないところで日取りを決めましょ。後でメールするわ」

　そう囁ささやいた後、彼女は俺から離はなれる。

　すると、それに気付いたましゅーが頬を膨らませながらやってくる。

「何、二人だけで内ない緒しよ話ばなししてるんですかー？　ぷんぷん」

「べつに他た愛あいの無い日常会話よ」

「怪あやしいですー」

　ましゅーがジト目を向けると、姫は焦あせったように話題を変えてきた。

「そんな事より、これからギルドハウスに集合だって」

「どういう事？」

「ここに来る前に雫に言われたのよ。なんかメンバー全員に大事な知らせがあるからって」

「それならギルドチャットで一言呼びかければいいのに」

「そんな急用でもないみたいよ。みんながオンラインになり次し第だいってことだから」

「そうなんだ。というか、もう雫はインしてたんだね」

　俺はログインしてから初めて、メンバーリストを開いた。

　現在オンライン中のギルドメンバーは、ここにいる姫とましゅー、そして雫、後は……という感じでリストを目で辿っていくと、とんでもない事に気が付いた。

　オフライン表示の灰色文字だが、そこにメルルーナちゃんとまり緒おのネームが名を連ねていたのだ。

「えっ!?　ちょっ!?　なんで、メルルーナちゃんとまり緒がギルドに入ってんの!?」

「ああ、それ。あたしも気になってたのよね。いつの間に入ったのかしら？」

　そこで俺は思い出す。

　フィードバックプログラム発動中のゼクスにおいて、姫がギルドリーダーだった時、彼女が物もの凄すごく軽いノリで彼女達をギルドに加えた事を。

　状じよう況きようからしてその設定を引ひき継ついでいるっぽい。

　ドレイクソフトの公式発表によると強制ログアウト直前までのバックアップで復旧と書いてあったからな。

　って事はあれか……。

　二人を加入させたのは姫ってことになる。

　だからと言ってここで、「入隊させたのは姫だよー」とは、とても彼女には言えない。

「なっ、なんでだろうね……？　あはは……」

　乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かすと、姫は「ほんと疑問よねー」と自覚症状が無い様子。

　それはそれで、いっか。

　そんな話をしていると疎そ外がい感かんを覚えたのか、ナルミが言い寄ってきた。

「僕もリエルと同じギルドに入りたいなー。ねえねえ、僕も入れてよ！　いいでしょ？」

「そうは言っても、入隊権限持ってるの雫だけだから、彼女に頼たのまないと……」

「えー、そんなー……」

　さっきリストを見た時、リーダーの印が姫から雫に戻っていたのを確認していた。

　がっくりと項うな垂だれるナルミを横目で見ながら姫が促うながしてくる。

「じゃあギルドハウスに行きましょ」

「えっと、それなんだけど、これからナルミのレベル上げを手伝う約束をしちゃってさー。全員集まるまで彼女の方を手伝ってていい？」

　姫は一いつ瞬しゆん動きを止めた。

　だがすぐに優ゆう越えつ感かんに満ちた余よ裕ゆうの表情をナルミに向ける。

「いいわ、じゃあ先に行ってるわね。〝またギルドハウスで〟」

「ああ、うん」

　フフッと笑いながら姫は手を振ふって街の方へ足を向ける。

「リエルちゃん、〝またギルドハウスでー〟」

　ましゅーもニコニコしながら手を振る。

　やたら〝ギルドハウスで〟が強調されているような気がするけど、これはナルミに対する当て付けか??

　そのまま彼女達はすぐそこにある王都南門へ。

　完全に二人の姿が門の中に消えるのを見送った後、俺はナルミにある提案をする。

「さて、こっちも移動しよっか。もうちょっと効率良くレベル上げできる場所知ってるから、そこへ行こう」

　そう言うとナルミは、唇くちびるを一文字に引き結んで膨れっ面でいた。
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　俺とナルミは王都の南西に位置するオーク砦にやってきていた。

　ここにはその名の通り、オーク達が魔軍の砦を作り、巣くっている場所だ。

「こんなモンスターだらけの場所、今の僕にはまだ無理だよー」

　彼女は泣きそうな顔で訴える。

　野兎を狩ってた場所から、いきなりこんな所に連れてくればそうもなるだろう。でもそれは予想の範はん囲い。

「大丈夫だよ。確かにソロではきついと思うけど、今は自分が回復役で付いてるからそんなに苦戦はしないと思うよ。それにこの場所ならすぐにレベル上がるし」

「そ、そう……？」

「うん、任せて。絶対死なせないから」

　言うと、彼女の顔にあった怯えが消え失せる。

「なら頑張る！」

　体の前で両手を握り締めた。

　砦は原木をロープで縛っただけの柵や物見台があるだけの粗そ末まつなものだった。

　それらの合間を何匹ものオークが徘徊している。

　そんなオーク達を横目に砦の端にある岩場の方へと向かう。

「あれ？　あっちじゃないの？」

　そこで後ろからついてきていたナルミが、疑問の声を上げた。

「あそこでもいいんだけど、もし戦闘中に周りにいる別のオークにからまれたりすると厄介でしょ？　だからこっちに安心して戦える穴場スポットがあるんだ」

　そう言って彼女を連れてきたのは岩場に囲まれた袋小路のような場所。

「ここの行き止まりの場所にオークが一匹だけ湧わくから、それをひたすら狩るんだよ。周りも後ろも何も無いからモンスターのリンクとか気にせず戦える」

「へー、そういう経験値稼ぎの仕方もあるんだね」

　感心した様子のナルミ。

　しかし、誰かが狩った後なのか、今はまだそこにモンスターの姿は無かった。

「ちょっと待ちね」

「うん」

「湧いたらすぐに攻こう撃げきね」

「うん」

　俺も昔、ここでよく狩ったなーとか、思い出に浸りながらオークがポップするのを待つ。

　待つこと一分程ほど。

　岩場の狭間に光の粒つぶが集まり始めた。何かが現れようとしている。

「あっ、きた！　えいっ！」

　ナルミは事前に伝えた通り、すぐに剣で斬り付けにかかったのだが、俺はその光に違い和わ感かんを覚えた。

　だって光の塊が二つあったから。

　そこで俺は声を荒らげた。

「ちょっと待って！　それ違う！」

　そう、その光はモンスター出現のエフェクトではなくて、プレイヤーのログインを表す効果光だった。

　しかも光の中から現れたのは見知った顔。

　リコッタとメルルーナちゃんだった！

　彼女達はログイン早々、目の前に刃が迫せまってきていることに気付いて、慌あわてて左右に避ける。

「うにゃあ!?」

「な、なんですか!?　いきなり!?」

　剣が空を切った後、ナルミはきょとんとしていた。

「あれ？　オークじゃないや」

「失礼にゃりね！　リコッタはオークなんかじゃないにゃん！」

　耳を立てて怒り心頭のリコッタ。

　そんな中、メルルーナちゃんは俺の姿に気付く。

「あ、リエルさん！　なんでこんな所に？」

「なんでって……こっちが聞きたいんだけど。こっちは、えっと、ナルミのレベル上げの手伝いだよ」

「ナルミさん？」

　そこでメルルーナちゃんとリコッタは自分達に斬りかかってきたプラチナブロンドの女の子を見る。

「えっ、これがあのナルミにゃりか!?」

「これとか指差さないでくれるかな」

　ナルミは自分に向けられた指先を降ろさせる。

　彼女のことはすでに納なつ得とくした感じのメルルーナちゃんだったが、周りをキョロキョロと見回し始めた。

「さっきレベル上げっていいましたよね？　ここどこですか??」

「オーク砦だけど？」

　そう伝えると彼女達は顔を見合わせた。

「オーク砦？　なんでそんな場所に」

「前回ログアウトした場所と全然違う場所にゃりねー」

　うーん……と短く黙考したメルルーナちゃん。

　何か答えが出たようだ。

「もしかしたら、フィードバックプログラムが発動していた時にマップ改変された場所があったので、それを元に戻した際に出現座標がずれたのかもしれませんね」

「にゃるほど」

　俺よりも先にリコッタが納得していた。

「で、二人共、今来たところだよね？」

「見ての通りです」

「リコッタは部屋でにぃがＥＳＧを装着したのを見計らってログインしたにゃん」

　理り央おのやつ、だんだん美み咲さきさんみたくなってきたな……。

「それならまだ話は聞いてないはずだね」

「話ってなんですか？」

「雫がギルメン全員がインしたらギルドハウスに集まってだって。彼女から何か話があるらしいよ」

「どうせ、ろくでもない事に決まってるにゃりよ」

　リコッタは両手を広げ、肩を竦めてみせる。

「まあ、何はともあれリーダーだからさ。一応伝えておくよ。あ、それからメルルーナちゃんもメンバーリストに入ってるから」

「えっ!?」

　彼女はそそくさとリスト画面を出して確認する。

「うわっ、ホントです！　あの時の設定が残ってたんですね！」

　メルルーナちゃんは心底嬉しそうにしていたが、俺としては中身があのマスターだと思うと複雑な気分だ。

「にゃわ!?　いつの間に入隊したにゃりか!?」

　事情を覚えていないリコッタは困こん惑わくした様子だった。

　ついでに、「まり緒もギルメンだよ」と教えると更さらに戸と惑まどっていた。

　だが、

「ま、いっか」

　なんともあっさり受け入れてた！

「どのみちビチビチはピチピチに勝てにゃいから問題にゃいし」

　軽い気持ちで言ったその台詞せりふが地雷だった。

「それはどういう意味かしら？」

　メルルーナちゃんの口調が急変した。背中に炎をまとっているような気さえする。

「にゃわわわわ……」

　リコッタは「ヤバイ、ちょっと言い過ぎちゃったかも」みたいな顔をしてぷるぷる震ふるえている。

「なんでも若ければいい、かわいければいい、なんていうものの考え方は間ま違ちがっているのよ？　ちょっとその辺のところを分からせてあげる必要がありそうね？」

　メルルーナちゃんは不気味な笑えみを浮うかべながら、ドクロの付いたステッキを掌てのひらの上でポンポンと叩たたいている。

　対するリコッタは、悪態を吐く癖くせに強く攻められると妙みように弱い性質があり、すでに涙なみだ目になっていた。

「さあーて、どの辺からもいでいきましょうかね？　あんまり脆もろすぎるとつまらないので、頑張って耐えて下さいねっ☆」

「ひにゃあっ!?　ご、ごめんにゃさいっ!!」

　リコッタは、こちらにお尻しりを向けると頭を抱かかえて縮こまってしまった。

　ただ怯える姿に相反して、彼女のお尻から生えたしっぽだけがふわりと揺れていた。

「ぅ!?」

　そこでメルルーナちゃんが突とつ如じよ、言葉にならない変な声を上げた。

「どうしたの？」

　俺が尋たずねても彼女はリコッタのしっぽだけを見つめて固まっている。

　そのうちに表情が青ざめてきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「あ、は……な、なんとか……ハァハァ……ちょっとトラウマを思い出しかけてしまっただけですから……」

　トラウマ？

　そういえば前にメルルーナちゃんが同じ様な反応を見せたことがあった。ゼクス内で無限増殖する猫ねこ型モンスターに襲われた時、確かこんな感じだった気がする。それで彼女の猫ねこ嫌ぎらいが判明したんだった。

　まさかリコッタのしっぽに反応したのか？

「そういえばメルルーナちゃんって、その……ね、猫嫌いって聞いたけど、リコッタのその格好とかは平気なの？」

「ええ……本物の猫じゃないから平気ですけど。ちょっと今のはヤバかったです。中でもあのしっぽが駄だ目めなんですよ……」

　彼女は息も荒あらく、まだ顔色も良くない。

　なんでしっぽが？　と思ったが、尋ねる前にリコッタが反撃に出ていた。

「にゅふふふ、いい事を聞いたにゃん」

　起き上がった彼女はにやりと笑う。

　嫌いやな予感を感じ取ったメルルーナちゃんは顔を引き攣らせる。

「これが嫌きらいにゃりか？　ええ？　これが？　にゅふふふ」

　リコッタは物凄く嫌味な感じで尻尾しつぽをこちらに向けたままメルルーナちゃんに近寄っていく。

「ひっ!?　こ、こここここないでぇぇぇっ！」

　思わず後あと退ずさる彼女。

　なんなんだこの絵面は……。

　俺おれが呆ぼう然ぜんとしている間もその光景は続く。

　そのうちにメルルーナちゃんが錯乱し始めて、なんか聞いてもいない色んなことをしゃべり始める。

「だ、だだだめだって！　ほんとやめて！　思い出しちゃうからっ！　朝起きたら、どこかから部屋に侵しん入にゆうしてきた猫のお尻が私の顔の前にあったのよ!?　有り得ないでしょ!?　尻尾が私の鼻を撫なでたかと思った次の瞬間、悲劇が起きたの！　これ以上言わなくても分かるでしょ！　温かくて、むにゅーっとしたものが私の顔にぃふぉふぉひぃぃぃぃいぃぃいぃっ!?」

　その時の感覚を思い出したのか彼女は卒倒しそうなほどの悲鳴を上げた。

　リコッタはそこで彼女に同情するのかと思いきや、顎あごに手を当て、

「ほほう」
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　と口の端を持ち上げる。

「それなら、これなんかがいいにゃりね」

　そう言って彼女が錬金術で出してきたのは猫型のホムンクルスだった。その数、二匹ひき。

　鬼だろ！

　当然、メルルーナちゃんはその場から走って逃げ出した。

「ぎょぇぇぇ!?」

「待ってにゃー」

　その後を猫二匹とリコッタが楽しそうに追ってゆく。

　あっという間に姿が見えなくなってしまった。

　何をやってんだか……。

　あ、いつもの事か。

　さて、残された俺おれ達たちはレベル上げを再開しようか。

　そうナルミに言おうとしたら、彼女はすぐ傍の地面に伏していて――

　死んでた。

「おわっ!?」

　リコッタとメルルーナちゃんのやり取りに気を取られている間にオークがポップしていたらしい。ナルミをやったと思われる奴やつが背後の方を徘はい徊かいしていた。

　やっちゃった！

「おーい、大丈夫？　ごめん、死なせないとか言った癖にこんな事になって……」

　しかし、伏した体の上からふわふわした幽体が浮いているだけで、彼女からの返事は無い。

　それもそのはず、まだパーティを組んでなかったから死んでしまうと声が周囲に聞こえないのだ。

「ポイントセーブしてるの王都だよね？　このままじゃなんだし……一いつ旦たん戻もどろっか？」

　俺がそう言うと、彼女の幽体は寂さびしそうな表情のまま頷うなずいた。

　そしてすぐにアバターと共に光の粒になって消える。

　どうやら街に戻もどったようだ。

　俺もここにいても仕方が無いので、彼女を迎えに行く意味も兼ねて王都に戻ることにした。

　無論、歩きで。
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　王都に戻って早々、いきなり雫に遭遇した。

　まるで俺を待っていたかのように門の前に立っていたのだ。

　獣使いビーストテイマーのその姿は見慣れたものだったが、オンやオフで色々あった後だから、なんだか気まずい感じになる。

　見れば彼女の肩かたに使役モンスター【すあま】が乗っていて、そいつの平和そうな顔を見ると多少気分が落ち着いた。

　そういえば、すあまはこの前、フィードバックプログラムが発動した世界でホワイトドラゴンに進化したはずだけど、すっかり元の姿に戻っていた。

　移動時は退化させる方法とかあるんだろうか？

　俺は獣使いビーストテイマーじゃないからその辺の詳くわしい事は分からない。

　それはさておき、俺は待っていたらしい雫に尋ねる。

「どうしたの？」

「どうしたの？　ではない。メンバーはギルドハウスに集まれという通達はちゃんと伝わっているのだろ？」

「ああ、うん。でもあれはメンバーが揃そろってからって話でしょ？　リストを見るとまだまり緒が来てないみたいだけど？」

「ああ、あれは別にいいのだ」

「いいってどうゆう事？」

「ギルメンとして扱うと調子に乗るからな」

「いや実際ギルメンでしょ！」

「というわけで奴は抜ぬきという方向で」

「ちょっとぉぉ!?」

　そこで背後から叫さけび声ごえが上がった。

　振り向むくと、そこにはピンクのお団子頭。まり緒が立っていた。

「まり緒に内ない緒しよで何勝手に決めてんの!?」

「チッ、もうログインしてきたのか」

「あ、それすごく感じ悪いー」

「別にお前に対して自分を良く見せようなんて無む駄だな事、わざわざしないが？」

「むかっ」

「それより、なんでお前がギルドの集まりの事を知ってるんだ？　さては最初から立ち聞きしていたな？」

「そんな無粋な真ま似ねはしないわよ」

　いや、物凄くしそうな感じがして信しん憑ぴよう性せいがまるで無いのだが。

「インしてすぐにハウスに行ったから、そこにいたみんなから聞いたんだよ」

「チッ、余計な事を」

「ちょっと、さっきから態度悪すぎない？」

「安心しろ、お前に対してだけだ」

「むきぃー」

　相変わらずなやり取りが目の前で繰り広げられていた。

　雫のまり緒に対する扱いは毎回酷ひどいものだが、それならとっととギルドメンバーから外せばいいのにと思う。だが、その権限を持っているのに全くやろうとしない。

　その辺は文句を言っても優やさしさなのだろう。

　なんだかんだ言っても彼女達は幼馴な染じみ。

　雫だって、リアルではまり緒に助けられてきたはずだから。

　俺も幼い頃ころの二人を知っている人間だということが判明した今、いつの間にか三人の間に奇き妙みような空気が生まれていた。

　急に訪れた沈ちん黙もく。

　きまりが悪くて、なんとなく誰だれからも口を開きにくい雰ふん囲い気き。

　ちょっとこの空気に我慢できなくなった俺は、なんとか話題を振ってみる。

「えっと……それで、みんなを集めて何の話があるの？」

　それは当然、雫に対しての質問だ。

　彼かの女じよは気を取り直し、

「それはだな、メンバーに渡したいものがあるのだ。それと我がギルドの今後についての話を少ししたい」

「ほう、意外と真っ当な話なんだね。それで渡したいものって何？　気になるなー」

「それはハウスに行ってからだな」

「じゃあすぐ行こう！」

　いきなり、まり緒に手を掴まれた。

「!?」

　すると雫が眉まゆを顰ひそめる。

「こら、リエルの手を気安く握にぎるな」

「べつにいいでしょ。あんたは反対側があるじゃない」

「ふん」

　雫はなんだか納得しない様子だったが、ふて腐れながらも反対の手を握ってくる。

　そういえば遠い昔に、こうやって三人して横に並んで手を繋いだことがあったかもしれない。急に懐なつかしい気分になったから。

　しかし、そんなノスタルジーに浸る暇ひまさえ、彼女達は与えてくれはしなかった。

「さあ行くぞ」

「行くよ」

　そう言って、両手を引っ張ってくる。

「ちょ、ちょっと待って！　その前にナルミに一言言っておかないと。今、彼女とレベル上げ中で――」

「あ、ナルミ？」

「ああ、そんなのいいから、いいから」

　あっさり切り捨てられた。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっ！」

　俺は行き交うプレイヤーの好奇の視線を受けながら、彼女達に引き摺られていくのだった。
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　そんな訳でギルドハウスに無む理り矢や理り連れてこられた俺。

　ハウスの中に入ると、すでにメンバーが揃っていた。

　姫とましゅー。そして、不毛な追いかけっこをしていたリコッタとメルルーナちゃんも今では大人しく席に着いている。

　そこへ俺を引っ張ってきた雫とまり緒を加えれば全員だ。

「それで、なんの話があるっていうの？」

　姫が気怠そうに雫に聞く。

　すると聞かれた方の彼女は凛とした態度でこう答えた。

「これより我がギルドは開放された新エリアへと向かう」

「「「「「「はあ!?」」」」」」

　全員が驚きの声を上げた。

「何言ってんの？　無理に決まってるじゃない」

　姫ひめはそう言うが、雫の表情にめげる様子は無い。

「そうですよー、今のわたし達たちのレベルでは隣接する大陸との境界エリアを越えられません」

「リコッタだって新エリアには興味あるにゃりよー。でも、ちょっと無謀すぎるにゃん」

　ましゅーとリコッタも難色を示した。

　彼女達が渋る理由も分かる。

　このゼクスヴェルトオンラインはその名の通り、六つの大陸ゼクスヴエルトからなる世界だ。

　今、自分達がいるこの大陸は人間族が支配する大陸で、その左右にエルフ族と獣人族がそれぞれに支配する大陸がある。この三つの大陸間では交流があるが、中央界メデイトウリウムを挟はさんで北方に位置する残り三大陸との交流は無かった。

　それが今回のバージョンアップで今まで封鎖されていた大陸境界エリアが開放された為ため、通行が可能になったのだ。

　ちなみに向こう三大陸はドワーフ、竜りゆう人じん、機き人じんの三種族がそれぞれに大陸を支配している設定。

　それで彼女達が賛成し難い理由というのは、以前からその境界付近のエリアは高レベルプレイヤー達の狩り場として知れ渡っていて、まだうちのギルドが挑むには少し早い場所だからなのだ。

「いいじゃない、行くだけ行ってみれば？」

　雫側に賛同したのは、意外にもまり緒だった。

「みんなよりレベルが低いまり緒は、完全にお荷物だけどｗ」

　苦く笑しようする彼女。

　そこで俺も遅ればせながら雫側に立つ。

「自分も雫の提案に乗るよ。死んだら死んだでいいんじゃないかな？　それに、なんか面白そうだしね。でも、なんで急にそんな事言い出だしたの？」

　不意に雫に尋ねると、彼女は楽しさと自信が溢あふれ出でてくるような眼まな差ざしで俺を見る。

「新しい世界が見てみたい。それだけじゃ駄目か？」

　もしかしたら、オンでもオフでもこんなにワクワクした表情の彼女を見るのは、初めてだったかもしれない。

「いや、いいと思うよ」

　肯こう定ていすると彼女は顔を綻ほころばせた。

　そして雫は話を続ける。

「まあ、私だって何も考え無しで言っている訳では無い。ここにこうして一堂に会してもらったのは、新しい装備を皆みなに配る為なのだからな」

「装備??」

「何それ!?」

「くれるの!?」

　周囲からは口々にそういった声が上がる。

「では、ましゅー。トレード画面を開いてみろ」

「え？　あ、はいー」

　雫に言われたましゅーは、慌てたように画面を呼び出す。

　どうやら何かの装備を送ったようだ。

　受け取った装備のステータスを見た彼女は、目を丸くする。

「これ、今のわたしのレベルで装備できる最強装備じゃないですかー。でも付与エンチヤント効果がいくつかあるみたいですし、名称も知ってるものと少し違いますね。こんなの見たことも無いですー」

　雫は小さく笑う。

「ふふっ、当たり前だ。それは特別仕様レア装備、〝お詫わびの品〟なのだからな」

「お詫びの品？　ってなんです??」

「今朝、ゼクスの開発元であるドレイクソフトのアカウントからそいつが送られてきたのだ。フィードバックプログラムで迷めい惑わくをかけたお詫びだとか言ってな。実際には口止め料って事なのだろう。随ずい分ぶんと舐められた感じだが……まあ、くれると言うのだから貰もらえるものは貰っておこうかと」

　なんという安い買収！

　これがネトゲ廃人の性か！

　不祥事を表沙汰にしたくないからこそのせこい取引。正直言って、怒いかりを通り越こして呆れてしまう。

　だって、雫が巻き込まれたものがこんなもんで釣り合いが取れるとは思いもしないからだ。

　だからと言ってあの状況を証言できるのは一介の高校生である俺と雫だけ。あとはメルルーナちゃんがいるけれど、彼女は騙だまされていたとはいえ咎められてもおかしくはない。向こうは京也のこともあるし、ここで俺達が訴えたところで誰にも得が無いのは確かだった。

　悶々と考えていると、俺の感情とは裏腹に雫は意い気き揚よう々ようとしていた。

「最初は私とリエルの分だけかと思ったのだが、なぜかギルドメンバー全員分の装備が送られてきてな。だからこれからそいつを配る」

　ギルメン達は俺と雫とメルルーナちゃんを除いて歓かん声せいを上げる。

　彼女達は俺達に起きた事情を聞かされているとはいえ、フィードバックプログラムの影えい響きよう下にいたから記き憶おくが曖あい昧まいでそれほど実感が無いんだろうな。

「これを身に着ければ、境界エリア付近でもそこそこ戦えるだろう。まあそれでも厳しいとは思うが、境界を抜けられる可能性は無くは無い」

「しょうがないわねー貰ってあげるわよ」

　わざと興味が無さそうに言う姫。

「じゃあ、やらない」

「ちょっ!?　貰うって言ってるでしょ！」

　かなり慌てていた。

「これなら、もしかしたら行けるかもしれませんよー？　新エリア」

「ちょっとワクワクしてきちゃったにゃん」

　ましゅーとリコッタも新天地への期待が高まっているようだった。

　まり緒とメルルーナちゃんも納得しているようだし、俺と一いつ緒しよに雫から装備を受け取っていた。

「全員一致で新エリアを目指すということで」

　雫が言った確かく認にんの言葉に全員が頷き返す。

　さて、まだ時間もある事だし、早さつ速そくこれから出発って事になるんだろうな。

　そう考えていた時だった。

　雫がおかしな事を言い出したのだ。

「では、そろそろ本題に移ろうと思う」

「へ？　さっきのがメインの話じゃなかったの？」

「〝あの話〟に決着を付けねばなるまい」

　あの話？

　決着？

　なんの事だ??

　俺は頭の中が〝？〟で一杯になったが、ギルメン達はそれだけで悟ったようだ。

　みんな真しん剣けんな目をしていたから。

　自分だけ知らないのはなんなんで、そっと聞いてみる。

「あの話って……？」

　全員がむっとした表情を俺に向けてくる。

　なんで分からないの？　とでも言いたげな目で。

　雫はぴくりと眉根を動かす。

「誰を選ぶのかって話だ」

「えっとそれは……あの結けつ婚こんとか本妻とか言ってた……例の？」

「それ以外、何があるというのだ。こちらはまだその答えを貰っていないのだからな」

「うっ……」

　そういえばこの前、雫の部屋で全員から気持ちを告白されたんだった。

　あの時は、お茶を濁にごしてなんとか返事を免れたんだけど、以降、その事が話題に上らなかったから有う耶や無む耶やにできたと勝手に安心しきっていたのだ。

　それもゼクスが再開するまでの一月の間、リアルで全員が介する機会がなかなか無かったからかもしれない。

「それで、リエルは誰と結婚するんだ？」

「えっ!?　なんでそんな……だって結婚とかいきなりだし、色々飛ばしすぎだし、まだ高校生だし、流れ的に全部おかしいでしょ！」

「いいから早く決めるのだ」

「「「「「決めて」」」」」

　雫に続いて全員が俺を取り囲み、プレッシャーを与えてくる。

　もう返答せざるを得ない状じよう況きように追い込む気だ。

　だが俺はリアルを捨てた人間だ。

　そりゃあね、全く三次元の女の子に興味が無いって言ったら嘘うそになる。でも俺に女性Ｆ耐性不全症候群ＥＤＳがある限り、結局のところ誰とも付き合えたりしないのだ。

　この前、雫とキスをした時は、なんとかＦＥＤＳが発症するのを持ち堪えたような感じがしたんだけど……やっぱり気のせいだったみたいだし……。

　しかしこのままでは彼かの女じよ達たちは納得しないだろう。

　ログアウトして逃げちゃうっていう手もあるが、インする度たびに言われ続けるのだろうし意味が無い。何よりその後の関係を悪くする。

　改めて周囲を見回せば――

　私を選んで！

　みんなそんな顔をしていた。

　段々心苦しくなってきたところで、俺は一つの答えに行き着いた。

「えっと……ゼクス内の結婚ならＯＫかな？」

　それが妥協案。

　すると全員から、

「ぶーぶー」

　とブーイングが上がる。

「それはもう騎き士し様がいないのだから無理にゃん」

「そうですよー、騎士様あってのヴァーチャル挙式だったわけですからー」

　そう言ってきたのはリコッタとましゅー。

　他のみんなも「そうだそうだ」と頷いている。

　彼女達の言う通り、フィードバックプログラム発動の際に騎士様のアバターはアカウントごと消えてしまっていた。

　どうやら暁天の鍵デイブレイク・キーや逢魔時の錠前ピリオド・ロツク、勇者の紋章などのアイテムとワンセットだったらしい。

　でも、ゼクス公式サイトに上げられていた、今回のバージョンアップのお知らせを熟読していた俺は、彼女達を納得させられるかもしれない情報を知っていた。

　それは〝前バージョンからの変更点〟の項目、下から三番目に書いてあった事。

「実は……今回のバージョンアップで〝同性婚〟ができるようになったんだよね……」

「「「「「「なんだって!?」」」」」」

　予想通りというか、全員が身を乗り出してきた。

　近い！　近いよっ！

　それにしても、みんなちゃんと読んでないんだな。

　こういう事は真っ先に食い付くと思ってたのに。

　とそこへ、メルルーナちゃんが顎に指先を当てて言ってくる。

「でも、それが可能になったからと言っても誰か一人を選ぶことには変わらないんじゃないんですかー？」

「そうだよー」

　相あい槌づちを打ったのはまり緒だ。

「やはりリアルであれ、ヴァーチャルであれ、リエルに誰かを選んでもらうことには変わりは無さそうだな」

　雫は腕うでを組み、「さあ、どうするんだ？」という態度。

「ぬぬ……」

　思わず口籠もってしまう。

　だが、俺の中ですでに答えは出ていた。

「誰かなんて選べないよ。みんな大切な仲間だし、誰かを選んで誰かが傷付いたり、悲しんだり、そういうのは見たくないし。それにみんな〝大好き〟だから」

　俺がそう言った途と端たん、周りにいたメンバー全員の顔が、一いつ瞬しゆんにして炉に入れた鉄のように真っ赤に燃え上がった。

　それで俺は自分が口にした言葉の意味を今更ながらに理解する。

「はっ!?　いや、そそそそういう意味で言った訳じゃないんだよ!?　今のは仲間として好きだって言っただけで！」

「「「「「「はあぁっ!?」」」」」」

　みんな揃って険しい表情を向けてきた。

　俺は慌あわてて補足する。

「ま、まあ、ちょっと聞いてよ。自分が言いたいのは、選べないから選ばなくていいんじゃないかってこと」

「意味がわかりませんー」

　ましゅーが嘆なげく。

「ようするに、ゲーム内挙式をみんなで一緒にしようってことなんだ」

「は？　そんな事出来るわけないじゃない。このゲームは重婚不可なの知ってるでしょ？」

　姫が反論してくる。

「うん、それはそうなんだけど。一人ずつなら可能じゃない？」

「リエル、まさか……」

　雫は俺が言いたい事を悟ったらしい。

「そう、一度離婚すればいいんだよ！」

「「「「「離婚!?」」」」」

　さすがにこの提案にはみんな驚おどろいたようだった。

「結婚しては離婚を繰り返せば全員と結婚できるじゃない？」

「離婚だなんて……そ、そんなの嫌だよ！」

「いくらゲームだからって縁起が悪いにゃん」

　まり緒とリコッタは不賛成の様子。他のみんなも同様だった。

「でもゲームだからこそ、だと思うんだけどなあ。こんな事リアルじゃできないし」

　俺がそう言うと、雫は何かの結論に辿たどり着いたようだった。

「それもそうだな……割り切って考えれば、リアルに先駆けて結婚生活を体験できるまたとない機会だ。これはいいかもしれない」

「リアルに先駆けて……って、言っとくけど、これはヴァーチャルだけの話だからね!?」

　一応、釘を刺さしてみたけど聞いてないなこれは……。

　ともあれ、雫がそんな事を言い出した影響でギルメン達もざわつき始めていた。

　そして一いつ斉せいに、

「雫がやるっていうならリコッタもやるにゃん」

「ああ、なら、まり緒も！　まり緒も！」

「わたしも結婚しますー」

「ちょっと、みんなそれでいいの？　あたしはやるけど！」

　てな具合で、その案に乗っかってきた。

　だがメルルーナちゃんだけが、腑ふに落ちない様子でいる。

「あのー……その方法ですと、離婚のペナルティが付いてしまって、再婚可能になるまでの条件が厳しかった気がしますが……」

「確かに通常の結婚システムだとそうだけど、みんなが騎士様としようとしていた〝特別な挙式〟ならペナルティが免除されてるはずだよ」

「あ、それがありましたか！」

　彼女は掌の上で拳こぶしを叩いてみせた。

　特別な挙式っていうのは、通常では使用できない大聖堂での式を挙げることが可能な期間限定キャンペーンイベントだ。

　これには条件があって、メンバー三十人以上のランクＣギルドでないといけない。

　それを知ってから彼女達はメンバー集めに躍起になっていたが、実際あれから増えたメンバーはまり緒とメルルーナちゃんの二人だけ。

　それも偶ぐう然ぜんに等しい加入だった。

「なら大丈夫ですね。早速メンバー集めをしましょう☆」

　納なつ得とくしたら急にやる気を出したメルルーナちゃん。

「えっと……そういえばメルルーナちゃんも挙式を？」

「何言ってるんですか。当たり前じゃないですか。リエルさんの私に対する気持ちはすでに頂いてますからね」

「気持ちって？」

「あ～メルルーナ、君は僕ぼくの太陽ソラリスだ♪」

「ふぇ!?　そ、それはまさか!?」

　もうとっくの昔にその存在を忘れていたよ。

　そいつは俺がアイドルプレイヤー、メルルーナちゃんに憧あこがれていた時に彼女に向けて思いの丈たけを綴つづった、恥はずかしいポエムじゃねえか！

「雫さんの家に行った時にＰＣの中から発見しましたっ☆　きゃっ」

　きゃっ☆　じゃねええええええ！

　死にてええええええ!!

「そ、それは気の迷いというか、戯たわ言ごとだから！」

「大丈夫、全部分かってますからっ」

「……」

　もう、どうにでもしてくれ！

　なんだか悟りが開けそうなくらい諦あきらめがついてきた。

「じゃあ誰が一番初めに結婚するのかにゃー？　リコッタは一番最後でいいにゃりよ」

「それって離婚せずに勝ち逃げする気なのが見え見えよ！」

「ひにゃ!?」

　姫がリコッタの耳を引っ張っていた。

　そこへ、いつの間にかこの場から離はなれていた雫が、ハウスの入り口の方からつかつかと歩いてくる。

「そんな事よりメンバーを増やしてギルドランクを上げる事が先決だろ。そんな訳で早速一人、捕まえてきたぞ」

「ハロー」

　そう言って雫の背後からひょこっと顔を出したのはナルミだった。

「うわっ!?」

　俺も驚いたが、みんなも当然驚いた。

「ハウスの前でうろうろしてたからな、ギルドに入れてやった」

「入れてやったって……早っ！」

　もうこれは、後先考えずにどんどんギルドに入隊させる方針に切り替えたっぽい。

　ナルミの突とつ然ぜんの加入にメンバーは賛否両論を言い交かわしていた。

　そんな中、当の本人はちょっといじけた態度で俺に擦すり寄ってくる。

「酷いよリエル、僕ずっと待ってたんだよ」

「ああ、ごめんごめん。なんか無理矢理連れてこられちゃってさー」

「そうなんだ、それは大変だったね。僕が慰めてあげるよ。ほら、ここにあふぅぅぅん」

　今まで普ふ通つうに話していたナルミが唐とう突とつに艶なまめかしい声を上げた。

　見れば雫が背後から彼女の両胸をむんずと掴つかんでいたのだ。

　何してんだよ……。

「リエルに手を出すとこういう事になるからな」

「僕にはそっちの趣味は無いよ！」

　ナルミは涙なみだ目だった。

「では、そろそろ出発するとしよう」

　雫が宣言すると、メンバーはいそいそと準備を始めた。

　さっきまでナルミの加入で揉もめていたのは、どうやら話がまとまったらしい。

「メンバー集めはいいの？」

「この周辺は粗方、取り尽くした感があるからな。新しい仲間は新しいエリアで見つけるのがいいだろう」

　まるで魚でも捕るような言い方だな……。

　まあ、そんなんだから中々メンバーが集まらないんだけど。

　そんな事を考えているうちに、ハウスの中は俺おれの大好きないつもの空気が流れていた。

「リコッタ、ポーション生成してくれるかしら？」

「いいにゃりよ。いくつ欲ほしいにゃりか？」

「あ、わたしにも下さいー。お礼にこの前ドロップした髪かみ飾りいりませんかー？　リコッタちゃんに似合うと思いますよー」

「ちょっと雫、それちょっと持ちすぎじゃないの？　そんなに同じアイテムいらないじゃん」

「うるさいな、団子頭に言われたくない」

　そんな他た愛あいも無い会話が繰り返される。

　今までもそうだった。

　多分これからも。




×　×　×




　準備を整えたギルメン達は早々に王都を出発した。

　隣接する大陸にある獣人族の国へは王都から飛ひ翔しよう挺ていでひとっ飛び。

　そこからは、てくてくと歩きで新エリアを目指す。

　レベルの低い、まり緒とナルミを守りながら――ついには新エリアとの境界が一望できる場所にまで辿り着いていた。

　迫り出した岩場の上に全員で並んで立つ。

　眼下には緑が鮮あざやかな草原が広がっていて、風に揺ゆれた草木が銀色の波を起こしている。

　その先には深い森と海。

　そのまた先にぼんやりとだが、蜃しん気き楼ろうのように大陸の影がうっすらと見える。

　その光景を見ながら、誰も口を開かなかった。

　疲れていたからじゃない。

　みんな、まだ見ぬ世界に思いを馳せていたのだと思う。

　だって、示し合わせたわけでもないのに、しばらくしたら互たがいに顔を見合わせて微笑んでいたから。

「じゃあ、行こっか」

　俺が時を見計らってそう言うと、彼女達は期待に満ちた笑えみを返してくれた。




　そして俺おれ達たちは踏ふみ出す。

　いつもと変わらぬ日常と、

　新たな出会いと、

　ちょっぴりの冒険を求めて――




　未知なる世界へ――――
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　あ、そうそう。

　彼女達の笑え顔がおを見ていると、俺はちょっと心が痛み始めたんだ。

　ついでに冷や汗あせも出てくる。

　だって、それは……アレだから。




　特別な挙式キャンペーンはもう終了してるだなんて、とても言えない。







《The next login is undecided??》







あとがき







　どうも、藤ふじ谷たにです。

『俺のリアルとネトゲがラブコメに侵蝕され始めてヤバイ』８巻をお届けいたします。

　今回で、とうとう８冊というかなり大きな数字にまで辿たどり着くことが出来ました。

　これもひとえに読者様の応援があっての事だと思います。心より感謝いたします。

　さて、本巻にて全てのヒロインが出番を終えたわけですが、これで『ネトラれ』は一つつの大きな区切りを迎えました。

　どういう意味かと言いますと、彼（彼女）らとはここで一いつ旦たんのお別れという事です。

　少し寂さびしい気分ですが、それもまた受け入れなくてはいけません。

　しかし自分の中ではまだ、リエル達がゼクスを楽しんでいる姿が頭に浮かんできます。

　彼女達は新たな世界に向かい、そこで新たな仲間を見つけ、またいつものように他愛も無い話しで怒ったり、笑ったり、脱線したりしていることでしょう。

　そんな彼女達とまた出会える日がやってくる――――そう思いたいです。




　謝辞です。

　三み嶋しまさん、最後までお付き合い頂きありがとうございました。リエル達に自由に動き回れる姿形と世界を与えて下さった事と、素晴らしい絵師さんに巡り会えた事に感謝いたします。あと、本巻がコミケとぶつかってしまって申し訳ないです（汗）。

　担当さん、約二年に渡るシリーズを見て頂きありがとうございました。色々な事を教わってきましたが、まだまだ至らぬ所が沢山あります。今後もご指導の程、よろしくお願いいたします。

　そして最後にもう一度、読者様に最大限の感謝を――。




　※告知※　本巻と同時発売で藤谷のもう一つのシリーズが開始しております。

　タイトルは『外道王子の魔神隷従レメゲトン』

　ネトラれ読者様も楽しめる内容になっていると思いますので、よろしければそちらも手に取って頂けると嬉うれしいです。ではでは～。

平成二十五年七月吉日
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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